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1 . 本報告 の概要

新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 (COVID-19 ) は、 その発 生 以 来、 世 界 中 で深刻 な大きな影孵を与

えて いる。 COVID-19 への対応には様 々 な 前線があるが、 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 1 の現場もその一つで

ある。 パ ン デ ミ ッ ク 発 生 から 2 年 以 上 が経 過 した本稿執維時点 (2022年 7 月 ） でも、 依然と し

て ウ イ ル ス や症状 に 関 する知 識は十分とは言 え ず、 今後の推移は不確 実 さをはらみ 、 最 前線の現

場 で働くプ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医の日 々 の模索は続いて いる。

本稿執維者に よ る共 同 研究は、 以上の よ うな不確 実 な 状況下 でのプ ラ イ マ リ ・ ケ ア の現場にお

ける医 療 者の意思 決 定 や 対応 に 関わる経験を現在 進行形 で 記 録 し、 質 的に分析する こ と で 、 今

後 同 様の事態が起きた際の対応を検討するう え でのエ ビ デ ン ス を提供する こ とを 目 的とし、 2020

1 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア と は 「 国 民 の あ ら ゆ る 健康 上 の 間 題 、 疾病 に 対 し 、 総合的 ・ 継続 的 、 そ し て 全 人 的 に 対 応 す る

地域の 保健医療福刊機能」 ( •般社 団 法 人 日 本 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 連 合 学 会 ウ ェ ブ サ イ ト よ り https ://W\,cw.primary

care.or.jp/paramedic/index.htm] ） で あ り 、 そ れ を 担 う 医 師 の こ と を プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医 と 呼ぶ。 従 来 、 「家庭 医 」 や

「 か か り つ け 医」 と 呼 ばれ て き た 1医 師 や 、 近 年 、 1.9 番 目 の 基 本領域専 門 医 と し て 制 度化 さ れ た 「総合診療医」 な ど

が含 ま れ る 。
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年 3 月 以 米 本柏 執 筆 II、1i ,1,',1、 ま で継 緑して い る も ので あ る 2。 「な，凋 1t 方 法 は 10 人のプ ラ イ マ リ ， ケ

ア 1仮への継紐 的な オ ン ラ イ ン ・ イ ン タ ビ ュ ー で あるが、 本報告の対象となったII.、1f期 に おいては こ

の 10 人 に 加 え 、 共 同 研 究 メ ン バ ー のう ち 4 人 に も そ れ ぞ れ l I訓 ず つ イ ン タ ビ ュ ー を行った ( 1 4

人の1人」 ，沢は表 1 を参附 ） 。 イ ン タ ビ ュ ー は対象名の リ ク ）レ ー ト と 1ぃj 11奇進 行で 2020 年 3 月 末か ら 切

始し、 第 2 t 1 1 t  1 1 以 降は、 10 人 の調 介 対 象 者を 2 人 ず つ の グ ル ー プ に 分 け 、 そ の グ ル ー プ ご と に

調 杏 チ ー ム も Jll 打 者を決め 、 I I :f閉調卯を し なが ら イ ン タ ビ ュ ー を進めて いる。 なお、 イ ン タ ビ ュ ー

中 、 調 介 恨lj は メ モ を取 る だけで な く 、 対 象 行の訂 I I ［ を取 っ た う え で録 IIhi . i蒻音し、 音 八 デ ー タ を

文 字 起 こ ししている。 本報古は、 そ う した メ モと迩泊緑を も と に 、 2020 年 3 )] か ら 8 月 ま での、

パ ン デ ミ ソ ク 初 ］［）l に お ける プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医た ち の）又応 や 丈 践を ま とめたも ので あ る 。

以 ド 、 第 I 革の残 り の部分でパ ン デ ミ ソ ク の特 ＇「生をふ ま え て イ ン タ ビ ュ ー 記 録を ま とめる う

え で取った力 針 に つい て 述 べ る 。 次 に 給 II 章で 8 節 に わたって イ ン タ ビ ュ ー の内 容 を整 理する。

第 1 ~ 3 節 ま では時 1廿打叫［（ 移 に 1心 して、 間 題の認知、 対応の 間 始、 具体的な対応を収 り 1．． げ る 。

第 4 ~ 6 節 は 対応の巾 で 見 え てきた間題、点など に つ いて述べ る 。 第 7 節 は プ ラ イ ベ ー ト ヘの影聘 、

筍 8 節 は プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 1欠と しての名 え を扱う。

続 く 給 III 芹 は 本稿の ま とめ で あ る 。 なお、 第 IV 章 に 補 逍と し て、 今 回 の イ ン タ ビ ュ ー の時期

に 起きた出 来 事 に つい て 整則している。 こ れ は 本 報 化のjii） 1是となるべき梢 報とも い え るが、 （少

な く と も 本稿刊 行 時の） 読者 に とっては以知の内 容 てあ り 、 煩 雑 さを避けるた め 最 後 に 掲 載して

い る 。 必 変にJ応 じ て 参I開さ れたい。

表 1 調査対象者 (11- 1 4 は共同研究 メ ン バ ー ） （ 本報告執筆者に よ る 共同作成）
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2 . 本報告の方針

2.1 COVID-1 9 を め ぐ る 不確実性

ま ず、 言 う までもないこと かもし れないが、 ( 1) 本 報 侶 で 取 り じ げる翡 介 が 行 わ れ た 時 、点で

COVID-19 について そ れが い かなるものであ り 、 と う 治療 可 能 か に ついての確 定 的な知 識は 行 介

して い なかったこと、 （2) 本 報 ｛斤執節 1 1ず点でも 卜 分な知識がイ日パl して いるとはい え ない、 とい う

こと、 ）JI I え て 、 （3 ) 対応に 関 わる多 様なり場のなかで、 特に紅 息 決 定お よ び丈務I□で重 変な粒 附

を 占 める政）付 や 都 直 府 県、 雌礎 I’.1 治体、 保健）りi、 1仄 帥 公、 各 阪 療 機 関 な どにおいて、 対応）j 釘 や

対 応 能 力 にばらつきがあ り 、 さら に 時 間 に よる変化も什 している こ と 、 の 3 、1りを ii(I: ，忍してお き た

し ‘ °

こ う し た 事梢のため、 マ ク ロ ( ll t界 レ ベ ル 、 仝 国 レ ベ ル） でも、 メ ゾ （ リ；［ レ ベ ル ） でも、 ミ ク ロ （地

域 レ ベ ル 、 阪 療 機 関 レ ベ ル） でも、 事実として、 パ ン デ ミ ソ ク か仝\l /． 界を投 う — • )jで、 その対応

においては 、 大きな多様1祈が4 じて いる。 例 え ば巾i l\::のマ ス ク 氾 川は、 2020 介 3 )］ 時 ，1ばでは 「 感

染 防 止 に とって有 効でない」 と され、 マ ス ク を買いに列をなすのは 非 合 則 的 な行動と 見な されて

い た が、 その後、 マ ス ク の有効性は 見 直 され、 さらに飛 沫よ り もエ ア ロ ゾ ル に よ る感染 リ ス ク が

it |］ される中で、 ふ た た びマ ス ク の有幼性は疑われる よ う になっている。 こ う し た 事態 に ついて、

本 報 ； りでは 「 0 0 |F加灯 の 1' ll |4}［は誤 り だっ た 」 とい う 吃 場 を取らない。 本 報苫が 11 を1h] けるのは、

「1りが止 解 か 」 を 明 ら か に することではな く 、 「 （何 か 止 解 かを平ll l祈 する）情報が不 1 分な 中 で、

その時 ，1 1ょで 1:！］ 姐が どの よ う なものとして提 え られ 、 そ れに対して調 介 対 象 者 た ち がどのよ う な思

考 や 行 動をとっ た か」 で ある。 そして 「 そ う し た 息 考や 行 動の、 調 壺 対 象 者 IM」 での類似ド『とふ異

から何が読み収 れるのか」 を検討する。

2.2 調査対象者 に お け る 記憶の曖昧 さ

COVID- 19 の流行は、 当 初の楽 観 的な予 想 を超 えて 長 期 に わ た って進行し、 かつ、 そ のな かで

「 第 0 波」 と呼ばれる よ う な状況の変化が生 じている （表 2 も参照） 。 そ う し た 状 況 において、 調

杏対 象となる医療 者の側 の記憶 が ど う して も 曖 味になる部分がある。 例 え ば例 別のケ ー ス につい

ては鮒 闊jでも、 「 施 設と して炭在の よ う な対応の体制にし た のはいつか 」 と 間われても明 確 に 答

え ら れないとい う 場合がある。

そのため、 翡 査では継統 的な イ ン タ ビ ュ ー に よ って、 できる だ け 変化のプ ロ セ ス を捕捉するよ

う 努めて いるが、 ど う しても語ら れる内 容が事実とず れて しまい う ることも、 改めて確 認してお

き たい。 なお、 本研究では 、 客 観 的 な時系列 に 沿っ た 事実 関 係の把捉よりも、 当 翡I者が 出 来事を

どの よ う に 捉 え 、 叫罠のなかでどの よ う に位 置 づ けているかの方 に 叩 点を置いているた め、 事実

と ず れる場 介は対 象 者の晶っ た 内 容 を優 先し た 。
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以 上 を 確 認 し た う え で 、 イ ン タ ピ ュ ー か ら の 知 見 を 整 迎 す る 。 な お （ ） 内 に イ ン タ ビ ュ イ ー

の 勤 務 す る 地 域 、 都 市 部 か 周 辺 部 1 か 、 病 院 か 診 療 所 か 両 方 か 、 い つ の イ ン タ ビ ュ ー か を 示 し た

（表 1 も 参 照 ） 。 ま た 、 文字起 こ し し た も の か ら 抜 き 出 し て い る 部分 は 「 」 で括 っ て い る 。 反 復

や 文 法 的 な 逸 脱 も 見 ら れ る が、 語 ら れ た 辿 り に し て あ る 。 た だ し 、 具 体 的 な 地 名 等 で イ ン タ ビ ュ

イ ー の 特 定 に つ な が る も の は 00 に 書 き 換 え た 。 ま た 「 」 内 に お い て は 、 省 略 し て い る 部 分 は

… で 表 し 、 澗 奔 者 に よ る 補足 は ［ ］ で 表 し て い る 。 「 」 で 括 ら れ て い な い 部分 は 調 査 者 に よ

る 災 約 や 詞 い 換 え で あ る 。

表 2 パ ン テ ミ ッ ク 初 期 の 出 来 事 （作成 ： 春 田 淳志 ）

【 2 0 1 9 年 】

1 2 月 30 日 原 因 不 明 の 肺 炎 につ い て記載された 公 文書 を勤 務 先 の 病 院 で 発 見 し た 李 文 亮 が WeChat に 画 像 と し て
投 稿 。

1 2 月 3 1 日 世 界 保健機関 (WHO ) へ の 最初 の 報 告 が行われた。
【2020 年 】
1 月 1 日 華南海鮮卸売市場を 閉鎖。
1 月 7 日 肺 炎 の 原 因 が新種のコ ロ ナ ウ イ ルス で あ る ことを確認。
1 月 9 日 肺 炎 に よ る 最 初 の 死者 が 発 生 。

1 月 1 3 日 初 め て の 中 国 域 外 の 陽性 事 案 が タ イ で確認された。
日 本で の 感 染 者を確認 ・ 報道 。 1 月 1 4 日 、 神 奈 川 県 内 の 医療機 関 か ら 管轄 の 保健 所 に 対 し て 、 中 華

1 月 1 6 日 人 民 共 和 国 湖 北 省 武漢 市 の 滞 在 歴 があ る 肺 炎 の 患 者 が報 告 さ れ 、 国 立 感 染 症 研 究 所 で検 査 し 、 1 5
日 に新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス ヘ の 感染 が 確認 さ れ た と 報 道 。

1 月 1 9 El 韓 国 で の 感染者を確認。
1 月 20 日 ク ル ーズ客船 「 ダイ ヤ モ ン ドプリ ンセス号」 が横浜港 か ら 出 港 (2/4 に 帰 港 す る 予 定 の ク ルー ズ） 。
1 月 23 日 武漢都市封鎖 、 1 月 24 日 か ら 30 日 まで春 節 ( | 日 正 月 ） の 大 型 連 休 に 突 入 。 （ そ の 後 、 2 月 2 日 ま で延 長 ） 。

1 月 25 日 日 本で 武 漢 市 在 住 の 30 代 女 性 旅 行 者 の 感 染 を 確 認 。 ク ルー ズ客船 「 ダ イ ヤ モ ン ドプリ ン セ ス 号 」 か ら
香 港 人 男 性 が 下 船 。

1 月 26 日 広 東 省 政 府 は 公 共 の 場で の マ ス ク 着 用 を 義 務 付 け 、 違 反 者 に 対す る 罰 則 を 導 入 。 北 京 市 政 府 が 市 境
を 超 え る す べ て の バ ス の 運 行を停止す る と 報 じ た 。
武 漢 か ら 来 た ツ ア ー 客 を 乗 せ て 、 東 京 ・ 大 阪 間 を 往 復 し た 武 漢 市 へ の 渡航 歴 の な い バス 運 転手 の 男

1 月 30 日 性 の 感 染 が 28 日 判 明 。 翌 29 日 に は こ の バ ス に 同 乗 し て い た 女性バスガ イ ド の 感 染 も確認。
こ れ ら の 感 染 例 に つ い て 、 厚労 省 は 30 日 に な っ て 「 人 ・ 人 」 感 染 が認め ら れ る と 明 ら か に し た 。

1 月 3 1 日 WHO が 国 際 的 に 懸 念 さ れ る 公 衆 衛 生 上 の 緊 急 事 態 を 宣 言 。 武 漢 市 が あ る 中 国 湖 北 省 の 滞在 歴 の あ
る 外 国 人 を 2 月 1 日 か ら 入 国 拒 否 す る と 発 表 し た 。
世 界 的 に 防 疫 体 制 が 敷 か れ 、 武 漢 市 に 対 し て 各 国 民 を 帰 還 さ せ る チ ャー タ ー 便 が 送 ら れ る と 共 に 中 国
以 外 の 国 で は 中 国 を 経 由 し て い る ク ル ー ズ 客 船 か ら 下 船で き な い 乗 客 も現れた （ 以 降 参 照 ） 。 SARS-
CoV が 流 行 し た 2003 年 時 点 よ り も グ ロ ー バ ル 化 が 進 み 、 SARS-CoV-2 感 染 者 に無症状 の 場 合 も 多 い
と い う特徴もあっ て 、 防 疫 が難 し く 、 SARS-CoV-2 は 急速 に 世 界 中 に 広 ま っ て 行 っ た 。 ま た 、 ネ ッ ト と マ
ス メ ディア 双 方 が 「 コ ロ ナ」 の 話 題 で埋 め 尽 く さ れ 、 不 正 確な 情 報 が 大 量 に 飛 び交 う 「 イ ンフ ォ デ ミ ッ ク 」
状 態 に 陥 っ た 。 困 窮 状 態 に あ る 消 費 者 心 理 に 付 け込んだ、 生 活 必需 品 の 高額転売なども起 き た 。

2 月 1 日 ク ルー ズ客船 「 ダ イ ヤ モ ン ドプリ ンセス号」 か ら 香 港 で 1 月 25 日 に 下 船 し た香 港 人 男 性の 感染を確認。

2 月 5 日 日 本 で は 集 団 感 染 を 起 こ し た ク ル ー ズ 客 船 「 ダ イ ヤ モ ン ドプ リ ン セ ス 号 」 が 、 日 本 政 府 の 指 示 によ り 大
黒埠頭 沖 で 1 4 日 間 の 隔離措置 を 開 始 。

2 月 7 日 S N S で最初 に新型 肺 炎 に つ いて の 報 告 を行 っ た 医 師 の 李 文 亮 が死 亡 。

3 周 辺 部 と い う 表現 は こ な れ て い な い が、 ：通 常 、 都 1 卜 に 対 応 す る 村 洛 や J捉 村 と い う 語額 で は 対 象 者 の 勤 務 す る 地
域 を 適 切 に 表現で き な い と 考 え 、 こ の 諮 を 選択 し た 。
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2 月 8 日 武 漢 で 60 代 の 日 本 人 男 性 1 名 が新 型 肺 炎 に よ る 日 本 人 初 の 死亡 が報告 さ れ る 。

2 月 1 1 日 WHO が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 に よ る 疾 患 を 「COVI D- 1 9」 と 命 名 、 ICTV が こ の ウ イ ル ス を
「 SARS-CoV-2 」 と分 類 ｀ 命 名 。

湖 北 省 が 、 肺 炎 を 引 き起こす新型コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 死者 が 1 03 人 、 感 染 者 が 2097 人 増 え た と 発 表 。
同 日 時 点 で 中 国 本 土 の 死 者 は 計 1 0 1 1 人 とな り 、 感 染 者 は 4 万 2 千 人 を 超 え た 。
日 本 で初の死者確認。 新型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 の 疑 い が あ る 乗 客 が い る と してフィ リ ビン 、 日 本 、 台 湾 、

2 月 1 3 日 ア メ リ カ領グア ム に 入 国 拒 否された ク ル ー ズ客船 「 ウ エステルダム号」 が カ ン ボジ ア に 入 港 。 渡航歴の
な い 千 葉 県 の 20 代 男 性が 感 染 。
タ ク シ ー運転手 の 男 性 が 1 月 に 開 か れ た 屋 形 船 で の 新 年 会 に参加 し て い た こ とが報道 。 都 は 関 係 者な

2 月 1 6 日 ど 「約 1 00 人 が濃厚接触 者 に あ た る 」 と して 検 査 を進 め 、 1 月 1 8 日 の屋形船新年会 （ 東 京都 ） の 感 染
判 明 。

2 月 1 7 日 政 府 、 「 帰 国 者 ・ 接触者 相 談 セ ン タ ー 」 に相 談 す る 際 の 基 準 と し て 「 風邪 の 症 状 や 375 度 以 上 の 発 熱
が 4 日 以 上 続 く 」 症状などを挙 げ る 。

2 月 1 8 日 岩 田 教授 が ク ルー ズ 船 の 動 画 を YouTube で 公開 。

2 月 20 日
「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 専 門 家 会 議 」 が 開 催 さ れ 、 ク ル ーズ船 「ダイヤモン ド ・ プ リ ン セ ス 号 」
に お け る 感 染 制 御 策 を 報 告 。

2 月 2 1 日 日 本 で の 感 染 者 が 1 00 人 を 超 え た 。 都 知 事が都が主催す る 大規模で飲食 を 伴う 屋 内 イ ベ ン ト を 3 週 間 、
原 則 中 止 か 延 期 す る と 発 表 。

2 月 22 日 岩 田 教授動 画 、 遅 く と も こ の 日 ま で に本 人 に よ っ て 削 除 さ れ た 。

2 月 24 日 安 倍 首 相 「 こ れ か ら の 1 ~ 2 週 間 が 急 速 な拡 大 に 進 む か 収 束 か の 瀬 戸 際 」 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染
症 対 策 の 基 本 方 針 の 具体 化 に 向 けた 専 門 家 の 見解 が 示 さ れ た 。

2 月 25 日 症 状 が軽い 人 は 自 宅 療 養を 原 則 と す る 、 ま た 「 全 国 一 律 の イ ベ ン ト 自 粛 要請 は し な い 」 と さ れ て い た が 、
「 患 者 集 団 が確認された地域で は 自 粛 の 検討要請も あ り 得る 」 と す る 政 府 方 針 が 発 表 さ れ た 。

2 月 26 日 日 本で 2 人 目 の死亡者を確認。 韓 国 で の 感染 者 が 1 000 人 を 超 え た 。
北海道 は 小 中 学校を臨時休校する 方 針を 明 ら か に した 。
安倍首相 、 小 中 高校 を 3 月 2 日 よ り 休校す る よ う要請。
新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 対 策 専 門 家 会 議 が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 厚 生 労 働 省 対 策 本 部 ク ラ ス タ ー 対
策 班 が 分 析 し た 内 容 に基 づ き 検 討 し た結 果 を ま とめ 、 見 解を 公 表 。 症 状 の 軽 い 人 か ら 感 染 が 拡 大 し て

2 月 27 日 い る こ と 、 こ れ ま で に 国 内 で感 染 が確 認 さ れ た 方 の う ち 約 80 ％ の 方 は 他 の 人 に感 染 さ せ て い な い こ と 、
感 染 が確 認 さ れ た 症 状 が あ る 人 の 約 80％ が軽症 ｀ 1 4 ％ が重 症 、 6 ％ が 重 篤 で あ る こ と 、 北 海 道 の 感
染 状 況 の 分析を 明 ら か に した 。
全 国 的なスポー ツ 、 文 化 イ ベ ン トを 「 今 後 2 週 間 は 中 止 、 延期 、 ま た は規模を縮小す る 」 対 応 を 要 請 し た 。

2 月 28 日 1 北 海 道 で 非 常 事 態 宣 言 が 発 令 さ れ た 。
イ タ リ ア で の 感 染 者 が 1 000 人 を 超 え た 、 大 阪 ラ イ ブ ハ ウ ス で の ク ラ ス タ ー 感 染 。 首 相 「 こ れ か ら 1 、 2

2 月 29 日 週 間 が 、 急 速 な 拡 大に 進 む か 、 終 息 でき る か の 瀬 戸 際 と な る 。 こ う し た専 門 家 の 皆 さ ん の 意 見 を踏ま
え れ ば 、 今 か ら の 2 週 間 程度 、 国 内 の 感 染 拡 大 を 防止するため 、 あ ら ゆ る 手 を尽 く す べ き で あ る 」 と 発 言 。
2 月 下 旬 か ら それまで感 染 の 中 心だった 中 国 だ けで は な く 、 韓 国 や イ タ リ アで感染者が急増 し た 。

3 月 2 日 小 中 高 校 の 臨 時休 校 開 始 。
3 月 5 日 首相 は 3 月 9 日 か ら 中 国 全 土 と 韓 国 全 土 か ら の 入 国 規 制 を 強 化 す る 方 針を 明 ら かに し た 。
3 月 6 日 早稲 田 大学 、 新学期 開始 日 を 4 月 20 日 以 降 に す る と 発 表 。
3 月 8 日 全世界での 感 染 が確認された 国 ・ 地 域 が 1 00 に 到達 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 専 門 家 会 議 が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 厚 生 労 働 省 対 策 本 部 ク ラ ス タ ー 対
3 月 9 日 策 班が 分 析 し た 内 容 に基 づ き 、 検 討 し た 結 果 を ま と め た 見 解 を 公 表 。 政 府 ・ 専 門 家 会 議 「 感 染 は 一

定程度持ち こ た え て い る 」 。
世界各地での流行 に つ い て WHO がパンデミック 相 当 と の 見解を 示 し た 。

3 月 1 1 日 3 月 上 旬 に なる と 、 ス ペ イ ン や フ ラ ン ス な ど 欧 州 の 広 範 囲 で猛 威 を振 る う 。 さ ら にア メ リ カ でも 感 染 拡 大
あ り 。
1 3 日 に は 「 今 や欧 州 がパンデミッ ク の 中 心地 」 だ と の 認識だと WHO 発 表 。
ア メ リ カ がイ ギ リ ス 以外 の ヨ ー ロ ッ パか ら の 入 国 を 30 日 間 停 止す る と 発 表 。 アテネでオ リ ン ピ ッ ク 聖 火 灯
火 式 。

3 月 1 2 日 3 月 4 曰 の 安 倍 首 相 と野党の党首会談を経て 、 1 0 日 に特措法 改 正 案 （ 新 型 イ ンフ ルエンザ等対策特別
措罹法 （ 特 措 法 ） の 改 正 ） が 国 会 に提 出 され 、 1 3 日 に 成立 。 翌 1 4 日 か ら 施行 。
こ れ に よ り 、 政 府 が特措法に基づく 「 緊 急 事 態 宣 言 」 を 出 せる環境が整っ た 。
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 対 策 専 門 家 会 議 か ら 厚 生 労働 省 へ の 要望 。 入 国 拒 否 の 対 象 と な る 地 域 か ら
の 帰 国 者 は 検 疫 時 にお い て 健 康 状 態 を 確認 し 、 症 状 の 有 無 を 問 わず 、 検 疫 所 に お け る P C R 検 査 を 実

3 月 1 7 日 施 し 、 陽性者 に つ い て は検疫法 に基づき隔 離 の 対 象 と し 、 そ れ 以 外 に感 染 者 が 多 数 に 上 っ て い る ヨ ー ロ ッ
パ 諸 国 等 、 距 離 的 に 近 い 東 南 ア ジ ア か ら 入 国 す る 者 に 対 し て 、 2 週 間 の 自 宅 あ る い は 宿 泊 施設 な ど で
待機して 自 己健康観察を実施し 、 国 内 に お いて 公 共 交 通機 関 を 使 用 し な い よう 要 請 。

•一

安 部 首 相 会 見 引 き続き 持ち こ た え て い る 。 「 1 ク ラ ス タ ー （ 集 団 ） の 早 期 発 見 · 早 期 対 応 」 、 「 2
患 者 の 早 期 診 断 ・ 重症者へ の 集 中 治 療 の 充 実 と 医 療 提 供 体 制 の 確 保 」 、 「 3 市 民 の 行動 変 容 J と い

3 月 1 9 日 う 3 本柱 の 基 本 戦 略 。 感 染 源 （ リ ン ク ） が 分 か ら な い 患 者 数が継続 的 に 増 加 し 、 こ う し た 地 域 が 全 国 に
拡 大 す れ ば 、 ど こ か の 地域 を 発 端 と し て 、 爆 発 的 な 感 染 拡 大 を 伴 う 大 規 模流 行 に つ な が り か ね な い と
発 表 。
北 海 道 非常事態宣言終 了 。 大 阪 の ラ イ ブ ハ ウ ス ク ラ ス タ ー の 検査終 了 。

□月 20 日 国 内 感染 者数 が 997 名 に 。 政 府 は 学校 の 休 業 の 延 長 は しな い 、 と 発 表 。
3 月 2 1 日 国 内 感染者 数 が 1 000 名 を超 え た 。

f----------- --

3 月 22 日 さ いた ま ス ーパ ーア リ ー ナで K 1 開 催 。
新学期 の 学 校 開 始 に 向 けた 文 科 省 か ら 感 染 拡 大 を防止す る た め に 、 「 3 つ の 条 件 （ 密 集 ・ 話す ・ 閉 鎖 ）

3 月 24 日 が 重 な る 場 」 を 避 け る こ と 、 臨 時休 業 や 出 席停止す る 場 合 に は単位認 定 な ど を 弾 力 的 に行 う こ と 、 遠 隔
授 業 な ど を 活 用 す る こ と が発 表 さ れ た 。 オ リ パラ 延 期 発 表 。
東 京 都 で 1 日 に 40 人 以 上 の 感 染 が認 め ら れ 、 爆 発 的 感 染 （ オ ー バー シ ュー ト ） が 発 生 し か ね な い 局 面
に あ る と し 、 外 出 自 粛 が 要 請 さ れ た 。 都 知 事 は 「 今 の 状 況 は 『 感 染 爆 発 の 重 大 局 面 』 だ 」 と 強 調 し 、

3 月 25 日 週 末 の 不 要 不 急 の 外 出 自 粛 を 都 民 に 要 請 。 合 わ せ て 「 3 つ の 密 （ 密 閉 ・ 密 集 ・ 密 接 ） 」 を 避 け る よ う
呼 び か け た 。 志 村 け ん の 感 染 発 表 。 緊 急 事 態 宣 言 、 ロ ック ダ ウ ン の 発 令 の 可 否 に 注 目 が 集 ま る よ う に
な る 。

3 月 26 日 東 京 ・ 神 奈 川 ・ 埼 玉 • 千 葉 ・ 山 梨 の 5 都 県 知 事 共 同 メ ッ セ ー ジ 。 3 密 を 避 け る 、 若 年 層 に 慎 重 な 行 動
要請 、 人 込 み へ の 不 要 不 急 の 外 出 自 粛 、 テ レ ワ ー ク な ど 。

3 月 26 日 千 葉 ・ 山 梨 の 2 県 知 事 、 週 末 3/28-29 の 都 内 へ の 不 要 不 急の 移 動 自 粛 する よ う 県 民に要請。

3 月 26 日 神 奈 川 ・ 埼 玉 の 2 県 知 事 、 週 末 3/28-29 の 移 動 そ の もの を 自 粛す る よ う 県 民 に 要 請 。 3 月 26 日 に 初
め て 1 日 の 新規感染者数が 1 00 人 を 超 え た 。

3 月 27 日 都 内 で 3 日 連続で 40 人 台 の 感 染 者 が確認された 。
3 月 27 日 J R 東 日 本 、 GW 中 の 臨 時 列 車 の 指 定 券 販 売 （ 通 常 1 か 月 前 か ら ） を 当 面 見 合 わ せ る と 発 表 。
3 月 28 日 安倍首相 の 会 見 外 出 自 粛 、 治 験 、 予 防接種 、 経済支 援 、 都 内 で は 60 人 以上 の 感染 者 が確認された 。
3 月 29 日 千 葉 県 の 施 設 、 東 京 の 病 院 で の 院 内 感 染 拡 大 の 報 告 。
3 月 30 日 志 村 け ん 訃報 の 知 ら せ 。
3 月 3 1 日 累 積 感 染 者 数 が 2000 人 を 超え た 。 都 内 で 78 人 ／ 日 が COVI D- 1 9 陽性。

4 月 1 日 新型コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 対 策 専 門 家 会 議 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 対 策 の 状 況 分 析 ・ 提言 」 発 表 。
布マスク配布を安倍総理が宣言。 出 国 制 限 ・ 渡航制 限 が 発 表 さ れ た 。

4 月 3 日 感 染者 3000 人 超 え 。 土 日 は 外 出 自 粛を 。 慈 恵 医科 大学でも院 内 感 染 発 生 。

4 月 4 日 都 内 で 1 1 8 人 感 染 し 、 8 1 名 が 感 染 経 路 不 明 。 都 心 の デ パ ー ト 等 1ま 軒 並 み 休 業 し て い る が 、 公 園 な ど
の 人 通 り は 多 い 。

4 月 5 日 都 内 の 累 計 患 者数 は 4 月 5 日 に 1 000 人 を 超 え た 。

4 月 7 日 7 都 府 県 へ の 緊 急 事 態 宣 言 発 令 に つ い て 安 倍 首 相 か ら の 発 表 。 新 型 コ ロ ナ感 染 症 緊 急経 済 対 策 が 閣
議決 定 。 非 常 時 の 対 応 と し て 、 希 望 す る 患 者 に対 してオンライン診療が可能となる

| 4 月 8 日 1 感染者 5000 人 超 え 。 武漢都市封鎖解 除 。
4 月 9 日 オ ン ラ イ ン 診 療 を 行 う 医 療 機 関 を都道府 県 ご と に 公 表 決 定 。

4 月 1 0 日 i 感染者 6000 人 超 え 。 初 診 か ら オ ン ラ イ ン 診 療 が 可 能 に な る 通 達 が で る 。
4 月 1 1 日 東 京 1 97 人 と 過去最高。
4 月 1 2 日 感 染 者 7000 人 超 え 。 都 内 の 感染者も 2000 人 を 超 え た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 緊 急事 態 宣 言 の 対 象 地 域 に つ い て 、 北 海 道 、 茨 城 、 石 川 、 岐 阜 、 愛 知 、

4 月 1 6 日 京 都 を 加 え た 1 3 都 道府 県 を よ り 重 点 的 な 取 り 組 み が必 要 な 「 特 定 警 戒 都 道 府 県 」 に 指 定 し 、 緊 急 事
態 宣 言 1 ま 全 国 に拡 大 し た 。 5 月 6 日 ま で の 残 り の 期 間 で終 え る た め に は 、 最低 7 害II 、 極 力 8 割 の 接触
削 減 を 何 と しても実現 し な け れ ばな ら な い と 安 倍 首 相 が報告。

4 月 1 9 日 感染者 1 万 人 を 超 え る 。 都 内 の 感 染者 も 3000 人 を 超 え た 。
4 月 23 日 岡 江 久 美子 さ ん の 訃報が伝わ る 。 無 症 状 者 の COVI D-1 9 患 者が 6％い る こ とを報告 （慶応 ）
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4 月 27 日 都 内 の 感 染 者 数 が 1 か 月 ぶ り に 50 人 を 切 っ た (39 人 ） 。 2 5 日 は 1 03 人 で 、 26 日 ( 72 人 ） と 27 日 (39
人 ） は 2 日 連続 で 1 00 人 を 下 国 っ た 。

4 月 28 日 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 者 を 新た に 全 国 で 1 1 2 人 確 認 し た と の 発 表 。 都 内 の 累 計 感 染 者 数 は 4000
人 を 超 え 、 計 4059 人 とな っ た 。 2 人 の 死 亡 も 確 認 し 、 都 内 の 死者 は 言t 1 08 人 とな っ た 。

5 月 4 日 緊急事 態 宣 言 の 延 長 が 安 倍 首 相 か ら 発表 さ れ た 。
大 阪 府 が 特 措 法 に 基 づ く 府 民 へ の 外 出 自 粛要請や休 業要請を 段 階 的 に 解 除 す る た め の 独 自 基準を；i
め た 。 独 自 基準 は （ 1 ) 新 た に感 染 し た 人 の うち 感 染 経 路 不 明 者 の 人 数 が 十 人 未 満 ( 2 ) PCR 検 査 で

5 月 5 日 陽 性 に な っ た 人 の 割 合 が7 ％未 満 （ 3 ) 重症 患 者 用 の 病 床 使 用 率 が 6 0 ％ 未 満 ー の 三 つ 。 （ 1 ) と ( 2 )
は 一 週 間 の 平 均 で判 断す る 。 い っ た ん 解 除 し た 後 も 、 こ れ ら の 数 値 が 悪 化 し 、 感 染 経 路 不 明 者 が 増 加
傾 向 に転 じ た場 合 は 、 再 び 自 粛要請な ど の 対 策 を実施する。
厚労省 、 「 37 5 度 以上 の 発 熱 が 4 日 以 上 続 く 」 と の 基 準を 削 除 。

5 月 8 日 「 息 苦 し さ や強 い だる さ 、 高 熱 な ど の 強 い 症 状 」 が あ る 場 合 に は 、 す ぐ に 「 帰 国 者 ・ 接触者相 談センタ ー 」
な ど に 相 談 す る よ う 呼 び か け た 。

| 5 月 1 4 日 都 内 の 累 計 患 者 数 5000 人 を 超 え る 。 39 県 で 緊 急 事 態 宣言 解 除 。

II 調 査 か ら の 知 見

1 . COVI D- 1 9 の 認知 ・ 問 題化

1 . 1 日 常 的 な 情報収集

本 節 で 見 て い く の は COVID- 1 9 を ど の よ う に 認知 し て い っ た か で あ る 。 ま ず 、 そ の 忍 知 に 1 i.1J か

ぅ 1-iii 段 附 と し て 、 1足 帥 た ち は COVID - 1 9 以前 か ら 日 常 的 に （ 1 ) マ ス メ デ ィ ア か ら の ニ ュ ー ス （ イ

ン タ ー ネ ノ ト 、 テ レ ビ 、 祈 間 等 ） と 、 （2 ) ソ ー シ ャ ル メ デ イ ア に よ る 個 別 の 特 定 の 発 伍 者 か ら の

柏 報 、 お よ び (3) 日 常 的 な 経験や 知 人 の 医 療 者 と の や り 収 り 、 を 組 み 合 わ せ て 、 そ れ ぞ れ の ネ ッ

ト ワ ー ク を 形 成 し 、 身 の 同 り の 範 間 を 超 え た 情 報 収集 を 行 っ て き て い た こ と が 、 調 壺 対 象 者 の 語

り か ら 伺 え る '。

「 日 々 忙 し い の で 、 自 分 が こ の 地域 を 守 る 為 に 必 要 と 思 わ れ る情 報 と 、 必 要 と 思 わ れ な い 情 報を 、 発 言 を ば

ば ぱ 、 と 見 て 、 こ れ は 今 反 応 しな い 、 こ れ に は 反 応 す る 、 と か 、 切 り 分 ける こ と を 、 何年もずっ と やっ てい ま す 」

（ 北 海 道 ・ 周 辺 ・ 診療 所 4/7 )
「 危機意識を持つ の は 早 か っ た 様 な 気 が し ま す ね 。 多 分 ｀ でも SNS の 影 響 が 大 き い と は 思 い ま す が 。 SNS し

て い な く て 、 見 て な く て 、 0 0 県でただ単 に い る だ げ で あ れ ば 、 本 当 にも っ と 対 岸 の 火 事 感 が 強 か っ た か な と 」

（ 中 国 ・ 都市 ・ 診療 所 3/24)

こ の う ち 、 (2 ) の ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア は 、 Twitter の よ う に 、 無 数 に ア ン テ ナ を 張 り 、 多 様 な 情

報 を 収集 す る 手段 と い う よ り 、 Facebook の よ う に 、 あ る 利 度 限 定 さ れ た 数 の 、 信 軌 で き る 医 f:iIi か ら 、

ま と ま っ た 惜 報 を 得 る 手段 と し て 利 ）1J さ れ て い た よ う で あ り 、 そ の 意 味 で (2) と (3 ) は 重 な り 合

う 部 分 が人 き い 弓。

た た し 、 こ こ に は J乱介対 g{ と な っ た 1矢 燎 者 の 1 1 1 ィ＼ や itiI Ih] に 伽 り が 1又 映 さ れ て い る III 能 性 が あ る の で 、 一 般 化 に
は 情 保 が必炭 て あ る 。

202 ] 介 に 総 務 省 が 行 っ た 「 令 禾I I 2 灯 炭閉 報 辿 イ「， メ テ ィ ア の 利 川 IIか I : ：J と 柏 報 行 動 に IJJJ す る 調 査 」 に よ る と 、
「 「 Facebook 」 の 和J I I J 年 は 、 40 代 ）文 ひ 60 代 を 除 く 各 介代 で 減 少 し 、 10 代 で は 20% を 1c 1 1 1 1 り 、 各 介 代 の 中 で 岐 も 低

( 53 )  



「 あ る程 度 情 報 を キ ュ レ ー シ ョ ン さ れ た 状 態 で発 言 し て く れ る の が 0 0 先 生 で あ っ た り 、 や は り 内 部 で ダ イ ヤ モ

ン ドプ リ ン セ ス の 中 の こ と も よ く ご存 知 だ っ た 0 0 先 生 の 発 信 だ っ た とか 、 • • • そ う い う 人 達 があ る 程 度 重要な情

報 を 発 信 し て く れ て い て 、 そ こ の リ ン ク を 追 う と き ち ん と 厚 労 省 の 重 要 な 文 章 に い け た り と か す る の で 、 … 貴 重

な情報を選んで発 信 し て く れ て い る 方 の SNS での 発言 と い う の は ず っ と追 っ て い ま し た 。 」 （ 北 海 道 ・ 周 辺 ・ 診

療 所 4/7 )

[ 0 0 先 生 は ］ … よ く Facebook と か に書 い て い て 、 そ の 危機意識みた いなもの は 、 何 か 信頼 出 来 る 人 だ な と 思 っ

て い る の で 、 早 く か ら持っていた の で は な い か 、 伺 か 良 く な さ そ う だな と い う の を 感 じて い た か な と 思 い ます 。 （ 中

国 ・ 都 市 ・ 診 療 所 4/2)

「Twitter は 見 て も 嫌な気持ち に な る だ け な の で や め て 、 Facebook で あ れ ば 、 自 分 が そ ん な に あ ま り 見た く な

い 情報 は 入 っ て こ な い の で 、 Facebook と Yahoo' の ニ ュ ー ス と か もす ご く 見 て い ま す 。 Yahoo' の ニュ ース と か

はすごくチェッ ク し て いますね。 」 （ 首都圏 ・ 都市 ・ 複 合 4/ 1 4)

「 情 報源 は や は り ネ ッ ト が ほ と ん ど で 、 私 は あ ま り Facebook と か を ち ゃ ん と 見 て い な い 人 な の で す が 、 コ ロ ナ

の情報に関 し て は Facebook を と て も 見 る よ う にな り ま し た 。 」 （ 関 西 · 都市 ・ 診 療 所 5/ 1 2 )

1 .2  COVID-1 9 の 意識化

こ う し た ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て COVID- 1 9 の こ と を 意 識 す る よ う に な っ た 時 期 は 、 2019 年 の

年 末 か ら 2020 年 の 2 月 ご ろ ま で 、 人 に よ っ て 多 様 で あ る 。 こ の 時期 に は ダ イ ヤ モ ン ド プ リ ン セ

ス 号 の 事件 を は じ め と し て 様 々 な こ と が起 き て お り （表 2 参 照 ） 、 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医 た ち は こ

う し た 出 来 事 を 契機 に し な が ら 6 、 「対 岸 の 火事」 か ら 次 第 に 警戒意識 を 高 め て い っ た 。

「 過 去 で い う と 、 SARS と か MARS と か あ り ま し た よ ね 。 • • ああ い う レ ベ ル の も の だ と 思 っ て い て 、 比 較 的 、 対

岸 の 火 事 ・ ・ ・ 現地で 封 じ 込 め が 行 わ れ る の だ ろう と 、 例 え ば 時 々 発 生 す る 鳥 イ ン フ ルエンザ に よ る 死者 と い う も

の も 中 国 で 出 て い ます し 、 H5N 1 ですか 、 そ う い っ た も の と 同 様 に 封 じ込 め ら れ て し ま う も の な の だ ろ う と 思 っ て

い ま し た 、 当 時 は 。 」 （ 北 海 道 ・ 周 辺 ・ 診 療 所 4/2 )

1 月 の 前 半 は あ ま り 自 分 事 と は 思 っ て な か っ た 。 日 本 に 感 染 者が 出 た と い う の を 闇 い て危機感 が あ が っ た 。 1

人 出 た ら も う 来 る と 思 っ た の で 。 こ れ 1 ま 医 療者 の 責 任 と して 、 コ ロ ナがどう い う も の で 、 と いう情報にキャッチアッ

プし て い か な けれ ば と 思 っ た 。 （ 関 東 ・ 周 辺 ・ 診 療 所 4/ 1 7 )

ま た 、 地 域 に よ っ て は l 月 中 （ 中 国 、 な い し 、 よ り 狭 く 、 武 漢 の 間 題 だ と 思 わ れ て い た ） に 、

中 国 や 武 漢 か ら の 観光客 や 出 身 者 が 来 て い る こ と で 緊 張 感 を 高 め た 医 師 も い た 。

「 ［ 春 節 の 少 し 前 頃 ］ た ま た ま 名 古 屋 で 、 元 々 出 張 の 予 定 が あ っ て 、 … 普 通 に 行 っ て 、 そ う した ら 名 古 屋 中 、

中 国 人 の 人 がす ご く 多 く て 、 … 帰 っ て き て か ら 、 こ れ は 今 後 こ の 後 少 しす ごい こ と と い う か 酷い こ と に な る の で

は な い か 、 と いう 緊 張感が生まれた よ う な 気 が し ま す 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/3 )

い 利 ）廿 率。 」 で あ る と い う 。 Facebook の 全 年 齢 で の 利 ）•1J 率 は 31％ で あ る の に 対 し て 、 30 代 は 48% 、 40 代 は 39％ で あ る 。
本 調 1f の イ ン タ ビ ュ イ ー は 全 員 30-40 代 で あ る 。 本 調 介 の イ ン タ ビ ュ イ ー に お け る Facebook 利 ）fl 率 の 高 さ は 、 年
代 に よ る 情 報 メ デ イ ア 選 好の特刊の 反 映 で あ る 可 能1�卜があ る 。
https ://www.soumu .go.jp/rnai n _ con ten t/000765 135 . pdf 
’ ’ イ ン タ ビ ュ ー で は 、 調 査 対 象 者 に 、 COVID- 19 に 関 辿 す る 社 会 的 出 来 事 を 「J 付 こ と に リ ス ト 化 し た も の （表 2)
を 提 ；」 、 し 、 そ れ を 見 な が ら 語 っ て も ら っ た 。 こ れ は 語 り を 引 き 出 す の に 役 立 っ た が、 逆 に 自 身 の 変化 を 出 来事 と
捌 係 づけ る 訊： り を 誘発 し て し ま っ た 可 能性 も あ る 。

( 54 )  



加 え て 、 都 道 府 県 内 で の 最 初 の 感 染例 の 発生 も 、 危 機 感 を 高 め る 大 き な 要 因 で あ っ た 。

「 ［ 県 内 の ］ 1 例 目 が出 て 、 明 ら か に 、 私 も で す が 、 スタッフ全 員 が 、 こ れ 、 本 当 に来たなみた い な 、 全 然 、 1

例 目 が 出 た の と 、 そ の前 と で 緊 張 感 が 全 然 、 違 いま し た 。 」 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療 所 4/29 )

た だ し 、 2 , 3 月 は い わ ば 「 ま だ ら 」 で 、 情 報収集 や 対 策 を 準 備 し つ つ 、 イ：l： 事 で の 集 ま り や プ

ラ イ ベ ー ト の 外 出 な ど を 事前 に 予 定 し た 通 り に 行 う 、 と い う 医 師 も い た 。

ち ょう ど 0 0 に行 っ た 頃 [ 2/20 頃 ］ に 0 0 で 1 人 目 の 感 染 者 が 出 て 、 ど う い う 対 策 を と ろ う か と模 索 し て い る

時期だった （ ・ ・ ・ ） 。 でも そ の こ ろ が転換 点 と い う か 、 東 京 や横浜だけの こ とで は なく 、 い ろ い ろ な と こ ろ にコ ロ ナ

が近づ い て き た と 思 っ て 、 警 戒 感 の レ ベ ル が 自 分 の 中 であ が っ た 。 （ 関 東 ・ 周 辺 ・ 診療所 4/1 7 )

1 .3 意識 の 高 ま り （ の 早 さ ） の背景

こ う し た 意識 の 高 ま り （ の 早 さ ） に つ い て は 、 自 身 の 過 去 の 経験や ポ ジ シ ョ ン 、 医療機 関 の 位

置 づ け も 関 わ っ て い る 。

0 0 と 0 0 で大 規模災害を 2 回 経験 し て い る の で 、 「 ス イ ッチを 入 れ る 閾 値 が 、 私 は低い の か も 知 れま せん 。 」

（ 九 州 ・ 都市 ・ 複 合 3/27)
「 感 染 症 指 定 医 療機 関 な の で 、 万 が一 、 日 本 で流行っ た 時 に は 、 受 け入れを し な く て は い け な い だ ろ う と 」 （ 関

東 ・ 都市 ・ 病 院 3/26)

「 ク リ ニッ ク の 責 任 者 に な っ た こ と も あ り 」 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 4/2 )

「 トラ ベ ル ク リ ニッ ク を や っ て い る も の です か ら 、 海 外 の 感 染 状 況 と い う の は 常 に 気 に して い て 、 帰 国 者で体調

が 悪 い と い う こ と が あ る の で 、 現在どこで何が流行っ て い る か な と い う こ と は い つもアップデー ト す る よ う に は し

て い ま す 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診 療 所 5/ 1 5 )

1 .4 象徴的 な 出 来 事 と し て の ダ イ ヤ モ ン ド プ リ ン セ ス 号

な お 、 今 国 の COVID- 1 9 の 日 本 で の 対応 に お い て 象 徴 的 な 出 来 事 と し て は 、 や は り ダ イ ヤ モ ン

ド プ リ ン セ ス 号 （ 以 下 DP と 略 す ） の こ と が挙 げ ら れ る 。 こ の ク ル ー ズ 船 で の 感染 者 発 生 、 お よ

び対応 を め ぐ る 緊迫 し た や り と り は 、 入 港 地 に 近 い 地域 の 医 療 者 の 警戒心 を 高 め る 契 機 に も な っ

た が 、 こ の 出 来事 を 具体 的 事 実 と し て よ り 、 あ る 種 の 「兆候」 と し て 捉 え た 医療 者が何 人 か い た

こ と は 興 味深 い 。

「 何 か 新 種 の も の が 出 て い る の だ と それで、 そ れ が ク ルーズ船に 乗 っ て 日 本 に 来 た と いう様な感覚」 （ 九州 ・

都市 ・ 複 合 3/27 )

[ D P の ニ ュ ース を 見 て ］ 「 す ごくざわざわ 、 気持ち 的 に は 、 し て き た 」 （首都圏 ・ 都 市 ・ 複 合 3/24)

[ D P へ の 対応 で の 論 争 を 見 て ］ 「 そ う い う 混 沌 と し た こ と が起 こ る の は 、 あ ら し の 前触 れ で は な い で す が 、 何

か そ う いう 能 力 があ る 人 達 が 、 あ か ら さま に 喧 嘩 し だ した り 、 声 を 荒 げた り す る の っ て 、 何 か お か し い こ と が起

き て い る なみ た いな 、 そ う い う こ と を肌 で 感 じ た 」 （ 中 固 ． 都市 ・ 診療所 4/2 )

1 . 5 稽極 的 な 情報収集

こ う し た 危 機 感 の 高 ま り の な か で 、 よ り 積極 的 な 情報収集が行 わ れ て い く 。 そ の 際 に は 、 国 内

( 55 )  



外 の 公 的 機 閲 と 、 店'• ! "] ,；ふの 論 文 と い う 、 通常伯頼性 が闘 い と さ れ る 梢 報 諒 が活J|」 さ れ た 。 ソ ー シ ャ

ル メ デ ィ ア も 1出栢性 の 汎 い柏 報 源 か ら のIfi報 を 効 率 的 に 得 る た め に ）1J い ら れ た 。

「 参 考 に し た情報源 • • • 勿 論 まず厚労 省 か ら 出 る 情報 で す よ ね 。 対 策 本 部 と か と い う ホ ーム ペ ー ジ が あ っ た り 、

厚 労 省 の COVJ0-1 9 の ホ ー ム ペ ー ジ が あ っ た り す る の で 、 そ こ に 出 る 文 章 は 当 時 、 逐 ー 一 応 目 を 通 し な が ら

ですね。 そ う い っ た も の を あ る程度情報をキ ュ レ ー シ ョ ン さ れ た 状 態 で 発 言 し て く れる の が 0 0 先 生 で あ っ た り 、

や は り 内 部 で ダ イ ヤ モ ン ドプリ ン セ ス の 中 の こ と も よ く ご存 知 だっ た 0 0 先 生 の 発信 だ っ た 」 （ 北 海道 ・ 周 辺 ・

診療所 4/7 )

「 な る べ く 一 次 情報 と い う か を 探 そ う と い う こ と で 、 当 初 は あ ま り 国 内 に は 情 報 が な か っ た の で 、 WH O ですね 、

あ と 中 国 の CDC ですか 、 そ こ が メ イ ン の リ ソ ース だ っ た の で す ね 。 後 は そ の 後 に JAMA と か い ろ い ろ ジ ャ ーナ

ル か ら も 出 さ れ た の で 、 そ こ を 見 て い る の と 、 後 、 日 本 国 内 の 対 策 だ と や は り 国 立 感 染 症 研 究 所 と 、 厚 労 省

です ね 。 そ の 2 つ が メ イ ン で情報 を 最 初 出 して き た の で 、 そ こ を 見 る よ う に し て い た 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診 療 所

5/1 5 )  

「 論 文 報告でグー グルスカラ ー と か で 引 っ か け て 、 弓 1 つ か けて い る 論 文 検 索 を 見て い る の と 、 後 は 最近 は 、 厚

労 省 が 開 示 し た オ ー プン 、 主 要 雑 誌 と か 、 学 会 が提 示 し て い る オ ー プン リ ソ ー ス の リ ン ク 集 が あ り ま す の で 、

そ の 辺 り を確認した り と か 、 後 は 、 国 立 感 染 症 研 究 所 の 報 告 と か 、 そ の 辺 り を確 認 し た り 、 主 に はそ の く ら い 」

（ 九 州 ・ 都市 ・ 複 合 3/27)

コ ロ ナ 関 係 の 論 文 は 査 読 が 甘 い と 言 わ れて い る 。 ど れ が 正 し い の かち ゃん と 読 まな い と 分 か ら な い 。 忙 し い と

読 め な い 。 誰か が 日 本語にま と め て も ら っ た の を読んでいた。 （ 首 都 圏 ・ 都 市 ・ 病 院 6/1 1 )

2 . 対応 の 開 始

2.1  対応 の 開 始

各 医 療 機 関 で の 対 応 は 、 早 い と こ ろ で は 2020 年 1 月 中 か ら 準 価 を 始 め て い る 。 ま ず ば恰報収集 、

そ し て フ ロ ー チ ャ ー ト な どの プ ラ ン 竹成 や シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が行 わ れ、 可 能 な 場 合 は 練習 を し た

う え で 丈 川 化 さ れ て い る 。 ま た 、 実 際 に 動 か し 始 め て か ら も 試行 錯 誤 し て 修罰 し た り 、 感染 状 況

に 応 し て さ ら に 厳 格 化 し た り 、 と い う こ と が行 わ れ た 。 こ う し た プ ロ セ ス は 、 DP か ら の 受 け 入 れ 、

地 域 的 な イ ベ ン ト 、 県 内 の 感 染 者 発 年 な ど の タ イ ミ ン グ で 進 ん だ。 準 備 の 過 オ閉 で は 原 生 労働 省 の

指 針 や 診 療 報 間 の 改 定 、 学 公 に よ る 指針 、 あ る い は 論文等 で 示 さ れ る り、1.1 見 、 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア

で 得 た 他 横 l尉 の ノ ウ ハ ウ な ど が参照 さ れ 、 各 施 設 の 状 況 に 合 わ せ て 調 賭 す る 、 と い う こ と が行 わ

れ た 。
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「 診 療所 の 感 染 対 策 と い う意 味 で は 、 • • • 1 月 29 日 頃 に 1 ま 、 診療所で作 っ て い ます 、 フ ロ ーチ ャ ー ト を 、 ど う い

う ふ う に 対 応す る か と い う フ ロ ー チャ ー ト が 作 ら れ て い ます。 要する に 、 何が起き る か 、 ど こ ま で 感 染 防 御 す る

の かを 1 月 の 29 日 く ら い の 辺 り く ら い か ら 、 整 え て い ま した 。 · 具： 体 的 に 風 邪 症 状 の 患 者さん を 、 ど う い う ふ

う に 対 応 し よ う か と い う と こ ろ は 、 2 月 の 1 4 日 に 0 0 診療 所 で は 完 成 し て い ます 。 手 順 書 が 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス

を疑う 人 達 を 、 疑う 人 達 の 定 義 を どうす る か と い う こ と が 、 そ こ で 出 来 上 がっ て い ま す 」 （ 首都 圏 ・ 都 市 ・ 複 合

3/24) 

雪 ま つ り を 控 え 「 院 内 で は 、 特 に 医 師 の メ ン バ ー で は 議 論 を 始 め て い て 、 あ あ 、 来 る ね 、 み た い な 感 じ で 、

や ば い よ ね 、 こ れ 」 と 。 院 長 兼 感 染 症 対策 委 員 長 と して頭でシミュ レー シ ョ ン 始 め る 。 情 報 収 集 と 共 有 、 物 資



の 在 庫確 認 を 行 っ た 。 「 ど う い う フ ェ ー ズでも の が進 ん で い く の か 、 感 染 症 が 広 が っ て く る の か と い う の は 、 新

型 イ ンフ ル エ ン ザ の 時 に経験 し て い た の で 、 掴 み や す か っ た 」 。 し か し 「 中 核都 市で 出 た ら 準 備 を し よ う か な 、

と い う く ら い の 気持ち で お っ た の で す け れ ども 、 • • • いき な り ドン と ［ 自 分 の 地域 で の ］ 一 発 目 が 出 て し ま っ た 」 。

そ こ で す ぐ 「 準 備 し て い た 発 熱外 来 の 枠組 み を 一 気 に 形 に した 」 文 章 を 作 っ た 。 「 き ち ん と 隔 離 さ れ た 発 熱 外

来 を 私 達 が立ち 上 げて 、 PPE ' と か と やれる よ う な 体 制 を 作 っ て 」 い っ た （ 北 海 道 ・ 周 辺 ・ 診療所 4/7 )

[ D P か ら の 患 者 受 け 入 れ 可 能 性 に つ い て ］ 「 保健 所 の 方 に は 、 2 床 ま で で あ れ 1ま 受 け 入 れ ら れ ま す よ と お 返

事 を し た の が 、 多 分 、 2 月 の 初 旬 か ら 中 旬 く ら い で し ょ う か 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 3/26 )

「 2 月 の 本 当 に最終週く ら い で す 。 2 月 の 最 終 週 に そ う い う こ と [ D P か ら の 患 者 受 け 入れ 打 診 ］ が あ っ た 辺 り

か ら は 、 本 格 的 に 病 院 の 中 でも勉強 会 が 開 か れた り して い て 、 ど う い う ふ う に 対 応 す る の か 、 実 際 に 来 た ら 、

どう い っ た 感 染 対 策 を す る の か と か 、 い ろ い ろな 基 準 が 、 そ こ か ら い ろ い ろな 病 院 の 基準 が 作 ら れ て 」 （ 首 都 圏 ・

都市 ・ 複 合 3/24)

「 想 定 と し て は 、 う ち の 病 院 に 救急 外 来 と か 、 普 通 の 外 来 と か 救 急 外 来 で 来 た 人 を隔 離 す る 場 所 が必 要 で あ

ろ う と い う こ と と 、 最 初 は それで 、 陽性になっ た ら 指 定 医療機 関 に 送 る と いう 話だ っ た の で す が 、 結果 が 出 る ま

で は ど こ か に 隔離す る 場 所 が 必 要 で あ ろ う と い う こ と と 、 プラ ス 、 ダ イ ヤ モ ン ドプ リ ン セ ス か ら 、 人 が 来 る 、 隔

性 の 患 者 さ ん 、 入 院 要 請 が 来 た 時 に 対 応す る た め に 当 然 です が 、 陰 圧 に 出 来 る個 室を準備 し な い と い け な い

と い う こ と で 、 そ の 両 方 の 観 点 か ら 、 入 院 でき る 病 床 の 整理 を し よ う と い う こ と で 、 実 際 に どう 動 く の か と 、 誰

が 診 る の か と か 、 ど う 動 く の か と か 、 そ う い う 話 を す る た め に 感 染 対 策 、 コ ロ ナ対 策 本部 み た い な も の が立ち

上 が っ た の が 2 月 初 旬 か ら 半 ば に か け て く ら いだった」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3)

県 内 で発 生 した の ち 、 院 内 で疑わ し い 事 例 が 実際 に あ っ た た め 「 [ 3 月 ］ 1 8 日 く ら い に 、 今 か ら 1 、 2 週 間 か け て 、

何 が あ っ て も 2 、 3 ヶ 月 は耐え られる様な準備 態 勢 を 整 え よう 」 と ス タ ッ フ に 伝 え た 。

「 3 月 25 日 ま で に 最 悪 の 事 態 を 想 定 し て 、 各 部 署 毎 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン した も の を 、 出 し て 皆 で共 有 • • • 最 悪

の 事 態 と い う の は 、 考 え ら れ る も の は部署毎 任 せ る と い う ふ う に し て 、 看護部 と事務部と介護部 と い う ふ う に し

て 、 それぞれ が 出 し た の 1之 院 内 の 患 者 さ ん に発 生 した 場 合 と か 、 ス タ ッフ が か か っ た 場 合 と か 、 みた い な こ

と に し て 、 看護 部 と か は 2 人 感 染 し た ら 、 シ フ ト が 組 め な く な る み た い な の と か 、 事 務 、 自 宅 勤 務 の 可 能 性 と

か と い う の と か も 、 事 務 と か に考えても ら っ た の で す が 、 基 本 的 に 在 宅 勤 務 は 業 務 的 に 馴 染 ま な い の で難 し そ

う だな と か 。

後 は 、 休 業 補償 の と か も 、 早 々 に 、 そ れ は 3 月 の 最初 の 時 点 で言 っ て い ま し た か 、 体 調 が 悪 か っ た ら 、 絶

対 に 休 ん で 、 そ の 時 に休 業補 償 はち ゃ ん と 出 す 、 手 当 1まち ゃ ん と 出 し ま す の で と いう の は 言 っ て い た り し た の

で す が 、 そ れ で 3 月 25 日 の 時 点 で、 ほ ぼ物 資 も 全 部 揃 っ て 、 最 悪 の シ ナ リ オ と か に 対 し て も 、 皆 が意 見 を

出 せ た の で 、 何 か そ こ で 、 皆 一 息 つ い た 」 （ 中 国 ・ 都 市 ・ 診療所 4/2 )

2 .2  対応 の 進 め 方

J池 設 の 対応 の 巡 め 力 は 、 大 き く は ①組織 的 に 行 っ た と こ ろ と 、 ② リ ー ダ ー i負信 の と こ ろ に 分 け

ら れ る 。 病 院 は 規模が大 き い た め 、 組 織 的 な 対 応 が多 い が 、 （a) 以前 か ら あ る 委 員 会 が対 応 の 中

心 と な っ た と こ ろ と 、 （b ) 祈 た に 本 部 や 対 策 チ ー ム を 設 置 し 、 そ こ が_:主 導 し た と こ ろ が あ る 。 診

位 所 に お い て は 、 委 員 会 や 応 期 的 な 飯 ま り が 中 心 と な っ た と こ ろ と 、 JI]［ 長 な ど リ ー ダ ー 的 な I夕< f:1 |j 

が 力 釘 を 定 め て そ れ に 他 の l幻'|lli や 他 職柿 も 従 う 、 と い う と こ ろ か あ る 。

丁 袋 、 マ ス ク 、 キ ャ ソ プ、 ア イ ガ ー ト 、 ガ ウ ン 、 ユ プ ロ ン 、 靴 カ バ ー な どの 、 個 人 ） I l l坊 設 具 の こ と 。
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(1）糾織 的 な 刻応

(a ) 凰 存 委 員 会 中 心 の 対 応

副 院 長 を トップとする ICT ［感 染 対 策チ ー ム Infection Contro l 丁earn] で 話 し 合 っ て 、 こ う し よ う か と 言 っ て ［意

思 決 定 し て ］ 現場で流 す 」 （首都圏 ・ 都市 ・ 病 院 3/26 )

「 対 策本 部 と い う の が 、 結構な 人 数 な の です が 、 医 師 と 看 護 師 と 、 感 染 対策 の !CT の ト ップと 、 後 は 感 染 対 策

の ナ ース が ト ッ プ に な っ て 、 医 師 と か 看 護師 と か 、 看 護 師 1 ま 実際 に 患 者 が 入 る lCu と か 、 後 、 一 般 病 床 で も

何 床 か 確 保 し た の で そ こ の 師 長 と か 、 後 は 事 務 方 も そ う です し 、 結構な 人 数 が 入 っ て ｀ 対策 本 部 と い う も の を

立 ち 上 げて 、 毎 日 、 毎 朝 会 議 し て 」 い る 。 8 時半 か ら 9 時く ら い 、 長 い 時 は 1 時 間 く ら い 。 30 人 ほ ど で 、 警

備 の 人 も 入 っ て も ら っ て い る 。 何床確保す る と か 、 まず、 患 者 さ ん が 来 た 時 に ど こ に 入 れる と か 、 重 症 化 し た

時 に ど うす る と か 、 保健所 と の や り 取 り は どう す る と か 、 と い う 話 。 議 長 が進 行 し 、 関 係 し て く る 部 局 に 「看護

部 か ら 何 か あ り ま す か 」 と か 、 「 現場で診療 し て い る ドクタ ー側 か ら 何か あ り ます か 」 と か 、 「 事 務 か ら 何 か あ

り ま す か 」 と か 、 そ う い う 形 で話を 進 め て 行 く 。 別 に皆でディスガソ シ ョ ン し な が ら と い う よ り は 、 意 見 あ り ます

か と い う 、 意 見 出 し て も ら っ て そ れ を 集 約 し て 方 針 を決 め て い く 。 會 - - 2009 年 の 新 型 イ ン フ ルエ ン ザ の 時 に 、 同

じ様な感じで 、 県 か ら 何 床 く ら い 病 床を確保出 来 る と か 、 そ う い っ た 話 を 受 け て 対 策 本部を や っ て い た 様 な こ と

は あ っ た ら し い 」 （ 首都圏 ・ 都市 ・ 病院 4/3)

「 放射線 技 師 と か 、 後 は 検 査 技 師 と か 薬 剤 師も メ ン バー 出 し て く れ て い ま す 。 薬 剤 師 は も ち ろ ん 、 治 験 の 話 と

か 、 ア ビ ガン の 確 保 と か と いう の を 動 い て く れ て い て 、 後 は翌 備 の お じ さ ん と か 、 発熱者の誘導です 、 警 備 の

お じ さんもその会議 に は 入 っ て くれています。 後 は 、 事務方ですね 、 医 事 課 と か COVID 患 者 、 疑 い の 患 者の

会 計 を ど う す る の か みた い な 話 と かも し た り す る の に 、 医 事 課 と か 、 施設課 と か も 入 っ て 、 結 構 、 そ の 会 議 は

病 院 の 中 のあ り と あ らゆ る 業種 が 入 っ て 、 全体で 同 じ 方 向 を 向 きな が ら や っ て い っ て い る 感 じ 1 ま あ り ま す 。 」 （ 首

都圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/25 )

(b) 新 設 の 本 部 や 対 策 チ ー ム で 主導

院 内 でチーム を 作 っ た 。 各セクショ ン か ら なの で 、 外 来 の 受付事 務 か ら 1 名 と 、 看 護師 1 名 と 、 ドク タ ー 1 名 と 、

あ と 取 り ま と め の 事 務長 さ ん 。 「 週 2 回 く ら いだったで し ょ う か 。 少 し ずつ 作 っ て 、 ま た そ れ が ネ ッ ト 上 で こ んな

ふ う に ま と め た けれ ど ど う です か 、 ブラッシュアップしましょう 、 と い っ て 、 こ う いう ふ う に した 方 が い い 、 あ あ い

う ふ う に し た 方 が い い の で は な い か 、 と い っ て 問 診 票 を どうすれ ば い い か と か 、 電 話 対 応 の 時 に どうす れ ば い

い か と か 、 と いう や り と り を 少 し ネッ ト と か でも や り つ つ 、 それで A3 の 紙 に ま と ま っ て い る の が 今 出 来て い る 」 。

1 週 間 く ら い か け て 、 フェーズ 0 か らフェ ー ズ 3 ま で の 外 来 診 療 の 行動計画みた い な も の を 作 っ た 。 （ 首 都 圏 ・

都市 ・ 診 療 所 4/1 6 )

1 月 終わ り か ら 3 月 1ま じ め に か け て 毎 週 ～ 2 週 に 一 度 ず つ 、 診療所で対策 に つ い て 話 し 合 っ て い た 。 職種 1 ま

医 師 が 3 人 （ 所 長 、 後 期 研 修 医 、 私 ） 、 看 護 師 2 人 、 受 付 2 人 、 全 部 で 1 0 人 ぐ ら い 。 「 これが正解 っ て い

う の はな い 中 でベス ト は考 え な い と い け な く て 。 主 に症 状 が あ る 人 を ど こ で 見 る の か 、 ど う い う 装 備 を つ け て 診

察をする の か 。 イ ン フ ル の 鼻 の 検 査 はすぺきか。 ， • • きち ん と 診 断 し て 目 の 前 の 人 に ベ ス ト を 尽 く し た い っ て い う

気持ち と 。 な か な か ワ ン ベ ス トな答 え に た ど り 着 き に く い 。 マ ス ク の 使 い 方 ひ と つ に し ても危機意識が全然違っ

て 、 一 番 若 い 後 期 研修 医 の 先 生 が 一 番危機意識が 高 く て 、 マ ス ク は 患 者 さ ん ご と に 変 え な い と い け な い と 。

私 と 所長 は 、 そんなこ と し た ら マ ス ク の 備 品 がすぐなくなっち ゃ う か ら 、 そ う い う こ と し てた ら 先 々 もたない か ら と 。 」

（ 関 東 ・ 周 辺 ・ 診療所 4/ 1 7 )

② リ ー ダ ー 主導
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2 年位前 か ら 診 療 所で隔週水曜 日 に 多 職種の勉強会を行っていた が 、 2 月 の 終 わ り か らそこでコ ロ ナに つ い て

毎 回 少 しずつ勉強会 を 始 め た 。



「 だん だ ん 情 報 が 、 多 分 2 月 か ら 3 月 に か け て す ご く 増 え て きた り 、 い ろ い ろ 分 か っ て きた り し た の で 、 そ う

い う 中 で 、 実 際 に そ ろ そ ろ 来 る で し ょ う と い う の で 、 来 た 時 にうち の 診療 所 で 対 応 を ど うす る か と い う こ と も 、 空

間 分 離 と か 時 間 分離 と かを す る こ と も 含 め て 、 みんなで考 え よ う と 言 っ て 、 と り あ え ず 、 東 京 がまだそんなに増

え て い な い 時 期 は 、 でも練習 を し な け れ ば い け な い よ ね 、 急 に は 出 来 な い よ ね 、 と い う こ と にな っ て 、 患 者 さ

ん の 待 合 室 で の 三 密 を 避 ける 為 に 、 院 内 の 採血 を 少 な く し て 、 外 出 し に 変 え よう と か • • • 。 そ う い う こ と を 少 しず

つ ま ず は 始 め よ う と 、 い う こ と に して 少 しずつ や り な が ら 、 ゴ ー グ ル と か フ ェ イ ス シー ル ドを 作 っ た り 。

4 月 0 日 に こ の 保健 所 固 内 で一 例 目 が出 て 、 や は り それで 一 段階進んだと い う と こ ろ は あ る の です けれ ど も 、

そ の 後 次 の 週 の 金 曜あ た り に 0 0 で 出 た 。 • • • これ は市 中 感 染 に 切 り 替 わ る 可 能 性も あ る な と 思 っ た の で 、 院

内 の フ ェ ー ズを 1 個 上 げる か 、 と 言 っ て 更 に 外 来 の 電話再診を 増 や して 、 訪 問も削 っ た 。 そ の 1 例 目 が 出 た

す ぐ 後 、 そ の 日 に 管 理職だけで集 ま っ て 方 針 を 決め て 、 そ の 後 0 0 で 出 た と な っ た 日 にも 、 や は り 少 し 1 段 階 、

0 . 5 段 階 く ら い 進め よ う と 言 っ て 、 そ の 先 の フ ェー ズまで考 え る けれ ど も 、 取 り 敢 え ず 、 や は り 、 外 来 の 数 を か

な り 減 ら し て 電 話 再 診 、 訪 問も 施 設 は 診 療 報 酬 が 低 く な っ て し ま う の で 同 じ施設の 人 も バ ラ し て 行っ た り と か と

い う ふ う に 訪 問 の 担 当 の 先 生 が組んでく れ て 、 今 ま でま と め て い な か っ た の です け れ ど も 、 それを全部 一 つ に

ま と めた り ｀ す ご く 安 定 し て い る よ う な 、 安 定 し て い て 施 設 に ナ ー ス が い る よ う な と こ ろ に は 電話 再 診 で 行 か な

い ね 、 と いう連絡を した り と か 、 と い う よ う な こ と を パッ と や り ま し た 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/3 )

3 . 具体的 な 対応

具 1本 的 な 対 応 と し て は 、 ① 「COVID - 1 9 に 感 染 し て い る 可 能 性 の 高 い 患 者 の 診 療 J の 分 離 、

② 「感 染 し て い な い （ と 思 わ れ る ） 患 者 や ス タ ソ フ の 感 染 防 止 」 に 大 き く 分 け ら れ る 。 診療 し な

い と い う 選 択 も あ り 得 た が、 今 屈 の 調 査 対 象 者 は み な そ の 選択肢 を 取 っ て い な い 。 前者 は 、 当 初

は 帰 国者接 触 者外 米 、 発熱外米 な ど の 形 を と っ て い る 。 ま た こ う し た 対 応 が 進 ん だ背景 に は 、 ト

リ ア ー ジ 加 算 がつ く 8 よ う に な っ た こ と も 関 わ っ て い る 。

3 . 1  空 間 的 な 分 離 （ 動線 の分離） ・ 時 間 的 な 分離

分 離 は 対応 に お い て 中 心 的 な 部分 だ が、 施 設 の 物 理 的 空 間 や イ ン フ ラ の 配備 状況 に よ っ て 制 約

を 受 け る 。 そ の た め 施 設 ご と の 苦 労 、 工 夫 が あ る 。 空 間 的 な 分離 の た め 、 建物 の 外 に プ レ ハ ブや

コ ン テ ナ を 設 置 し て 臨 時 的 な 外来 診療 を 行 っ た と こ ろ も あ る 。

帰 国 者接触者外 来 は 、 「 院 外 で 離 れ た 場 所 で 診 ら れ る と 一 番 良 か っ た の です が 、 た だ 、 と は 言 え 、 う ち は 敷

地 は広 い 1ナ れ ど 、 あ ま り 良 い 隔 離 場所 はな く て 、 散 々 、 あ っ ち は どう だ 、 こっち はどうだと言 っ て い た の です が 、

そ こ は 電子 カ ルテが届 か な い と か 、 そ こ は ポータ ブ ル レ ン トゲン取 り に い け な い と か 、 い ろ い ろな こ と を 言 わ れ

て しま っ て 、 結 局 、 あ ま り 良 い 場 所 が ど こ に も な か っ た の です 。 な お か つ 、 ち ゃ んと 陰 圧 に し て P C R 採 ら な く

て 1ま い けな い と か 、 い ろ い ろな話 が 当 初 あ った の で 、 そ う な っ て く る と 、 外 に テ ン ト を 張 っ て と か い ろ い ろ あ っ た

の です が 、 そ れ は 無 理だねという話になって 、 結 局 、 • • • 中 に し つ か り 入 れ て し ま っ て 、 陰圧の 中 で対 応 し て しまっ

た 方 が 、 ち ゃ ん と 対 応 出 来 る で し ょ う と い う こ と に して 、 中 に 入 れ て し ま う こ と に し た の です 。 • • • 病 棟 で 陰 圧 がち ゃ

S ト リ ア ー シ ）JIl算 と は 、 2020 年 4 月 8 l l に 原生労働省 か ら 出 さ れ た 「新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染症 に 係 る 診療報酬
I·の 1iii, l l釘l,) な 取 扱 い に つ い て （ そ の 9) 」 に お い て 、 コ ロ ナ 患 者 の 診療 を 行 う 1灰療 機 関 で は コ ロ ナ 患者 の 診療 時 に

院 内 ト リ ア ー シ実施料 を 鍔 定 で き る と 叫 知 さ れ た こ と を 指 し て い る 。 https ://www.mhlw.go.j p/contenV000620202.pdf
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ん と か か っ た 状 態 で 、 し つ か り 装備 も 出 来 る 状 態 で診察を して 、 必要であれ ば P C R 検 査 をす る と い う様な流れ

を 作 っ た と い う 形 で し た 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 3/2 6 )

「 ［ 感 染 患 者 の 入 院 の ］ 動 線 に 関 し て は 、 結 構 、 い ろ い ろ悩 ん だ の で す が 、 院 内 に 入 れる に 当 た っ て は 、 ど う

し て も 全 て ｀ レ ッ ドゾ ーン を 通す と い う わ 1ナ に は う ち は い か な い の で 、 あ る 程 度 、 グ リ ー ン ゾーン の 部 分 を 一 時

的 に 封鎖 し て 、 そ こ を 通 し て 中 に 入 れ る と い う ス キ ー ム を 、 少 し事 務 と 看 護 部 と 、 い ろ い ろ な と こ ろ 相 談 して 考

え た と い う 形 で し た 。 た だ 、 最 初 は 、 こ ん な に 大規模に長期 に な る と は 思 っ て い な か っ た の で 、 本 当 に 受 け 入

れ る 時だ1ナ 、 一 瞬 、 そ う い っ た 対 応 を 取 れ ば十 分 な の か な と 思 っ て い た の で 、 あ ま り 明 確 な 文 章 化 は し て い な

か っ た 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 3/26 )

「 救 急 外 来 の 一 つ のブース を 発 熱 者 の 診 療 用 に して 、 後 、 そ の 近 く を 待ち 合 い に して 、 ど う い う ふ う に パ ーテ ー

シ ョ ン で 区 切 っ て 、 動 線 を 他 の 一 般 の 患 者 さ ん と 交 わ ら な い 様 に す る か と か 、 後 は CT を 撮 り に 行 く 時 に 、 放

射 線 の 技 師 の 責 任 者 も 来 て い た の で 、 CT を 撮 り に 行 く 時 に 、 人 払 い を し て 、 ど う い う 事前連絡• • を ど う や っ て

と る か と か 、 具体 的 な こ と を 、 日 常 診 療 に お け る 具 体 的 な 取 り 決め み た い な も の を 、 い ろ い ろ な 部 署 と 擦 り 合

わ せ な が ら 決 め て い ま し た 。 」

そ の 後 、 「 い よ い よ 本 格 的 に 日 本 の 国 内 でパラパラ 出 る様 に な っ て い た の で 、 熱 があ る 人 は院 内 に 入 れ な い

方 が 良 い の で は な い か と い う こ と で 、 今 [3 月 半 ば ぐ ら い か ら ］ 、 う ち の 病 院 は 熱 が 出 て い る 患 者 は 、 救 急 外

来 の 外 に コ ンテナを 2 つ 置 い て 、 1 つ を 待ち 合 い に し て 、 1 つ を 診 察 室 に し て 診て い る 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病

院 4/3 )

「病棟全体を レ ッ ド ゾ ー ン に して し ま っ た の で 、 前 室 が あ っ て 前 室 か ら 入 っ た と こ ろ が イ エ ロ ー ゾーン な の

です 、 疑似 症 の 人 を 入れ る と こ ろ に し て い て 、 そ の 奥 が レ ッ ド ゾー ン な の です ー ー です の で 、 イ エ ロ ー は 全 部

個 室 な の です が ｀ イ エ ロ ー 間 の 移 動 は 当 然 PPE を 交 換 し な い と移 動 は 出 来 な い の です 。 個 室 か ら 個 室 へ の

移 動 は 、 疑似症 同 土 です の で 、 片 方 が陽性で 片 方 が違 う 場 合 、 う つ し て しま う 可 能性がある の で 。 • • • 奥 の レッ

ド は 全 部 レ ッ ドな の で 、 大 部 屋 も あ り ま す し 、 個 室 も あ る の です が 、 1 個 の PPE で ［ 大 丈 夫 で す］ 」 （ 首都 圏 ・

都市 ・ 病 院 4/2 5 )

「 ［ 渡航歴 の な い 感 染 者 が 出 た ］ 時 か ら 、 場 所 を 完 全 にち ゃ ん と 分 け よ う とな っ て 、 • • • 待 合 室 で 風 邪 症 状 が あ

る 人 は 、 受 付 で聞 い て 、 そ う い っ た 症 状 が あ る 人 は 、 2 階 で診 察 し て 、 1 階 は 定 期 の 患 者 さ ん に し よ う か な と

い う 話 で し た 。 • • 完 全 に 空 間 的 な 分 離 を し よ う 、 時間 的分離をする か 空 間 的 分離 に す る か ど う か と いう 話 に な っ

た の が 3 月 の 1 0 日 か ら で す 。 今 ど う し て い る か と 言 い ま す と 、 患 者 さ ん が 診 療 所 の 入 口 に 大 き な 看 板 を 貼っ

て 、 咳 、 鼻 水 、 喉 の 症 状 があ る 方 は 、 そ の 場 で 病 院 に 、 診 療 所 に 電話 し て 下 さ い と 。 そ う す る と 入 ら ず に 診

療 所 、 す ぐ そ こ の 診 療 所 の 受 付の 人 が対応 して 、 で は 、 • • • 職 員 入 口 の と こ ろ か ら 階段 を 上 っ て も ら っ て 、 そ こ

で 2 階 の 待 合室で待っ て い て も ら う 、 と い う ふ う にな り ま し た 。 完 全 に接触が し な い 様 に 」 （ 首 都 圏 重 都市 ・ 複

合 3/24)

「 私 が 迎 l 行 っ て い る 診療 所 だ と 、 そ こ は結 構 、 活 動 力 が あ る 診 療 所だ か ら そう い う こ と も 出 来 た の か も 知 れ

ま せ ん が 、 診療所の 外 にプレハブ小屋を駐車場 に持ってきて 、 設置 し て 、 そ こ に 感 染 者 疑 い と い う か 、 発 熱だっ

た り 、 呼 吸 器 症 状 が あ る 人 は そ こ で 診る と い う ふ う に し て い ま す 。 一 般 の 定 期 の 通 院 の 方 は 、 普 通 に 外 来 の

中 に お 通 し して診療を行う と 、 分 け て 、 完 全 に 分 け て や っ て い ま す 。 他方で僻地の診療所であ っ た り 、 コ ミュニティ

ホス ピ タ ル は 、 全 く 普 段通 り 。 意識 と か危機感とか に 差 は あ る な と は 思 い ま す 。 」 （ 九 州 ・ 都市 ・ 複 合 3/27 )

「4 月 に 入 っ て 少 し経 っ た 頃 か ら フ ェ ー ズ 1 がス タ ー ト し た の です ね 。 た だ や っ て 、 そ の 時 点 で も う 待 合 室 の

レ イ ア ウ ト も 全 部 、 発 熱エ リ ア の 人 は こ こで待っ て い て ね 、 み た いな 感 じ に し た の です けれ ど も 、 だんだんだん

だん人 々 の 不 安 も 増 え て き て 、 実 際 にそ う い う ふ う に 変だなと 思 う 人 が 増 え て きた の で 、 先 週 か らフェ ーズ 2 に

入 っ て 、 時 間 的 、 空 間 的 分 離 と い う 形 で ｀ 発 熱者 外 来 と い う 感 じ で 時 間 を 区 切 っ て そ れ専 用 の 人達 に も 来 る

ふ う に し て い る 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診 療 所 4/ 1 6 )



発 熱 外 来 は 「 完 全 に は 分 けて い な い の だ けれども 、 1 1 時 以 降を熱と か 症 状 があ る 人 に 、 と い う ふう に して 、 後

は 、 う ち が 基 本 的 に 個 室 が 6 つ あ る の で 、 電話で連絡 し て も ら っ て 、 LIN E を し た ら す ぐ … と換気の い い 部 屋 に

通 し て 、 車で待て る 人 は 車 で 待 っ て 、 車で診察 と い う こ とも し て い る 。 … 採血 は 個 室 で し て 、 CBC' と CRP '0 I ま す

ぐ に 出 る の で 、 細 菌 性 、 ウ イ ル ス 性 っ ぽい な と い う あ た り を つ け て 、 そ れ で 同 意 が 取 れれ ば CT ま で 撮 る こ と

も あ れ ば 、 結構 、 妊 娠 の 可能性があ る 人 が 多 か った り する の で 、 検 査 は せ ず に と い う 人も結構います」 （ 中 国 ・

都市 ・ 診療所 4/23)

元 々 ガ レ ー ジ で 、 ソ フ ァ 、 長 椅 子 を 置 い て 、 待 合 室 か ら 溢 れ た 人 が そ こ で 待っ て い た り と か す る こ と が あ る 場

所 を 、 2 月 の 頭 か ら 風 邪 、 発 熱者 の 待 合 に し た 。 「 2 月 の 頭 は 、 単純に熱があ る 人 はそち ら で 待 っ て い て 、 と

い う 感 じ に … だ け れ ど も 、 だ ん だ ん 情毅 が は っ き り し て く る に従 っ て 、 一 応 も う 動 線 は 分 けな け れ ば い け な い

だ ろ う と 閉 じて 、 基 本 的 に そ こ を 診 察 室 に 変 え て しま っ た の が 2 月 の 第 2 週 目 く ら い 」 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療 所

5/1 2 )  

3 月 20 日 か ら 一 週 間 く ら い か け て 、 風邪症状 の 人 の 専 用 外 来 を 作 る準 備 を し 、 実 際 に広 げた の は 、 4 月 に 入 っ

て か ら だ っ た 。 4 月 の 初 め 、 3 日 く ら い に風邪症 状 外 来 の シミ ュ レー シ ョ ン を 始 め た 。

「 風 邪 の 症 状 が あっ た 方 が ク リ ニッ ク に 来 ら れ た ら 、 イ ンタ ー ホ ン を 嗚 ら し て い た だ い て 、 ク リ ニック の 中 に 入

ら な い よ う に し て い た だ い て 、 ス タ ッ フ が 外 で対 応 を し て 、 テ ラ ス が あ る の で 、 そ こ を 少 し 区 切 っ て そ こ に 外 来

の ブース を 作 っ て 診 察 。 半 外 と い い ま す か 、 屋 根 が あ る けれども壁 に 1ま囲まれて い な い と い うテラスで風邪症

状 の 方 の 診 察 と 、 婦 人 科 の 方 が 4 月 に や り ま し た 。 時 間 は 分 け て い な く て 、 空 間 を 分 け てい た 。 そうす る と や

ぱ り 定期 の 方 が 少 し 心 配 に な っ て き ま す よ ね 。 今 後 増 え て い く かも し れ な い の で 、 時 間 も 分 け た 方 が い い の で

1 まな い か とい う こ と も 考 えて 、 時 間 も 分 け る 外 来 を 別 に や り ま し た 。

空 間 を 分 け る外 来 を 始 め た の が 、 4 月 の 8 日 、 9 日 く ら い 、 4 月 の 初 め か らテ ラス で や り 始 め て 、 場 所 を 変

え る の が 、 4 月 25 日 を 過 ぎて い た と 思 い ま す 。 」 そ れ く ら い に 駐車場 に ト レ ー ラ ー ハ ウ ス を 設 謹 し て 場 所 と 時

間 を 変 え た 。 「 ト レ ーラ ー ハ ウ スを風邪症状外 来 の ブ ー ス と し て 、 別 に 完 全 に 場 所 を 分 け ま し た 。 時 間 は 、 風

邪 症 状 の 方 は午前 30 分 、 午 後 30 分 で 、 完 全 に風 邪 症 状 の 方 だ け を診 る 時 間 を 作 っ て 、 そ の 時 間 は 他 の 人

は 診な い こ と に し ま し た 。 受診された方 は 受 付 は イ ン タ ーホンでお願いして 、 今 は ウ ェブ の 問 診 に し て 、 そ の ま

ま車で待っ て い て も ら っ て 、 時 間 が 来 た ら 車 か ら直接駐車場 の ト レ ーラ ーハ ウ ス に 入 っ て も ら っ て 、 診察 を し て 、

帰 っ て も ら う 、 と い う よ う な 感 じで場 所 と 時 間 を 分 け る こ と を 今 や っ て います。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診 療 所 5/ 1 5 )

3 .2  院 内 で の 感染対策

し の よ う な 分離 に 加 え 、 患者 の 院 内 で の 感 染 防 止 、 診 療 の 継 続 、 ス タ ソ フ の 感 染 防 ル と 不 安 の

解 泊 、 さ ら に は 施設 の 評 判 な ど も 考慮 し て 、 院 内 で の 感 染 対 策 も 行 わ れ て い る 。

「 面 会 制 限 す る 様 に した り 、 病 棟 の 方 と 、 面 会 す る 人 はち ゃ ん と 熱 を 計 っ て 、 風 邪 症 状 がな い か を ち ゃ ん と 記

録 し て 名 前書い て 入 っ ても ら う 様 に しています 」 。 業 者 の 出 入 り も病 棟 は 絶 対 に 通 ら な い 様 に して 、 掃除をする

の も 、 患 者 さ ん が触 れた と こ ろ は 全部アルコ ー ル 消 毒 し 、 コ ン ビ ニ の ト イ レみ た い に 何 時 に 掃 除 し た か を サ イ ン

し て い る 。 時 間 、 日 付 と 時 間 を 決 め て 、 掃除をす る 場 所 を 決 め る 。 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 4/2)

「 や 1ま り 通常 の 定 期 受 診 と か で 来 る 方 達 の 待 合 室 も 、 椅 子 を ベ ン チ み た い に 三 密 に な っ て し ま う も の を 全 部 撤

去 し て 、 間 隔 を 広 げた 椅子 に し た の と 、 み な さ ん がコ ン ビ ニで や っ て い る よ う な ビ ニ ー ル の あ れ も お 会 計 の と こ

ろ はそんなふう に さ せ ても ら っ て 、 職 員 も 今 は 休 憩 時 間 も 全 て含 め て 三 密 を 避 け る よ う な 休 憩 の シフ ト に変 え て 」

" 令JiI I． 符 。 ス ク リ ー ニ ン グ検ft と し て 、 lfl l i/文 中 の 赤 i{I l球数 (RBCl · 1· 1 1 f1 ［球数 (WBC) ・ ］ ［i[ 色 素 欺 (Hb) · ヘ マ ト ク リ ソ
ト イiii (Ht ) な との 数仙 を 測 定す る 。

l " 炎苅や細胞 ・ 組織阪J災が起 こ る と lfl ［ 中 に 増 加 す る タ ン パ ク 質 1，

( 6 1 )  



（ 北 海道 ・ 周 辺 ・ 診療所 4/23 )
「 休 憩 時 間 を 分 け た り と 力＼ 感 染 対 策 チ ーム が 元 々 あ る の です けれ ど も 、 そ こ が 中 心 にな っ て 2m 距離を取る

為 に 、 み た い な こ と を 全 部 い ろ い ろ 写 真 付 き で ［ 説 明 し て ］ 休 憩 場 所 と か も 作 っ て ・ ・ ・ 。 」 「 コ ン ビ ニ と か に あ る

ビニ ー ル の シ ー ト と か も やっ た り と か し て 、 そ う い う こ と も 、 ま ず 一 番 はス タ ッ フ を守 る こ と が大事なの で 、 ど う や っ

た ら 自 分 の 身 が 安 全 にな る か と い う こ と は 、 挙 げ て どん ど ん 意 見 を 出 し て 欲 しい 、 と い う こ と 1ま 言 っ て 、 結 局 、

患 者 さん の 為 に と い う の は そ の 通 り な の です けれ ど も 、 や は り 皆 が 不 安 定 な 気持ち 的状 況 に い る の で 、 ま ず

自 分 達 を 守 っ て ｀ 自 分達を守る行為 が結局 患 者 さ ん を守 る 、 感 染 か ら 守 る と い う こ と にな る の で」 （ 中 国 ・ 都市 ・

診療 所 4/23)

「 2 月 の 上 旬 に ・ ・ ・ 、 ま ず 診 察 室 の 飲 食 禁止 か ら 始 め ま した 」 。 ふ だ ん の よ う に他 の ス タ ッ フ が 医 師 に お 茶 を 出

す こ と を 止 め る 、 全 員 サ ージ カ ル マ ス ク を つ け て 、 手 指 消 毒 と か 手 洗 い を 1 人ず つ や る 。 そ の よ う な こ とを 朝

礼 や 夕 方 の 振 り 返 り で指 示 し た 。 「 イ ン フ ルエ ン ザ もま だ 少 し 残 っ て い る 時期 だ っ た の で 、 そ ん な に 違 和 感 な く

や っ て く れ て い ま し た ね 。 基 本 的 に 、 イ ン フ ル エ ン ザ の 時 期 は み ん な も う マ ス ク を し て い た の で 、 1 人 ず つ の 手

洗 い がプラ ス さ れ る 感 じ で す 。 今 み た い にア ル コ ー ル が 足 り な い こ と も な い の で 、 手 指 消 毒 を し ま し ょ う と 言 っ

た ら 、 さ っ さ と 手 指 消 毒 を し て く れた と い う 感 じです 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/ 1 5 )

3 .3  診 察 時 間 の短縮 ・ 触 れ な い 診 察

上 記 に 加 え て 、 診 療 時 間 の 短縮 や 、 診 察 中 に 患 者 に 触 れ な い こ と を 心掛 け て い る 施 設 も あ る 。

た だ こ れ は プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医 と し て の 通 常 の あ り 方 と ず れ る た め 、 葛 藤 を 生 じ て も い る 。 ま た

患 者 か ら の 不 満 が 出 な い よ う な 配慮 も な さ れ て い る 。

家 庭 医 の や る こ と で は な い 、 と 思 い な が ら 、 発 熱外 来 で は 、 患 者 に 接 す る 時 間 を 3 分 以 内 、 5 分 以 内 と制 限

し た 。 発熱外 来 は 、 半 日 で 1 5 人 。 2 人 で 手 分 け し て や っ て い て 、 そ の う ち の 1 人 は本 物 ［陽性者を指す］ っ

ぽい 人 を 診 る 人 。 レ ッ ド と イ エ ロ ー み た い な 感 じ で 、 だ い た い 問 診 票を 点 数 化 し て い る 。 それで何 点 以上 は こ っ

ち 、 何 点 以 下 は こ っ ち と い う ふ う に し て お い て 、 軽 症 の 方 は 本 当 に も う 3 分 と か で ど ん ど ん 回 して い く 、 それで

本 物 と い う の は 紹 介 と か す ごく 時 間 が か か る の で 、 みんな手 一 杯 で 今 は 取 っ て く れる と こ ろ が本 当 に 少な く な っ

て しま っ た の で 。 • · · PCR が陽性だっ た ら い い の です よ 。 だ け ど PCR が陽性にな っ て い な い 方 の ベ ッ ドコ ン ト ロ ー

ルですので、 すごく難 し く て 、 そ こ に 行 く の はそれで 30 分電話 に と ら れても仕方な い ね と い う よ う な 人 が 1 人 と 、

後 は も う 3 分でち ゃ っち ゃ か 回 し て いく と い う も の で 、 分 け て い る と い う 状 況 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診療 所 4/ 1 6 )

4 月 1 日 か ら な る べ く 聴 診 を や め る 、 な る べ く 触 れ な い 診 察 に 変 え て い く 形 に し た 。 「 う ち の 診 察 は 患 者 さ ん を

呼 び 入 れ て最 初 に 問 診 係 が簡 単 な 問 診 。 問 診係 が 出 て 、 そ れ で私 が 入 る の です が 、 そ の 時 に 少 し 時 間 が あ

る 。 患 者さ ん は 机 の 上 に あ る 紙 ［ 「 今 は コ ロ ナ の こ と が あ っ て 、 院 内 感 染 対 策 の た め に聴診 は 控 え て い ま す 、

必要な 場 合 に だ け し ま す 」 と い う 注意書き］ を読んで待 つ 。 そ の う え で説 明 す る と皆納得す る 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・

診療所 5/1 5 )

こ の 翡 環 と し て 、 オ ン ラ イ ン 診療 や 電話再診 な ど も 行 わ れ て い る 。 こ れ ら は 外 来患 者 の 減少 に

対応 す る も の で も あ る が、 心 理 的 抵抗 も あ り 、 慣 れ る の は そ う 容易 で は な い よ う で あ る 。

(62 ) 

「 ［電 話 ］ 再 診 は 、 一 応 ル ー ル を 決 め て い て 、 電 話 を 事 務 が ま ず 取 っ て 、 電話再 診 と い う 形 でコ ス ト が 発 生 し

ま す け れ ど も い い で す か 、 と い う よ う な こ と を 、 基 本 的 に うち の ID が あ る 人 、 と い う か 診 察 券 があ る 人 し か 今

は 対 象 に し て い な い の で 、 話を し て 、 ま ず 看 護 師 が 話 を 聞 い て 、 聞 いた 話 を カ ルテ に ま と め て お い て 、 聞 く こ

と も あ る 程 度 、 例 え ば所 謂 、 三 密 の と こ ろ に行 っ て い な い か 、 と か そ う い っ た こ と を 決 め て お い て 、 カ ルテ に



記 載 し た 状 態 で そ の 日 の 外 来 の 順 番 の 中 に 予 約 で 入 れて い く よ う に し て い る の で 、 例 え ば外 来 の 待ち 患 者 さ

ん が 3 人 い た ら 、 1 時 間 後 く ら い かな と い う よ う な 感 じ で 、 お お よ そ 1 時間 か ら 1 時 間 半 後 にな っ た ら ま た 電 話

を か けます の で 、 と い う ふう に し て 、 時 間 にな っ た ら 事 務 か ら 電 話 を し て 、 向 こ う が 出 た ら 私 に 繋 い で も ら っ て 、

話を し て 、 電 話 で の 診 察 が 終 わ っ た ら 事 務 に 回 し て 、 処 方 箋 の 受 け渡 し だ と か お 支 払 い の こ と だっ た り と か 事

務 的 な こ と を し て 、 と い う ふ う に し て い ま す 。 や は り 電話再診な の で 、 直 接 診 て い な い 分 、 リ ス ク も あ る な と 思

う の で 、 必ず翌 日 と か電 話フ ォ ロ ーを しますね と い う こ とを 言 っ て お い て 、 状態を観察する よ う に し て い ま す 。 」 （ 中

国 ・ 都市 ・ 診療所 4/23 )

「 今 ま で 、 ま ず 1 回 も 会 っ た こ と の な い 患 者 さ ん に 対 し て 、 コ ス ト ［ 料 金 ］ を 取 る こ と は でき な か っ た の です け

れ ど 、 そ れ も O K になったの と 、 完 全 に 1 回 も会 わ ず に 診 察 料 と か 初 診 料 と か 、 診察料を取れる と か 、 後 は 、

電話 は 、 今 ま で は 患 者 さ ん 側 か ら 来 た 問 い 合 わ せ の 電 話 に 対 し て 、 例 え ば診 療 所 が何 か 対 応 し た 時 に 電 話

再診と い う お 金 を 取 れ た の です け れ ども 、 そ れも 少 し 変 わっ た り し て い て 、 病 院側 か ら 体 調 は どう で す か と い う

電話を か け て そ の 患 者 さ ん の 体調 管理をす る こ と だ け で 、 電話再診 料 と い う も の を 取 れた り と か 、 今 、 処方 箋

も 上 手 < FAX と か 郵送 だ け で 患 者 さ ん の と こ ろ に処 方 箋 が 届 い た り と か と い う と こ ろ が 、 こ こ 1 、 2 週間 で い ろ

い ろ な こ と が ど ん ど ん 出 来 る よ う にな っ て い る と い う と こ ろ で 、 大 き く 変 わ っ た の で は な い か な と 思 っ て い ます 。 」

（ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 複 合 4/ 1 4)

「 目 の 前 に タ ブ レ ッ ト があ れ ば非 対 面 で 診 察 出 来 る と い う 形 で 、 病 院 の あ る 小 部 屋 に ご案 内 し て 、 そ こ で 、 軽

症 の 人 は診察 して終 る と い う 形 で 、 ど う し て も こ れ は診察が必要かな と 言 い ま す か 、 具 合 が 悪 い 人 だ け 救 急 外

来 の PPE を 着 る 方 に 案 内 して と い う 形 で 、 体 制 を 整 え て い る 感 じ です。 です の で 、 そ う い う 形 を ど ん ど ん 作 っ

て 行 っ て 、 何 と か 、 大 波 に備 え る と い う 形 を や っ て は いま す 。 … 先 週の 木 曜 日 に そ れ を や ろ う と 言 っ て 、 金 曜

日 に web で説 明 会 を 聞 い て 、 何 か 、 うち の 上 が結 構 、 即 決 だ っ た の で 、 よ し 行 こ う っ て 言 っ た の で 、 金 曜 日

に ア カ ウ ン ト を も ら っ て 土 日 に準 備 し て 、 月 曜 日 に シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を し て 、 火 曜 日 か ら 開 始 で し た 。 … 結 構 、

ス ピ ー ド感 は あ り ま した 。 そ れ で 、 昨 日 、 一 昨 日 でも 1 0 人 く ら い はオンラインで診ま し た が 、 何 と か な る と い う

感 じ です 。 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 4/25 )

オ ン ラ イ ン 診 療 へ の 慣 れ なさ 、 難 し さ 。 「 実 はこ う い う 新 し い も の は どち ら か と い う と 、 私 は 苦 手 な 方 な の で 、 な

か な か 最 初 ど う し よ う か と い う と こ ろ が あ っ た の です It れ ど も 、 う ち の 外 来 が 今 40％ く ら い 減 っ て い る の で ・ ・ 、

特 に お 子 さ ん に 関 して は 7 割 以 上 減っ て い る の です ね 。 実 際 は 本 当 に風邪をひ い て い な い こ と も あ る の か も し

れ な い です け れ ども 、 た だ や は り 怖く て 来 な い 、 と い う こ と が 相 応 に し て あ る だ ろ う と い う こ と で ｀ 今 はオ ン ラ イ

ン 診 療 と い う 感 じ に し て い ま す 。 オ ン ラ イ ン 診療 の 目 的 で考 え る と い く つ か あ っ て 、 1 つ は い つ もも ら っ て い る お

薬 が欲 し い ｀ だ け ど コ ロ ナ の 人 がい る か ら 怖 い 、 と い う 人 がいる訳です よ ね 。 そ れ は 成 人 の 人 も 小 児 も あ る の

で 、 そ う い う 人 に は 一 定 の ニ ーズ が あ る だろ う と い う ふ う に 思 っ て います。

た だ 、 診療報酬 が 対 面 で やる も の の 半 分 く ら い にな っ て しま う の で 、 ［ 患 者 さ ん ］ みんなにそれをされて しまう

と本 当 に私 は 困 っ て し ま う な と い う と こ ろ が あ っ て 、 た ま に は 会 い に 来 て よ 、 と い う ふ う に画面越し に 言 う し か な

い と い う と こ ろ が 辛 い と こ ろ で は あ り ま す け れ ど も 、 そ れが 1 つ 。 も う 1 つ に 関 し て は 、 熱 を 出 し て し ま っ た の だ

けれども 、 私 は コ ロ ナ か ど う か し ら 、 と い う 相 談 を 画 面 で し た い と い う 人 も い る の です よね 。 そ れ は 医 療 関 係 者

に 対 す る プ ロ テ ク シ ョ ン と し て は い い の か も し れな い です け れ ども 、 や は り 私 は そ れ は 苦 手です。 や は り お話を

聞 い て い る だ け で 、 胸 がゼー ゼー し て し ま っ て い る の も わ か ら な い の で 、 来 て も ら っ た ほ う が い い か な と 思 う こ

と も 多 々 あ り ます 。 ま だこ れ は 私 が慣れ て い な い み た い だ と 思 い ます。

海 外 で や は り オン ラ イ ン 診 療 が す ごく 上 手 く い っ て い る 国 の 場 合 は 、 テ レ ビ で聞 い て 、 こ こ を触 っ て 、 こ こ が

痛 い です か 、 と 言 う と 、 こ れ は リ ン パ 腺 が腫れて い る か も し れ な い な 、 み た い な効 果 的 な 閏 き 方 と か 、 そ の 人

に触っても ら っ た り し て 、 何 か を や る 、 と い う 、 テ ク ニ ッ ク がた く さ ん あ る の だ そ う な の で す よ ね 。 た だ 、 私 は 全

然そ う い う こ と を 知 ら な い の で 、 す ご く ド キ ドキ しな が ら や っ て い る と い う と ころ な の で 、 少 し そ こ は も う 少 し 自 分
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自 身 の 慣れ と い う も の が必要な の か な と い う と こ ろ です 。

あ と もう 1 つ は 最 後 は 全 く 新規の 人 、 と い う 方 が 一 方 で は い ら っ し ゃ っ て い て 、 何 か オ ン ラ イ ン 診 療 っ て 面

白 そうだな 、 み た い な 感 じ で 来 て し ま っ て 、 住 所 が 北 海 道 だっ た り す る 人 ま で い る の です け れ ども 、 そ う い う 人

は 正 直 苦 手 です ね 。 何 を 言 わ れ る の か も わ か ら な い し 、 関 係 性も 出 来 て い な い の で 、 自 分 で何を 喋 っ た ら い

いかも わ か ら な い し 、 と い う と ころ もあ る の で 、 そ こ は す ご く 苦 手です。 今 後 どう あ る べ き か 、 と い う と こ ろ に はな っ

て く る と 思 う の です けれども 、 新 し い 日 常 と いう意味も含 め て 、 例 え ば本 当 に 毎 月 来 て い る 、 と い う 人 たち の 中 で 、

3 ヶ 月 に 1 度 対 面 で 、 残 り の 2 つ はオ ン ラ イ ン で 、 と か と い う よ うな 新 し い 需 要 と い う も の は も し か した ら 出 来 る

か も し れな い し 、 こ れ は コ ロ ナ に 限 ら ずで す け れ ど も 、 今 回 みた い な コ ロ ナ の シ ョ ッ ク がな け れ ば 、 こ う い う こ と

も な か っ た と い う こ と で 、 あ ま り コ ロ ナ に か か わ ら ずオ ン ラ イ ン 診療 の 本 来 の あ る べ き姿 と か 、 先 程 も 申 し ま し た

よ う に 、 き ち ん と 効 果 的なオンライン診療 の や り 方ですよ ね 、 医 者 と し て の や り 方 と い う も の も 含め て 出 来 て い っ

た ら い い の かな と ・ ・ · 。

後 は コ ス ト は な か な か 難 し い の です け れ ど も 、 オ ン ラ イ ン の 受 診 相 談 で す ね 、 こ れ は 看 護 師 さ ん で あ る と か

保健師さんであ る と か 、 な か な か 気経な相 談 と い う こ と は 対 面 だ と 大 変 だ けれ ど 、 オ ン ラ イ ン だ っ た ら 気 軽な 相

談 が し やす い 、 育 児 相 談だ と か 栄 養相 談 と か もそ う で す け れ ども 、 そ う い う 活 用 の 仕 方 と い う も の が 、 も し か し

た ら 少 し あ る の か な と いう 気 は し て い ま す 。 や は り 育 児 相 談 を す る だ け の た め に お 化 粧 を す る の も 大 変 だ よ な 、

み た い な こ と があ る と 思 う の で 、 そ こ は 少 し 一 定 の ニー ズ と い う も の は も し か し た ら あ る の か も し れ な い な と 個 人

的 に は 思 っ て い ます 。 」 （ 首 都 圏 · 都市 ・ 診療所 6/6 )

3 .4  グ レ ー ゾ ー ン の 症例 へ の対処

対 応 に お い て 難 し い の が、 感 染 が判 別 し に く か っ た り 、 症 状 と 検 査 結 果 がず れ た り す る 患 者 の

存 イ：J- で あ る 。 ←・ 一 般 に は 患者 を 発 熱 や 症 状 の 有 肌 で 分 け る と こ ろ が多 い が 、 グ レ ー ゾ ー ン の 症 例 が

出 た こ と で 、 段 階 を 増 や し た り 、 対応 を 変 え た り し て い る と こ ろ も あ る 。 医 師 た ち は こ う し た 虻

例 を 雷 ね る こ と で COVID - 1 9 へ の 対 応 の 什 方 を 梱 も う と す る 。 他 方 で 、 症 状 が な い の に PCR 検

介 を す る こ と へ の 心 lII! ［1,J抵抗 を 愁 じ て い る プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 1医 も い た 。

( 64 )  

「 最 初 の 頃 に な の で す が 、 こ れ は 普 通 の 肺 炎 だ ろ う と 思 っ て 、 特 に 隔 離 も せ ず に 普 通 の 病 床 に 入 院 さ せ た の

で す が 、 画 像 が 全 然 典 型 的 で は な い よ ねと 、 経 過 も 全 然典 型 的 で は な い し と い う こ と で 、 た だ 、 杭 菌 薬 で 治

療 を し て も 、 最近 多 い の です が 、 何 か 治 り が 悪 い な と 、 普 通 の 肺 炎 だ っ た ら 、 も う 少 し す っ と 良 く な る だ ろ う と

思 う 様な症例 で 、 結 構 、 治 り が悪 い な と いう の で 、 CT 撮 り 直 してみた ら 、 肺 炎 像 が 悪 く な っ て い て 、 これ は ひ ょ っ

と し て コ ロ ナ な の で は な い か と 、 • • • 急 い で 、 隔 離 して 0 0 ［ 病 棟 ］ に 作 っ て い た 隔 離 病 床 に い れ て 、 P C R を

出 し て み た い な 、 これが陽性だっ た ら 、 め ち ゃ め ち ゃ 接触者が い る け ど ど う し よ う 、 みた い な 話 に な っ た こ と は

あ り ます 。

結 果 的 に 陰 性 だ っ た の です が 、 そ れ は ヒ ャ リ ハッ ト と 言 え ばそ う で す ね 、 す ご く ひ やっ と した と こ ろ で 、 ど こ ま

で疑って掛か る か と い う の は 、 今でもすごく悩ま し い の です が 、 病 床 が 無 限 に あ るわ け で は な い の で 、 一 番 は

そ こですね 。 発 熱外 来 を 作 ろ う と い う こ と にな った の む 院 内 の ス タ ッ フ の 曝露を極 力 減ら す と 、 だ か らオ ー バ ー

ト リ ア ー ジ し て 、 少 し でも可能性があ れ ば 、 そち ら に送 っ て 診 る と 。 普 通 の 受 付 の 事 務 の 人 と か 、 外 来 の 看護

師 と か 、 そ う い う の が 曝露されな い 様 に 、 万 が ー コ ロ ナ だ っ た 時 に 、 曝 露 さ れ な い 様 に そ う い う ふう に し よ う と

い う の は 、 話 は 出 ま した 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3)

「 肺 炎 の 人 と か を な か な か 否 定 す る の が 難 し い 状 況 に な っ て きて い る の で 、 肺 炎 対 応 を 個 室 に し よ う と か です

ね 、 場 合 に よ っ て怪 し けれ ば 、 P C R は や は り や っ た 方 が 良 いだろう と か 、 そ う い う 判 断 を 日 々 す る の で 、 そ う い っ

た 対 応 は 毎 日 の 様 に あ る と い う 感 じ です 。 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 3/26 )



こ れ ま で は 、 本 人 が症 状 を 訴 え な い の に 医者 が 勝 手 に 検 査す る と いう の は 、 や っ て は い It な い こ と と さ れ て い

た 。 サ ー ベ イ ラ ン ス の 場 合 な ら あ り だと 思 う が 、 医 者 と し て 自 分 が や る こ と に は 抵抗感があ る 。 無 症状 の 人 の

P C R に 保 険 が通 る の も 変 だ と 思 っ て い る 。 「 な ん で検 査 し た の 」 と 聞 か れ た とき に 、 医者と し て 、 こ う い う 理 由

で検査 し ま した 、 と 言 え な い こ と に は 、 検査をする 責 任 を 果 た し て いな い の で は な い か と 思 う 。 （ 首都 圏 ・ 都市 ・

複 合 7/20)

ク ラ ス ター が 出 た 病 院 を 見 る と 、 医者であ る た め の 正 義 感 、 倫理観の 襄 を か い て い る 。 コ ロ ナ と 思 わ な い で 対

応 して ク ラ ス タ ー が起き て し ま っ て い る 。 医者と し て 正 し い 行 動 を し た こ と で 、 コ ロ ナ 感 染 を 増 や して しまう と い う 、

逆説にな っ て い る 。 そ の 難 しさ が あ る 。 だ か ら 流 行期 は 自 分 の 考 え を挟まずに 「 PC R マ シ ーン 」 にな る し か な

い の か も し れ な い （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 7/20 )

ど こ か ら 線を 引 く か 。 疑 っ て い る わ け で は な い が 、 肺 炎 は 全 部 [ P C R 検査をする こ と が正 解 ］ な の か 、 ど う か 。

現在 、 当 院 入 院 の 肺 炎 の 人 は み ん な P C R 検 査 を し て い る 。 判 断 を ブ レ な い よ う に と い う こ と と 、 市 内 の サ ー

ベ イ ラ ン ス 機 能 も 考 え て 。 肺 炎 入 院 は 皆個 室 対 応 。 2 回 撮 っ て 陰 性 の 人 も個 室 で さ ら に 1 0 日 間 。 過 剰 だ と い

う 意 見 は あ っ た が。 （ 関 東 ・ 都 市 ・ 病 院 6/1 1 ) 悩 ま し い の は 、 そ れ で も す り 抜 け る こ と は あ る こ と 。 な の で 、

リ ス ク を 考 え て 「 ほ ぼ大 丈 夫 だ けど陸床経過だ け は 心配 な の で 大部 屋 に は 出 せず 、 個 室 で 、 様 子 を 見 て か ら

大 部 屋 へ 」 と し て い る 。 だ か ら 疑似 症 も 長 い 間 個 室 に い る 感 じ に な っ て しまう 。 流 行 状況 に あ わ せ た 対 応 が必

要。 （ 関 東 ・ 都 市 ・ 病 院 7/ 1 7 )

職場や立場を守る た め 病 歴を隠す 患 者 も い る 。 問 診 が機 能 し な い こ と も （ 関 西 · 都市 ・ 診療所 7/29)

1 人 、 陽 性 と い う 診 断結 果 を 受 け 入 れな い 人 がい た 。 検 査 は し た が 、 そ ん な は ず ［ ま な い 、 と 。 保健所も説得

し た が 、 そもそも保健所の 人 だ と い う こ と も 信 じ て も ら え ず 、 防護服着て い っ た の に 「帰れ」 と 怒 鳴 ら れ た 。 （ 関

東 ・ 都市 ・ 病 院 6/ 1 1 )

「 1 人 20 代 の 中 国 か ら の 留 学 生 、 こ れ は 3 月 末 だ っ た か 軽 い 風 邪 症 状 み た い な こ と で 来 た の です よね 。 パ ッ

と 見 は 元 気 です し 、 こ の 子 は ただの風邪 ［ とい う 判 断 ］ で佛 し か け て 、 説 明 も 9 割 終 わ っ て い た の で す け れ ど

も 、 何 か 息 苦 し さ を 非 常 に 言 う の で す よ 。 サ チ ュ レ ー シ ョ ン ［ 血 中 酸素飽和 度 ］ を 安 静 時 で と っ て も 98 だっ た

の で す よ ね 。 でも何か 引 っ か か っ て 、 待合室で 1 人 で 出 て も ら っ て 1 個 目 の 信 号 ま で 行 っ て 帰 っ て き て も ら う 、

約 1 00m 歩 い て 婦 っ て き て も ら って サ チ ュ レ ーシ ョ ン を 取 っ た ら 、 93 く ら い ま で 下 が っ た の だっ た か 、 • • • それで、

こ れ は お か し い な と な っ て 、 す ぐ に 保健 所 に 言 っ て 、 保健所の 医者も本 当 です か み た い な 感 じ だ っ た の で す け

れ ど も 、 一 応 、 発 熱 外 来 を や っ て い る と こ ろ に 行 っ て も ら っ た ら 、 や は り 両側 に 肺 炎 が あ って 、 別 の 病 院 に行っ

て PC R を し た ら 陽性だった 、 と い う 人 がい た り と か 。

そ う い う こ と を 踏ま え 、 た ま た ま運 が 良 く 診 る こ と が 出 来 た か ら 、 な ん と な く 自 分 の 中 で 気 を つ け な け れ ば い

けな い 人 た ち が 、 言 語 化 ぱ 難 し い で す け れ ど も 、 出 てき て い る と い う 感 じ で し ょ う か 。 」 （ 関 西 ・ 都 市 ・ 診 療 所

5/1 2 )  
「 臨 床 的 COVID」 （ 画 像 を 見 る と コ ロ ナ に よ る 肺 炎 に 見 え る の に 、 P C R も 抗 原 検 査 でも 何も 出 な い 人 ） の 扱 い

の 難 し さ 。 2 週 間 隔離する し か な い 。 隔離解 除 で き ない 。 そ の た め 、 患 者 がメンタ ル に 来 て い る 。 （ 首都 圏 ・ 都市 ・

病 院 6/1 1 )

疑似症 の 扱 い が一 番 難 し い 。 こ れ は 明 ら か に誤瞭性 肺 炎 だ と 思 っ て も 、 COVID じ ゃ な い 、 と 1 ま っ き り 言 え な い 。

（ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 6/ 1 1 )

患 者 を レ ベ ル わ け し て い る 。 1 は 感染確 定 、 2 1ま か な り 疑わし い 、 3 そんなに疑わな い け ど念 の た め 個 室 に 入 っ

て も ら う 人 、 4 は 感 染 で は な い 人 。 肺 炎 は 皆 レ ベ ル 3 に し て い る 。 肺 炎 確 認 に は CT を 使 っ て い る 。 熱 が あ る

人 ［ま 皆 CT、 な い 人 も 条 件 に よ り （ 首 都 囲 ・ 都市 ・ 病院 6/ 1 1 )
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4 . 対応 に お け る 試行錯誤

COVID-19 へ の 対 応 で は 、 は じ め て の こ と や 、 や っ て み て は じ め て 分 か っ た 間 題 が 多 々 あ り 、

施 設 ご と に 様 々 な 試行鈷誤が な さ れ て い る 。 と く に 4 月 頃 は 物 資 不 足 も 顕 著 で あ り 、 そ れ に 関 わ

る 試行錯誤 も あ っ た 。

4 . 1  物資不足 に 伴 う 工夫

4 月 ご ろ は 、 マ ス ク 、 PPE 、 ア ル コ ー ル な ど 、 多 様 な も の が不 足 し 、 現 場 で様 々 な 工 夫 が 行 わ

れ た 。
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「 直 接 患 者 に 接 し な い事務職に配布するサ ージカ ル マ ス ク は 、 1 週 間 に 1 枚 に し よ う と 言 っ て い ま す 。 そ れ で 、

患 者 と 接 す る こ と が あ る 事 務 方 は 、 確 か 1 週 間 で 2 、 3 枚 。 実 際 に 患 者 と触れ る 看 護 師 と か 、 医 師 と か は 1

日 1 枚 と い う ふ う に 話 を し て い ま す 。 た だ 、 私達 は 、 実際に発熱の 人 を 診る 外 来 と か 、 も う 確 定 し て い る 、 陽

性 が分 か っ て い る 患 者 さ ん の 部 屋 に 入 る 時 は 、 毎 回 捨 て る の で 、 それ は 、 それが結局 、 今 、 5 人 にな っ た の

で 、 普通に 1 人だった時 ［ と 比 べ て ］ 単純に考 え て 、 そ の PPE も 全 て が 5 倍 か か る と い う ふ う に ・ ・ ・ 。

ナース が交 代 で 入 っ て い く の で 、 1 人 当 た り 、 フ ル PPE が何回 使 いますかね 、 患 者 1 人 当 た り で 、 私 が 基 本 、

医者 は 1 日 1 回 、 多 く て 2 回 く ら いだと思う の です が 、 入 る の が。 ナース は 特 に 入 院 し た 時 と か 、 採血をオーダー

し た り します し 、 い ろ い ろ と用 事 が あ る の で 入 っ た り す る の で 、 3 、 4 回 は 多 分 、 フ ル PPE を 患 者 1 人 当 た り 使っ

て い る と 思 い ま す 。 ち ょっ と それ は確認してみな い と分 か ら な いですが。 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3)

「 県 内 で発 生 し て 以 降 、 ・ ・ ・ 全職員 、 マ ス ク を 付 け て 診 療 と か 、 業務をす る よ う 指示 が 出 る 。 事 務 さ ん か ら 看 護

師 さ ん 、 い ろ い ろ 清掃する 方 か ら 、 検査技師だのなんだのすべ て の 人 がマ ス ク を 使 う よ う に なっ て 、 一 気 に在

庫もなく な り 、 入 っ て こ な く な り 、 3 月 初 め く ら い に は在 庫 がな い の で 、 な る べ く 使 い ま わ し な さ い み た い な 通 達

が 来 て 、 と て も 不 衛 生 で す よ ね 、 そ れ は そ れ で 、 病 棟 と か 、 結 構 、 看護師さ ん は 、 一 度 使 っ た ディ ス ポの マ

スクを洗って、 乾 か し て 、 それをもう 一 回 付 けて • • • 。 女性だと結構、 お 化 粧 が 付 い て し ま う の で 、 マスクをする

内 側 に 、 例 え ばティッシュ と か 、 ペ ー パータ オ ル は が さ が さ し て い やみ た い です か ら 、 ティ ッ シ ュ が 多 い と 思 い

ま す が 、 ティッシュ を 少 し 入 れ て 、 マ ス ク を して 、 そ の マ ス ク は 家 で洗って乾かして 、 ま た 使 っ て と いう 。 それで

マ ス ク に 穴 が開き始め る の で 、 そ う す る と 新 し い や つ がも ら え る み た い な 感 じ で やっ て い る の です 。 自 分 は ハン

カ チ マ ス ク をす る よ う に 。 マ ス ク 購 入 が 困 難 な 時 期 。 畳 ん で畳 ん で 、 ハ ンカ チ の 生 地 でい う と 、 9 枚 以 上 の バ

リ ア にな っ て 、 素材によって は N95 並 に かな り 苦 し い 。 」 （ 九 州 ・ 都市 ・ 複 合 3/27 )

「 と に か く PPE が 足 り な い の です 。 … 陰性確認フェ ーズ に 入 っ て し ま っ て ［ も ］ 、 ま だ 0 0 県 はホテルスキーム

が 出 来 て い な い の で 、 帰れな い の です 。 ずっ と い る の で 、 そ う す る と 、 昔 は 、 当 初 は 、 そ の 人 の と こ ろ に 毎 日

PPE 着て入って行ったわ けです。 でも 、 結 局 、 やっ て い る こ と は 不 安 の傾聴と 、 ［ 症状 は ］ 変 わ ら な い ですね 、

と い う こ と と 、 PCR ま だ 陰性 に な ら な い ですね 、 と い う何でもな い 話 を し て 、 ま あ ま あ ま あ と 言 い な がら 、 陰性

［ にな る の ］ を 待ち ま しょ う 、 み た いな話だっ た の で 、 途 中 で私 は 、 こ れ 以 上 、 こ の メン バー皆 を 感 染 リ ス ク に

晒すの は 、 ち ょ っ と ［ 問 題 が あ る と 思 い ］ 、 な の で 、 患 者 さ ん に 1 人 1 人 電話 を し て 、 ご協 力 をお 願 い し た い 、

防護具 が 足 り な い し 、 こ の ま ま 皆 さん の と こ ろ に 毎 日 行く こ と は 、 ち ょ っ と 難 し い の で 、 皆 さ ん の 携 帯 を 使 わ せ

て 欲 し い と 行 っ て 、 皆 さ ん の ス マ ホ と 、 病 棟 に あ る wifi を 繋 い だ パ ソ コ ン で繋 ぐ こ と に し て 、 facetime か zoom

の会議室を作って 、 基 本 的 に はオンライン診療に 、 院 内 もさせてもらいます。 結構 、 ［ 法 的 に は ］ グ レー ですが。

こ れ は 緊 急事態だか ら 仕 方 な い と 思 っ て 。 」 （ 首 都 圏 · 都市 ・ 病院 4/25 )

「 ［ 消 毒 用 ］ ア ル コ ー ル に 関 し て は 、 • • 県 の 医 師 会 か ら の 配 布 が あ っ て 、 そ れ で ま か なっ て い る の と 、 意 外 と



卸さんも気を遣っ て 下 さ っ て 、 普 通 に い つ も 買 っ て い る ルー トですね 、 頼んでお く と 、 入 り ま し た 、 と い う 感 じ で 、

な ん と か 使 っ て い ま す け れ ども 、 や は り ク リ ニッ ク 中 を掃 除 す る に は 足 り ない の で 、 掃 除 は 次亜塩素酸を薄め

て 使 っ て い ま し て 、 椅子とかテーブ ル と か ですね 、 腐 食 しな い も の は 。 色 が 落ち やす い も の と か 、 劣 化 しやす

い革の も の と か 、 そ う い っ た も の は次亜塩素酸ですとどんどん変な 状 況 にな っ て し ま う の で 、 そ こ は ア ル コ ー ル

を 使 っ て や っ た り して 、 消 毒 す る も の を 分 け て 、 次 亜 塩 素 酸 が使 え る も の は 次 亜 塩 素 酸 を使 っ て 、 次 亜塩素

酸が使えない素材で 出 来 て い る も の はアルコ ー ルで消 毒 し て 、 と い う ふ う に 分 け て 使 っ て い ます 。

次亜塩素酸は 一 番 最 初 の 段階で、 だ い ぶ 買 っ た の で 、 普通のキッチン ハ イ タ ーみ た い な も の で す けれども 、

まだこれ は あ る の で 大 丈 夫ですね 。 一 番 困 っ た の が 、 糖 尿 病 の 患 者 さ ん に お 分 け し て お 配 り し て い る ア ル コ ー

ル の カ ッ ト綿になっ て い る の です ね 。 それがち ょ う ど 5 月 い っ ぱい く らいまでギ リ ギ リ し か な か っ た の です けれど

も 、 それもち ょうど運よく 5 月 の 半 ば過ぎに卸 さ ん か ら 納 品 があったので 、 間 に合 っ た の です けれども。 ク リ ニッ

ク の 中 で や る 分 に は ボ ト ル さ え あ れ ば 、 物 さ え あ れ ばな ん と か な る の ですけれども 、 患者さんに糖 尿 病 の 方 に

お 渡 し す る も の に 関 して は 、 個 包 装 に な っ て い る も の が ど う し て も お 渡 し す る 必 要 が あ っ て 、 そ れ が ヒ ヤ ヒ ヤ し

ま した けれども 、 な ん とか な り ま したね 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/ 1 5 )

4 .2  入 院患者 に 関 わ る 用 具 の 扱 い

入 院患者へ の 対 応 に お い て も 、 様 々 な 想 定 し て い な か っ た 問 題 が起 き た 。

「 最 初 の 時 期 の トラブ ル と して は 、 ［ 入院 患 者 が ］ お 2 人 い て 、 うち は 陰圧 個 室 は それぞれ別 な の で す が 、 陰

圧個室で装備を脱ぐ か 、 そ れ と も 、 全 部 • • • 脱いで着な お す の か 、 そ の ま ま 行 く の か み た い な 話 が あ っ て 、 • • •

最終 的 に は 当 然それぞれ の 患 者さんで脱いでい く し か な い よ ね と い う 話 に な っ た の で す が 、 そ の 辺 り は現場で

いざ診よ う とな っ た 時 に 少 し 混 乱 し た と こ ろ 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 3/26 )

「結構 、 や り な がら試行錯誤 し て 、 それこそ最初 は 、 食 器 は ディ ス ポ ［ 使 い 捨 て ］ で は な か っ た の で 、 ト レ ー

を そ の ま ま 1 回 入 れ て し ま っ た り し た こ と が あ っ て 、 入 れ て 、 次亜塩素酸で拭い て 出 す と い う の を暫 く や っ て い

た の です が 、 でもそれ は 少 し 、 や ら な い 方 が 良 い よ ね と い う こ と で 、 そ ん な こ と も ・ ・ ・ 、 そ う 言 え ば と なっ て 、 そ

こ か ら 栄養科 に依頼して 、 ディスポの も の を ト レー と か い ろ い ろ 用意 して と 言 って 、 買 っ て も ら っ て 、 載せ替えて

と か 、 そ う い う こ とす ら 決ま っ て い な か っ た と こ ろ は あ り ます 。 ですの で 、 決 して全部スム ー ズではないのですが、

現場現場でこれ はどうす る と やっ て い た と こ ろ は あ り ます 。 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 3/26)

4 .3  入院患者 の メ ン タ ル ケ ア

入 院患者 は 個 室 で 、 隔 離状 態 で あ り 、 入 院 が長 期 化す る こ と で メ ン タ ル 面 で の 問 題 を 生 じ る こ

と も あ っ た 。

「 長 期 化 して き た 人 と か 、 家 族 を 感 染 さ せ て しま っ た 人 と か 、 そう い う 人 の メン タ ル サ ポー ト と 言 い ま す か 、 メン

タ ル ケア は しな ければい けないだろう と い う こ と で 、 精神科 の 先 生 、 心理士さんと精神 科 の 先 生 に 入 っ て も ら っ

て 、 入 院 時 に ス ク リ ーニングか け て 、 1 回 は 心 理 士 さ ん か 精神 科 の 先 生 に入 っ て も ら う と い う体 制 を し た の です

が 、 それのため に 、 ラ イ ン の ビデオ通話で、 それで患者さんと話せる様な 、 システムを や っ と 作 っ た と い う 感 じ

です 。 」 （首都圏 · 都市 ・ 病 院 4/25 )

他 の 病 院でクラスタ ー が 発 生 し て し ま っ て 、 陽 性 にな っ て な い 人 も そ の 病 院 で 診 ら れな く な る こ と が起きた 。 そ

の 結 果 、 そ の 病 院 の 入 院 患 者 や PC R の結 果 が 出 て い な い 人 が疑似症扱い で 送 ら れ て 来 た 。 こ の よ う に 陽 性

確 定 でな い け ど 一 般 病 棟 に 入 れ ら れな い 人 が け っ こ う い た し 、 普段か ら 入 院 し て い る 介 護度 が結構高 い 人 も

た く さ ん 送 ら れ て き た の で大 変 だ っ た 。 そ う い う ひ と に ベ ッ ド 用 意 し て 、 フ ル PPE で診て 、 経過観察を し て 、 さ

ら に 陰性になっ て も そ の 後 も 入 院 がつ づ く の で看な い と い けな い 。 発 症 し た 人 、 し な か っ た人 にも影響 が あ る 。
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さ ら に 家 族 の ケ ア 、 メ ン タ ル サ ボー ト も 大 き な 課 題 。 （ 首都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 6/ 1 1 )

4 .4  ス タ ッ フ の 異 動 へ の 対応

艮 即 淵辿 勤 を し て い る ス タ ソ フ が多 い （ そ の 場 介 、 多 く は 1 い 核都巾 か ら の 辿 勤 と な る ） 1入 療 骰

関 は 、 そ の 移 動 に 伴 う リ ス ク ヘ の 対 応 も 辿 ら れ た 。 ま た 、 4 )］ に は 阪 療 施 成 に お い て も 人 の 異 励

が起 き る 。 沢 動 に 1'1' う や 1月 的 移 動 や 知 識 ・ ノ ウ ハ ウ の リ I 継 き も ま た 間 迎 て あ っ た 。

難 し い の が 、 医 学 的 な 感 染 管 理 の 問 題 と 政 治 的 な 問 題 と 、 そ の 意 思 決 定 を 迫 ら れ る こ とだ っ た 。 「 例 え ば 、 院

内 職 員 も 東 京 都 か ら 通 勤 し て い る 人 と か 中 に は いる の です 。 そ う い う 人 達 は 、 大 体 、 役職がつ い て 、 各 科 の

貴 任 者 だっ た り す る の で 、 で も 東 京 か ら 毎 日 通勤 し て い る と か は 、 こ の 時 期 、 か な リ) ス ク で す の で 、 感 染 管

理 的 に は そ れ は 止 めた 方 が 良 い です と い う の です が ｀ でも 、 それを 止 め た ら 、 そ の 先 生 は どう す る の み た い

な 話 。 こ の 感 染 管 理 の 所 謂 、 正論部分 と 、 政 治 的 に ど う い う ふ う に す る か と い う 部 分の 折 り 合 い を どう 付 け て

い く か と い う 話 し 合 い を 結構 、 しよっち ゅ う して い ます 。 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 4/25 )

「 4 月 に 人 の 異 動 が あ る じゃ な い です か • 前 か ら 3 月 、 4 月 の 移動 は 、 絶 対 こ の 感 染 症 に は 危 な い と 思 っ て い

て 、 大移動が起こる とそ こ でシ ャ ッ フ ル さ れ て し ま う と 思 う の です 。 シャッフルされ て し まっ て 、 い ろ い ろ な 人 がキ ャ

リ ー し て い っ て しま う 可 能 性 が あ る だ ろ う な と 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 3/26 )

5 . 対応 の マ ネ ジ メ ン ト

COVID- 1 9 へ の 対応 は 、 施 設 に と っ て も 、 ま た 直接 に 対応 す る ス タ ソ フ に と っ て も 人 き な 身 体的 ・

精 神 的 な 負 担 と な る 。 他）j で 、 直接 的 に 対 応 し て い な い ス タ ッ フ に と っ て は 、 槃 急収［ や 間 題意識

が j分 に 共 布 し に く く 、 ギ ャ ッ プ が生 じ て し ま う こ と も あ り 、 そ れ が さ ら に 値 扱 的 に 対応 す る ス

タ ッ フ が ス ト レ ス を 感 じ る 事態 に も な る 。 そ の た め 、 持続的 に 対 応 を 行 う に は 施 設全休 で う ま く

間 題 む識 を ） 凶 し 、 負 担 を 分 け 介 い 、 ， 体 愁 を 醸 成 す る こ と が 欠 かせ な い 。 ま た 、 そ う し た マ ネ

ジ メ ン ト が1 |［ 能 に な る 場 介 に は 、 今 日 の 事懇 よ り 前 に 時 間 を か け て 形 成 し て き た 「斎li織文化」 も

関 わ っ て い る 、点 も 指摘 し て お き た い 。

5 . 1  直接対応す る ス タ ッ フ の 選 出 と 、 負 担の 集 中
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発 熱 の 人 を救 急 外 来 で 、 コ ンテナで診 る 係 を 曜 日 に分 け て 、 週 1 回 と い う 形 で や っ て い る 。 救 急 外 来 の メ ン

バー に な っ た の は 「 ［コ ロ ナを 診 る 役 割 に なる の は 、 立 場 上 ］ 仕 方 な い よねと ［ こち ら が］ 言 っ て 、 ［ そ れ に 対

し て ］ そ う だ よ ね と 言 っ た 人 達 です 。 どう しても妊娠可能年齢 の 女 性 と か は絶対にダメであ ろ う と い う こ と と 、 後 は 、

家 に小 さ い 子 供 がい る 、 奥 さ ん が 妊 娠 中 であ る と い う ドク タ ーも 外 し た 方 が 良 い だ ろ う と 。 後 期 研 修 医 に 診 せ る

の は 、 希 望 が あ れ ば 、 ど う し ても や り た い と 言 う の であ れ ば 別 な の です が 、 後 期 研 修 医 は 避 け た 方 が 良 い だ

ろ う と 、 と い う 話 の 中 で 消 去 法 的 に 、 消 去 法 的 に と 言 い ま す か 、 呼 吸 器科 は 、 多 分 、 恐 ら く 使 命 感 だ と 思 う の

ですが、 呼 吸 器 の 病 気ですし 、 自 分 の と こ ろ が 関 わ ら な い わ け に は い か な い と い う こ と で 、 呼 吸 器 科 と 総 合 診

療 内 科 か ら 、 呼吸器もそれ程 、 人 が 潤 沢 に い る わ け で は な い の で 、 後 は 総 合 診 療 内 科 で あ る 程 度 、 実 臨床

に慣れ て い て 、 仕 方 な い よ ね と言 っ た 人 。 • •

救急 外 来 と 内 科 と 呼 吸 器 科 で 相 談 し て です か ね 。 どち ら か と 言 え ば 、 コ ア に な る メ ン バ ー が い て 、 そ の コ ア



に な る メ ン バーで曜 日 を 決 め て 、 こ こ は 自 分達 が 入 れ な い と こ ろ だか ら 、 内 科の 他 の メ ン バー と か 、 呼 吸器の

他 の メ ン バー と か に 話 し て 、 こ こ 出 来な い つ 今 日 の 発 熱外 来 出 来 な い つ と い う 感 じで 聞 い て ｀ や っ て も 良 い よ

と 言 っ て く れ た 人 と 一 緒 に や っ て い た 。 . . .

看 護 師 は う ち の 病 院で 陰 圧 室 が あ る の が ICU と 後 、 0 0 病 棟 と い う と こ ろ な の です 。 入 れ る の であ れ ば そ こ

し か な い だろ う と い う こ と で 、 ま ず ICU の 師 長 と 0 0 の 師 長 は 入 っ て い ま した 。 後 は 、 総 看 護 師 長 も 入 っ て い

ま す が 、 そ こ ら 辺 で 話 を し て 、 後 は 全 員 で話 し て 、 大 体 、 何 床 く ら い 準 備 し よ う か と か い う の で 、 結 局 、 陰 圧

にならない部屋も含 め て 、 陰 圧 室 は 2 つだ け な の で す 、 ICU に 1 床 と 0 0 病 棟 に 1 床 ｀ そ こ を 含 め た ト ータ ル

6 床 、 ICU2 床 、 0 0 病 棟 個 室 を 4 床 を 確 保 し よ う か な と 。 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3)

「 急 に 患 者 数 が 増 え た の で 、 ぼち ぼち 専 任 チー ム を 作 っ た 方 が 良 い の で は な いか と い う こ と で 、 来 週 か ら は 、
一 応 、 専 任 に な る と 。 コ ロ ナ 対 策 専 任 、 で す の で 、 発 熱 外 来 と 後 は 入 院の コ ロ ナの I湯 性 患 者 、 も し く は 疑

似 症 患者 の 担 当 だ け を す る チ ーム と い う の に 、 私 と も う 1 人 で 、 や る こ と に 。 2 人 で や る こ と に 」 （ 首都 圏 ・ 都 市 ・

病 院 4/3 )

そ の 後 、 「 病 床 を うち は 30 床 、 C OVID 専 用 病 床 を 30 床 用 意 し て 、 4 月 の 6 日 か ら 、 私 と 、 後 、 後 期 研修

匿 が もう l 人 、 そ の 2 人 で 、 コ ロ ナ専 属 で 、 コ ロ ナだ け 診 る と い う 風 な 形 で 、 体 制 始 ま り ま した 。 大 1本 、 ま ず

そ こ か ら 、 結 構 、 入 院 が 入 る 時 は 入 っ て き て 、 MAX が 1 2 、 1 3 、 1 4 ［ 日 ］ く ら い で し ょ う か 、 入 院 し て い ま し

た 。 病 棟 の 方 に。 プラ ス 、 う ち は 感 染 症 指 定 医 療機 関 で は な い の で 、 発 熱外 来 と か 、 帰 国 者接触者外 来 と

か を や っ て い な い の で す が 、 発 熱 があ る 人 を 院 内 に 入 れ な い と い う こ と で 、 救 急 外 来 の 外 で コ ンテナを作っ て 、

そ れ でコ ンテナ の 中 で熱があ る 人 、 気道症状 が あ る 人 と い う のをそち らで診る様 に し て い ま し た 。 そ の 外 来 も 、

私 と 後 期 研 修 医 の 2 人 で回 して い た と い う 感 じです。 で す の で 、 最 初 の 一 週 間 が 超 し ん どく て 、 結 構 、 入院も

1 日 1 人 か ら 2 人 入 っ て き て 、 プラス 外 来 を や っ て と い う の が 、 最 初 の 一 週 間 は かな り し ん ど か っ た で す 。 •

最 初 の 一 週 間 で大 分 、 き つ か っ た の で 、 次 の 週 か ら 人 を 増 や し て も ら っ て 、 呼吸器 内 科 か ら 1 人 出 して も ら っ

て 、 3 人 体 制 で始 め た の と 、 今 週 の 半 ば か ら コ ンテ ナ の 発 熱者 の 対 応 の 外 来 を 他 の 科 に 、 当 番 で 回 し て も ら

う 様 に して 、 や っ と 今 週 に な っ て 、 病 院 全 体 で 対 応 し な け れ ば い け な い の だ と い う の が 、 嫌 々 な が ら も 他 の 科

が 受 け 入 れ て く れ て き た と い う 感 じ で し ょ う か 。

私 達 は レ ッ ドチ ー ム と 呼 ん で い る の で す が 、 COVID 専 用 チ ーム 、 そ の レ ッ ド チー ム の メン バーで 、 な る べ く 曝

露を 減 ら す と い う 意 味 です か 。 曝露 の 可 能 性 があ る 患 者に 曝 露される 人 数 を 減 ら す と い う 意 味 で 、 私 と 後 期 研

修 医 で 、 発熱で来た 人 を皆 診 る み た い な 、 それで病棟も診る 。 た だ 、 結構 、 こ れ は 来 てみ た ら 、 案 外 、 中 等

症 が が た がた と 悪 く な っ て 、 大学 に据送 し な け れ ば い け な い と か 、 中 等症でそれな り に 酸素を吸っ て い て 、 悪

く はな り き ら な い け れ ど 、 ハラ ハ ラ し な が ら 診な け れ ば い けな い と か 、 と い う の が結 構あ っ て 、 病 棟 管理も始め

て み た ら 、 意 外 と 案 外 し ん ど か っ た の です 。 後 は 、 陰 性 確 認 の PCR も や ら な け れ ばい け な く て 、 • • • 。 1 0 数

人 入 院 し て い る 中 で 、 多 い 時 は 1 日 5 、 6 人 PC R を 入院患者で取 っ た り し て い た の で 、 1 回 PPE 着 て 入 る と 、

そ の 状 態 で 1 時 閻 、 2 時間 、 5 、 6 人 い る と 、 結構 、 か かる の です 、 PCR 取 る の に 。

と か で それを や り つ つ 、 大学 か ら 中 等 症 の 入 院 を 受 け て く れ と か 、 保健所 か ら 、 調 整 本 部 か ら 入 院 を 受 け

て く れ み た い な 連絡 が 来 た り し て 、 中 に 入 る 時 に は P H S は 持 っ て な い し と か 思 い な が ら 、 そ う い っ た 感 じで結

構 、 バ タ バ タ にな っ て い っ た と い う 感 じ で す ね 。 今 は 、 軽 症 者 は 自 宅 で 経 過 観察 可 と い う ふ う にな っ て 、 入 っ

て 来 る 人 1ま 基 本 、 中 等 症 以 上 になっ た の です 。 基 本 、 酸 素 吸 っ て い る 人 ば か り 。 と い う ふ う に な っ て 、 後 は 、

隔 離 が 困 難 な 人 、 と い う ふう に な っ た の で 、 病 棟 の 方 も 手 が掛か る と 、 大 分 、 手 が 掛 か る 。 後 は 、 若 い 人 ば

か り で は な く て 、 高齢者 が 時 々 入 っ て 来 る 様 になっ て 、 介 護 度 が そ も そ も 高 い み た い な 、 看護 度 と 言 い ま す か 、

手 が掛か る 人 が結構 、 入 っ て 来 る よ う に な っ て 、 病 棟 の 方 も 結 構 大 変 だな と な っ て 、 そっち の コ ンテ ナ の 外 来

の 方 は 、 他 の 和 に 頼も う と い う 話 の 流 れ にな り ま した 。

ロ ーテー ト 制 で 、 最 初 は 2 週 間 交 代で と 言 っ て い た の です が 、 い ろ い ろ 2 週 間 で は慣れる前 に 終 わ っ て し ま

う の と 、 人 手 の 問 題 が あ っ て 、 4 週 間 交 代 と い う 形 に して い ま す 、 うち は 。 です の で 、 私 は 来 週 一 杯 で 、 取 り
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敢 えず 1 回 レ ッ ド は 終 り です 。 そ れ で 5 月 に 入 っ て 、 また 一 般 病 棟 外 来 業 務 に 戻 っ て 、 うち の 科 の 他 の 医 師 と

交 代す る の です が 、 1 ヶ 月 経 っ た ら ま た レ ッ ドチ ーム に 戻 る と い う 感 じ で す 。 … ロ ーテ ー ト す る 予 定 の 人 達 だ け

で LIN E グ ルー プを作 っ た り と か 、 定 期 的 に話す機 会 を 作 っ て 、 情報を事 あ る ご と に 流 し て 、 今 、 こ う い う ふう

に して い ま す と か 、 保健所の 窓 口 は こ こ です と か 、 そ う い う な の は 普段の 時 か ら 共 有 す る 様 に し て い る の です 、

入 る 予 定 の 人 達 に は 、 あ る 程 度 は 。 か つ 、 引 き継い で 、 分 か ら ない こ と があ っ た ら 、 また 、 す ぐ に 聞 い て も ら

う と いう 感 じ な の です が 、 完 全 に 一 気 に が ら っ と 変 わ る様 に は し な い と い う ふう に は して い る の です 。 •

病 棟 を 1 つ だ け 、 1 つ 完 全 に潰 し て 、 COVID 専 用 病 棟 に し て い る の です C . . . 陰 圧 装 置 を 買 っ て 、 陰圧テン

ト み た い な も の を 作 れ る 機械な の です が 、 それで 出 入 リ ロ の と こ ろ か ら 空 気 を 吸っ て 、 一 応 、 病 棟 全 体を • • • 一

般 病 棟 28 床 を COVID 専 用 病 床 、 そ の 中 で 4 床 は 疑似症ベ ッ ド に し て い て 、 そ こ の ナ ー ス 、 そ こ に 所 属 し て

い る ナース は 、 今 は COVID 病 棟 の ナ ー ス と し て 働 い て く れ て い ま す 。 幸 い 、 もち ろ ん 、 1 人 1 人 に ヒ ア リ ン グ

し て 、 子供が小さ い の でと か 、 妊娠の 予 定 があ る か ら と い う こ と で 、 入 り た く な い と い う 人 1 ま 入 ら な い よ う に して 」

（ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/25)

「 出 来 る だ け ［ 感 染 者 の 病 室 の 中 に］ 入 る 人 の 数 を 少 な く す る こ と は 大事 だろ う と い う 話 を し て 、 ですの で 、 代

行 出 来 る も の は 、 中 に 入 る 看護師 と か 医 師 が 代 行 し た り と か 、 後 は 、 そ れ こ そ 役 割 分 担 も あ っ て 、 配 膳 も そ

れ専用 の 容器 に 入 れ て 、 ディスポにして捨て てみた い な 形 に す る の で 、 例 え ば 、 医者が入 る と き に 配 膳 を し よ

う と か 、 逆 に 下 膳 を 医者 が 入 っ て 、 ち ょう ど食 べ 終 わ っ た 辺 り で 医者 が 下 膳す る よ と か 、 お 互 い に や っ て あ げ

な い と 一 個 一 個 の こ と を や る 時 に 、 毎 回 毎 回 着 替 え な け れ ば い け な い の で 、 か な り 大 変 な の で 、 そ の 辺 は 上

手 く 役 割 分 担 し て 、 後 、 途 中 か ら 中 に PHS を 入 れて 、 本 人 と P HS で 話 せ る よ う に した り し て 、 入 ら な い で 済

む 分 は 、 入 ら な い でも 良 い こ と にし よ う と か 、 そ う い った こ と を や っ て い ま した ね 。 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 3/2 6 )

看護師さん達 は 、 思 い の 外 、 すごく協 力 的 。 事 情 に 合 わ せ て や り く り し な が ら 。 「 薬 を 持 っ て 行 く の は看護師で

す 。 薬 剤 師 （ま 中 には 入 らないです。 だ か ら 、 基 本 、 全 部 、 部 屋 の 掃除もそうです し 、 ゴミ の 片付 け とか 、 食 器 、

ご飯を 持っ て 行 っ た り 、 食 膳を 下 げた り す る の も全 部 看 護 師が や っ て い る 」 。 従 っ て 、 看 護 師 の 仕事 量 が か な

り 増 え る 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3 )

5 .2 温度差 、 ス ト レ ス

い ず れ の 場 合 も 、 COVID-19 対 応 の 中 心 と 周 辺 が で き て し ま い 、 し ば し ば組 織 内 に 「 温 度 差 」

が惑 じ ら れ、 「 空 気 感 」 の 統切ゞ 問 題 と な る こ と が あ っ た 。 規模 の 大 き な 病 院 で は 、 直 接 対 応 し

な い 科 の I戻 師 、 あ る い は 通 常 の 手続 き を 守 る 事務 職 員 と の 温度 差 が語 ら れ た 。
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朝 の 会 議 に 出 て い る 人 とそ う でな い 人 と の 温 度 差 が 激 し い （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3) 。
「 病 棟 の ナー ス と か で も 、 今 ま で そ れ程 話 し た こ と が な か っ た 人 と か で 、 病 棟 で 一 緒 に や っ て い る と 、 結 構 、

一 体 感 み た い な も の が 出 てき て 、 後 は COVID の 会 議 と か で も 、 私 は 院 長 と 殆 ど 話 し た こ と がな か っ た の です

が 、 • • そ う い う 人 達 、 あま り 各 科 の 上 の 方 とか 、 全 然 、 話 し た こ と は な か っ た の で す が 、 意 外 と 繋 が り が 出 来 て 、

今 回 の こ と で 、 ち ょ っ と 確 か に 、 全 体 、 病 院 で 一 体 感 み た い な も の が 、 開 わ っ て い る 人 の 中 で は や は り 出 てき

て い る と 思 い ま す 。 た だ 、 関 わ っ て い な い 人 と の 温 度 差 がす ごい の が 問 題 だな と は 思 っ て い ま す 。 • • •

［ 他 科 と の 温度 差 は ］ 埋 ま り 切 っ て は いな い です が 、 実 際 、 入 院 の 患 者 が 増 え た の と 、 後 、 他 の 科 の 、 例 え ば 、

救 急 の 患 者 と か 、 外 来 に 来 る 患 者 がめち ゃくち ゃ 減 っ て い る の で す 、 今 。 • • • 病 院 全 体 の 入 院 患 者 が と ても減っ

て い て 、 そ の循環器と か 、 循環器 内 科 で 今 ［ 医師 が ］ 5 人 か 、 6 人 い る の です が 、 患 者 8 人 し か い な い と か 。

・ （ 普 段 は ） 多 い 時 で 30 人 く ら い ら し い の で す が 。 多 分 、 ど の 科も結構 、 減っ て い て 、 そもそも救急搬送が減っ

て い る の です 。 それですごく暇 ら しい の で す 。 • • • ICT の ト ップが院 長 で 、 今 回 の C OVID 対 策 班 と い う の を 院 内

で 作 っ て い る の です が 、 そ れ の トップも院長 が や っ て い る の で 、 院 長 か ら の トップダ ウ ンで他科 に 降 ろ せ る の で



す 。 で す の で 、 や れ と 。 人 を 出 し な さ い と 。 と い う の は 院 長 か ら の 命 令 と し て 出 来ま す の で 、 そ こ をそ れ で無

理 に でも や ら せ て い る と い う 感 じで し ょ う か 。 」

若 手 で 、 や り た く な い 、 と い う 医 師 も 。 「 う ち は 初 動 を 少 人 数 で 対 応 す る 様 に し よ う と い う ふう に し て 若 手 を 置

き 去 り と 言 い ます か 、 他 の 専 門 科 は 専 門 科 の 仕 事 を し て も ら っ て 、 ち ょ っ と 置 き 去 り に し て 話 を進 め て し ま っ た

と こ ろ があ る と 思 う の です 。 ですので 、 そ れで意識を 共 有 でき な く て 、 こ う い う 状 況 にな っ て しま っ た の だ な と ・ ・ ' o

か と 言 っ て 、 最 初 か ら そ れ ほ ど の 大 所 帯 で 動 い て も 仕 方 な か っ たな と いう の は あ る の です が 、 結 果 論 な の です

が 、 で す の で 、 ど う に か して全体で意識を共有 し て い け ば 、 少 し ず つ 変 わ っ て く る の かな と 」 （ 同 4/2 5 )

「 最 初 は • • • CT 撮 る の も 結 構 、 と て も 時 間 が か か っ て 大 変 、 今 は慣 れ て と て も ス ム ーズ に 撮 れ る 様 に な っ た の

で す が 、 最 初 は な か な か 、 救 急 外 来 に 来 て い る 人 を CT を 撮 り た い と 言 っ て も 、 コ ロ ナの 疑 い で撮っ て 下 さ い

と 言 う と 、 で は 夕 方 で 良 い で す か み た い な 、 患 者 さ ん が 全 く い な く なっ て 夕 方 で 良 いですか ［ と いう 返 事 が 返 っ

て き て］ 、 い や い や 、 今 来 て る と 言 っ て い る の に 、 み た い な 。 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 4/3 )

ま た 他lli財重 （ と く に 看 護 師 ） の ス ト レ ス の 問 題 も 語 ら れ た 。

「 ナー ス に 関 し て は 、 一 応 、 1 回 は 全 員 、 臨 床 心 理士 の ス ク リ ーニ ン グ を や っ た み た い で す 。 医 者 は 匿 い て け

ぼ り な の です が 、 私 達 は 全 然 、 ス ク リ ーニ ン グ を や っ ても ら っ て い な い の で 、 私 自 身 の こ と を 言 え ば 、 最 初 の

一 週 間 が本 当 にス ト レス の ピ ー ク で 、 めち ゃ めち ゃ い ら い ら し て い ま し た 。 もう 、 家 に帰 っ て 、 妻 も 医 者 です の で 、

嫁 さ ん に 愚 痴 っ た り と か 、 後 は お酒を飲んでと か 、 • • • こ の ま ま で は ダメ だ と 思 っ て 、 い ろ い ろ な と こ ろ 、 中 に入

ら な く ても 出 来 る 業 務 は 、 他に振 っ て い こ う とか 、 • • • と い う 感 じで 、 動 い て行きま し た 。 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病院

4/25 ) 

「 あま り 特攻 隊 感 が 出 る の も 嫌だな と 思 っ て 、 うち は 分散 し て し ま っ た の です 。 です の で 、 皆 、 今 、 入 院 し て い

る の は 5 人 で す が 、 それぞれ主 治 医 が違 う と い う 感 じです。 • • • 内 科 1 チー ムです の で 、 内 科 1 チーム で 誰 が 、

も う そ れ は あ る 意 味 ロ シ ア ン ル ー レ ッ ト で す よ ね と い う 話 を し て 、 対 応 す る と い う 形 で し て し ま っ て い ま す が 、 善

し悪 しですよね。 そ う や っ て や っ て い る と 、 皆 自 分 の こ と な の で 興 味 、 興 味 と 言 い ま す か 、 自 分事 に な る じゃな

い で す か 。 だ か ら 関 わ っ て く れ る し 、 意見もくれる し と い う 形 で の 巻 き 込 み方 は 出 来 ま す が 、 一 方で分散す る こ

と に よ る 感染 l) ス ク と か 、 後 、 周 知 徹底 が 上 手 く行 っ て い な い と 、 看護師 さんがみて い て 、 ち ょっ と 先 生 あれ は 、

と か と い う こ と が 出 た り す る と 、 呼 ばれ た り と か す る こ と も 当 然あ り ま す し 、 そ こ は 看 護 師 が い ろ い ろ と調 整 し て

い ま す が 、 や は り 少 な い 人 達がち ゃ ん と 少数精鋭でやっ た 方 が 良 い か な と 思 う 反 面 、 精神 的 な 部 分 を ど う や っ

てサポー ト す る か と い う と こ ろ と か 、 そ の 辺 り が難 し い な 、 病 棟 間 も そ れ が あ る の で す 。 診て い る 病 棟 と 、 診 て

い な い 病 棟 が あ っ て 。 • • •

時 々 、 院 内 に 入 っ て か ら の 発 熱 と か の 人 だ と 少 し ひ や っ と す る と か と い う こ とが な く は な い じ ゃ な いです か 。 そ

う い う 瞬 間 と か も 、 普段看て い な い 病 棟 の 看 護師 さ ん達 は 、 若干 、 パニックま で は い か な い け れ ど 、 大慌て し

てみたいな と こ ろ とか 。 も ち ろ ん 、 個 室 に は 入 れ て い る の です が ｀ そ の 辺 り も含 め て 、 中 々 、 温 度 差 と いう の は 、

院 内 の 医 者 同 士 だ け で は な く て 、 職種 同 士も い ろ い ろ ある な と い う の は 聞 い て い て 改 め て 感 じ ま した 。 」 （ 関 東 ·

都市 ・ 病 院 4/25 )

「 普段ニコニコ し て い る 人 ［ ス タ ッ フ ］ が 、 休 憩 時 間 に 入 る 前 の と こ ろ で 、 看護師さ ん が話を 聞 い て い て 泣 い て

い た り と か 、 み た い な 。 そ れ で 後 で聞 く と 、 言 い 方 が事 務 の 中 で も 少 し き つ く な っ て き た り と か と い う の で 、 よ

り 新 人 ほ ど ダメ ー ジ を 受 け や す く な る と い う か 。 • • • 結 構 み ん な 柔 ら か い 人 が 多 く て 、 す ご く 和 気 藤 々 と した職場

だ な と 思 う の です けれども 、 そ の 中 でも 、 意 識 し て 柔 ら か く 伝 え よ う と し て い る と い う の が 目 に 見 え て わ か る ・ ・ ・ 。

頑 張 っ て 笑 顔を 作 ろ う と し て い る 感 じ• • • 」 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 4/23 )

「 事 務 ス タ ッ フ の 3 人 の う ち の 1 人 の 緊 張感 が 高 ま っ て い る の が 、 も う 見 て 取 れて い て 、 全 然 イ ラ イ ラ し な い 人

だ っ た の が 、 す ご く イ ラ イ ラ し始 め て 、 こんなタ イ ミ ン グでキ レ る の か み た いな 感 じ の こ と が 出 て き て ですね 、 そ
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れ で他 の ス タ ッ フ か ら も や は り 緊 張 感 が凄 い と い う 話 が 3 月 中 に 出 だ し て い て 、 自 分 で も 見 て 取 れ て い て 、 4

月 は 緊 急 事 態 宣言 が 出 る 前 か ら 、 も う ス タ ッ フ は 1 人 休 ま せ る よ う に 、 3 人 いる う ち の ス タ ッ フ の 1 人を 休 ませ て 、

常 に休 み を 多 く 取 る よ うな シ フ ト を 敷 い て 、 それか ら は や っ と 少 し 緊張緩和がされてきた と い う 感 じ で しょ う か 」 （ 閑

西 ・ 都市 ・ 診 療 所 5/1 2 )

5 . 3  対応① ロ ー テ ー シ ョ ン の 導 入

以 ［ の よ う な 負 担 の 集 中 や 温度 丸 な ど 、 COVID - 1 9 対 応 に お け る 間 姐 に 対 し 、 い く つ か の {l_ )j

で 改 礼 が 図 ら れ た 。 具 体 的 に は 、 1月 職釉 内 で の ロ ー テ ー シ ョ ン の 焉 人 、 マ ニ ュ ア ル に よ る ‘I青報 の

共 イ［ 、 ス タ ソ フ の ケ ア に よ る • 体感 の 醗 成 な ど で あ る 。

医 師 は 当 番制 に した 。 看 護 師 は 「 あ る 程 度 、 装 着 、 装 備 を 着 る の に 慣 れ る 必 要 も あ っ た の で 、 事 前 に 何 回

か 練 習 ぱ し た の です が 、 た だ 実 際 に 着 け る と な る と い ろ い ろ と 出 て く る の で、 … 慣れ て い る 人 が ま た 次 の 人 に

教 え て と い う 形 で 、 少 しずつ対応 出 来る 看 護 師 の 数 を 増 や し て い っ た 」 （ 関 東 · 都市 ・ 病 院 3/26)

5.4 対応② 情報の 共 有 （ マ ニ ュ ア ） レ の作成 ）
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「 医療 事 務 の 専 門 職 と い う • • 職 種 が あ る の で す が 、 そ の 職種 が い ろ い ろ 情 報 が 来 る と 、 関 係 の !CT メン バ ー

に CC で 流す と い う の をひたす ら や っ て い た り した 」 。 そ の 他 、 「 SNS の コ ロ ナ 対 応 し て い る 人 達 が 集ま っ て い る

ス レ ッ ドみ た い な と こ ろ か ら 、 い ろ い ろ な 情 報 が 流 れて く る の で 、 そ れ を 見 な が ら 、 少 し 時 々 質 問 もさ せ て 頂 い

た り し な が ら 、 情 報 共 有 を し て 、 そ れ こ そ だ か ら CPA ［ 心 肺停止］ の 対 応 と か 、 こ の 間 3 月 1 8 日 か 何 か に

出 ま した が 、 あ あ い う の も 、 気 付 か な い と 普 通 に CPA 対 応 し て しま っ た り し て い る の で 、 あ の 様な ア ナ ウ ン ス

が 急 に 出 る と 、 現 場 も そ れ で や は り 調 整 し な け れ ば と な り ます し 、 後 、 病理解剖 は 病 理 解 剖 で 、 病 理 学 会 か

ら 実 は 病 理 の 先 生 達 にた く さ ん お 達 し が 来 て い て 、 病 理 は コ ロ ナ 陰性 を 確 認 しな い と 、 病 理 解 剖 し な い と な っ

て い る の です 、 今 は 。

何 か 、 そ う い っ た 情 報 が次 か ら 次 へ と 入 っ て く る の で 、 そ う す る と そ の 情報 を 一 つ 一 つ 整 合 性 を 院 内 で合 わ

せ よ う とす る と 、 それぞれの 先 生 に確 認 し て 、 で は こ こ の ラ イ ン は どう です か と か 言 っ て 調 整 して 、 で は 方 針 を

決 め て と い う 形 を 作 っ て 行 く と い う 感 じ です 。 」

最 終 的 に マ ニ ュ ア ル を 作 る に 至 っ た 。 「 あ ま り 私 が 全 部 や る の も 少 し微 妙 な バ ラ ン ス に な る な と 思 っ て い て 、

そ う いった事務 的 な こ と と か 、 現場 の リ ー ダー は 、 ICN ［ 感 染管理看護師］ に や っ て 欲 し い な と 思 っ て い た の で 、

マ ニ ュ ア ル を 作 っ て ね と言 っ て 少 し 投 げて い た の です が 、 な か な か 、 相 当 忙 し か っ た の か 、 マ ニ ュ ア ル が な か

な か 出 来 な か っ た の です 。 そ れ で 、 そ う こ う し て い る 内 に 、 や は り 決 め た こ と は そ れ ぞ れ の 現場 で い ろ い ろ と

決 め て 、 み ん な が現場で好き勝手な何 か を 作 る の で す 。 … も の に よ っ て は 、 ち ゃ ん と した も の も あ れ ば 、 結 構 、

感「青 的 に 書 い て あ る も の も あ っ た り す る の を 散 見 し な が ら 、 こ の ま ま で は 大 分 ま ず い な と 思 っ て 、 3 月 初 旬 に

頼 ん で い た の で す が 、 出 来な か っ た の で 、 あ る 逓 末 を使 っ て 一 気 に 今 ま で あ る 情 報 を 全部 も ら っ て 、 私 が 突

貫工事でマニュ ア ル を 作 っ た 。 • 9

こ れ っ て 所謂 、 辞書みたい な も の だ と 思 っ て い て 、 辞 書 は い く ら あ っ て も 、 見 な い 人 に と っ て は 見な い の で 、

これだ け で は ダメだねと話をし て 、 ICN と 協働 し て 作 っ た の が 、 • • ア ク シ ョ ン カ ー ド と い う も の を 作 っ て 、 各 部 門

が ぱっ と 動 け る よ う に 、 PDF 1 枚で勤きを 見 る み た い な 感 じですね。 例 え ば 、 こ う い っ た 感 じで 1 枚 、 外 来 の 事

務 さ ん が や る ぺ き こ と 、 み た い な 感 じでこれをラミネ ー ト に し て 、 置 い て お く み た い な感 じ • • こ う い う も の を い く つ

か 作 っ て 、 現場に遠 元 して い る と い う 様 な こ とを 、 夜 な 夜 な や っ て い た 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 3/2 6 )

「 ［ 他 の 医 師 に も 関 わ っ て も ら う 中 で］ 検体採取ミスみた い な も の が あ っ て 、 • • • 私 達 は最初 か ら 関 わ っ て い る の

で 、 当 た り 前 と 思 っ て いた 、 当 た り 前と 言 い ま す か 、 私達 の 中 で は 当 た り 前 の こ とだ っ た の が 、 ［ ミ ス し た 医師 か ら ］



そ ん な こ と 知 ら な い し 、 と す ご く 切 れ ら れ た り し ま し た が。 そ れ 1ま 、 分 か ら な い よ な と は 確 か に 思 っ て 。 で も 、

それもマ ニュア ル を 作 っ て 。 マニュア ル 、 マ ニ ュ ア ル で 、 マ ニ ュ ア ル が と て も た く さん 出 来 て 、 何 の マニュア ル

が ど こ に あ る の か と い う こ と が 分 か ら な く な っ て し ま う の です 、 ど う し て も 、 です の で 、 ある程度 、 私達が決めた

こ とと 言 い ます か 、 私 達 が こ う い う ふう に やっ て い る み た い な も の が 、 な る べ く 仕 事 を 分 散 し て 行く 様 に 、 や っ と 、

最 近 、 少 し 分散 出 来 て 、 マニュア ル 化 出 来 て 、 そ れ が 蘭 わ る 各部署に割 り 振れて 来 て 、 私 達 の 仕 事 が少し減っ

て 来 た な と い う 感 じ は あ る 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病院 4/25 )

5.5 対応③ ス タ ッ フ ヘ の ケ ア 、 一体感の醸成

細 か く 部 門 長 に話 を 聞 い て 、 ト ータ ル の 仕事量が増 え な い 様 にする （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 4/2 ) 。 先 を 見 通 し

た情報を 出 し 、 ス タ ッ フ を 安 心 さ せ る （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 4/25 )

「 時 々 、 ワ ー っ て 怒 る 人 が い て 、 そ の 人 を な だめ に い く み た い な こ と は や り ま す 。 • • • や は り 、 看 護師 さ ん は 、

現 場 で キー っ て な り ま す ね 、 · • で す の で 、 何 度 か 師 長 さ ん達 の 会 に行 っ て 、 い ろ い ろ お 話 を す る と 、 ICN が 、

先 生 が来 て く れ て 良 か っ たですと 、 泣きそう に な り な が ら 」 言 っ た （ 関 東 · 都市 ・ 病 院 3/26 )

「 ［ 対 応 す る スタ ッ フ 間 で は ］ 逆 に結 束 が 高 ま る 感 じ は あ り ま す が 、 そ こ と だ か ら 、 他 と の 温 度 差 が ど ん ど ん 出

て し ま う と 良 く な い よ な と い う の は あ る の で 、 積極 的 に い ろ い ろ と 話 は 聞 く 様 に し て い ま す 。 そ れな り の ス ト レ ス

が 各 方 面 に 溜 ま っ て い る こ と は 間 違 い な い だ ろう な と い う の と 、 や は り 、 4 月 に い ろ い ろ と 流 入 し て き た い ろ い ろ

な新入職員 と か 、 他 の 職場 か ら 来 た 職 員 と の 温 度 差 と い う の 1 ま 当 然 あ る わ け です 。 です の で 、 そ の 辺 が 、 例

え ば流 行 地 域 か ら 来 た 人 に と っ て は 、 そ こ で や っ て きた い ろ い ろ な こ と と こ こ と の 比 較 と か 、 そ れ は い ろ い ろ な

他 の 診 療 科 で も そ う で す し 、 逆 に 全 然 、 の ほ ほ ん と し た 地域 か ら や っ て き た 人 も い ま す の で 、 そ う い う 人 達 か

ら す れ ば 、 え つ 、 何 で こ ん な こ と を 、 や る の です ね み た い な 話 に な っ た り と か 、 こ の 辺 の 温 度 差 を 埋 め て 行 く

の に少 し 時 間 が必要だな と い う と こ ろで し ょ う か 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 4/25 )

受 付 の ビ ニ ール シ ー ト を し た り 、 制 服 の ク リ ーニ ン グを 自 宅 で や っ て も ら っ て い た の を • • ク リ ーニ ン グ に 出 す よ う

に した り 。 それまで は情報を積極 的 に共 有 して い た が 、 あ え て言わない よ う に した り 。 ス タ ッフ ヘ の 感謝を積極

的 に 口 に 出 す よ う に した り 。 朝 の カ ン フ ァ 、 夜 の 振 り 返 り な どで。 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療所 5/1 2 )

「 朝 礼 と か も • • 今 ま で 全 員 揃って話を し て 、 と い う の が き っ と 良 か っ た の か な と 思 う の です けれども 、 今 は も う 人

数を絞っ て と い う ふう に し た り と か して 。 な の で 、 情報 自 体 は伝 わ る よ う に ノ ー トだっ た り い ろ い ろ な 電子媒体だっ

た り だ と か で やっ て い る の です けれども 、 何 か こ う 、 さ さ く れ た 感 、 み た い なも の が 出 てき て い る な と い うの は 思 っ

て い ま す 。 多 分 、 情 報 と し て は 伝 わ っ て い る の だ け れ ど も 、 何 か こ う 温 か み が や は り な く な っ て き て しま う の で 、

そ こ の 寂 し さ と い う の 1 ま あ る な と 思 っ て 、 た だ 、 温 か さ と か コ ミュニケ ー シ ョ ン と い う の が 医療 安 全 面 で も 大 事 で

す と い う こ と を 、 うち の 中 の 医療安全チーム が よ く 言 っ て い て 、 結 局 コ ミュニケーシ ョ ンの なさ が ミ ス に つ な が る 、

と い う こ と も あ る の で 、 そ こ と の 天秤だな と い う の は す ご く 感 じ ま す 。

な の で 、 … 給 料 明 細 を 年 に 1 度 自 分で 手 渡 す の で す けれども 、 そ れ を 年度 替 わ り に 昇給 し た こ と を 含 め て 、

院 長 面 談 と い う 形 で 1 人 ず つ 話 を し て 、 思 い を 聞 い て 、 あ り がと う ご ざ い ま す と 言 っ て そ の 分 さ さ やかですけれ

ど も 、 と 言 っ て昇給 し た も の を 渡 す 、 と い う よ う な 習 わ しみ た い なも の を し て い る の です けれども 、 今 年 は そ れ

を止め た の で 、 そ う する と 直 接 伝 え る 機 会 が な い な と 思 っ た の で 、 全 員 に手紙を 書 い て 、 給 料 明 細 に 入 れ て 、

と い う こ と を した ・ ・ ・

あ と は 今 、 地 元 の 飲 食 店 が 、 か な り 1 日 に 1 人 か 2 人 し か ［ 客 が ］ 来 な い よ う な 感 じ にな っ て い て 、 み ん

な 窮 地 に 立 た さ れ て い る の で 、 そ こ の テ イ ク ア ウ ト と か を 週 に 1 ~ 2 回 、 みんなで や っ て い る の です けれ ど も 、

そ れも や は り 職種 に よ っ て給 料 が 違う の で 、 や は り 頼 む の は看護師長だけだった り と かす る の です よ 。 な の で 、

地域応 援 し よ う 券 み た い な も の を 作 っ て 、 私 と も う 1 人 の 法 人 の 理事 2 人 で 、 カ ン パ し て お 金 を 出 し 合 っ て 、 1

人 2000 円 分 の 食券 を 子 供 が 手 作 り して く れ て 、 そ う い う 出 前 と か テ イ ク ア ウ ト を 出 来 る よ う に 、 み た い な 感 じ に
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し た の です けれ ど も 、 そ う い う も の を 同 封 し て 、 今 日 それ ぞ れ の ボ ック ス に 入 れ た の です け れ ども 、 そ う す る と

みんなすごく喜 ん で く れ て 、 個 人 個 人 に書 い て い る の で 、 自 分 を 見 て く れ て い る こ と が わ か っ て 9喜 し か っ た 、 と

い う よ う な 感 じ で 、 結 構 涙 が 出 ま した 、 と 言 わ れた り と か し て 、 そ れ を 聞 い て ま た 私 も 元 気 が 出 て 、 み た い な

感 じ で 、 何 か そ う い う 意 識 的 に コ ミュニケーシ ョ ン を 取 っ た り 、 温 か さ を 届 け た り 、 届 1ナ ら れ た り 、 と い う こ と を し

な い と 、 少 し 保 た な い な と い う よ う なと こ ろ は あ る か な と 思 い ま す 。

う ち が 外 来 と 病 棟 と 在 宅 が あ る と こ ろ で 、 有 床 診 療 所 な の で す け れ ど も 、 外 来 ス タ ッフ は や は り そう い う リ ス ク

が 増 え て き て い る 中 で の 疲 れ 感 と い う の は 明 ら か に 出 て 来 て い ます し 、 病 棟 も ず っ と パ ン パン の 状 態 が続 い て

い て 、 と い う の がデ イ と か シ ョ ー ト を 取 り や め て い る 事 業 所が 増 え て き て 、 シ ョ ー ト が看 て も ら え な い の で 、 も う

家 族 が無理なの で入院で看て欲 し い と い う こ と だ っ た 弘 或 い は 0 0 県 が感 染 症 の 病 棟 が す ご く 少 な く て 、 あ っ

と い う 間 に溢れ 出 し て し ま っ て い る の で 、 一 般 の 病 院 の 患 者 さ ん の 受 け 入 れ 要 請 がす ご く あ っ て 、 な の で誰 か

が 退 院 し た ら す ぐ に 入 っ て く る 、 み た い な 状 況 で ｀ も う 病 棟 も 全 然 休 ま ら な い と い う の も あ っ た り 、 本 当 に 色 々

な 意 味 で みん な 少 し疲れてき て い る こ と は 確 か か な と い う ふう に は 思い ます 。 • • • それぞれの 思 い で 動 い て や っ

て く れ て い る こ と は 、 そう い う こ と がす ご く 助 か っ て い る し 、 い い ね と い う こと を 伝 え る よ う に し て い るの で 、 そ う やっ

て離れて つ な がる 、 み た い な こ とを評価 し た い な と は 思 っ て い ま す 。

コ ミ ュ ニケー シ ョ ン を 細 か く 取 っ て い く こ と が 、 ミ ス の 減 少 に も つ な が り ま す し 、 続 け て こ こ でず っ と 働 き た い と

い う よ う な 職 場 に も な っ て い く の か な と 思 う の で 、 結 局 そ こ で使 う 労 力 と い う の が 、 間 違 い な く 効 果 が あ る と い う

こ とを 自 分 で実感 し て い る と い う か 、 逆 にそ こ をスキップし て 疲 れ た か ら 後 は み ん な や っ てね 、 よ ろ し く 、 み た いな 、

自 分 は も う 知 ら ない か ら 、 み た い な 感 じ に す る と 、 何 か あ れ か な と 思 う の で 。 権 限 は委譲 し て 、 自 分達 の 主 体

性 を 持 っ て 、 圧 倒 的 な 当 事者意識と い う の です け れ ど も 、 当 事者意識を持っ て も ら っ て と い う ふ う に は し て い る

• そ れ を 見 て い る よ と い う サ イ ン を 出 す と い う の は 大 事 で 、 そ れ は 言 葉 だ け で は な く て 、 形 に 残 る 、 文 字 に 残

る も の と い う の が 有 効 だ な と 、 医 療 安 全 の チー ム か ら教 え て も ら っ て や っ て い る と い う 感 じで し ょ う か 。 」 （ 中 国 ・

都市 ・ 診療所 4/23 )

5 .6  組織文化

以 上 の よ う な 対応 を 、 長 期 に わ た っ て そ の 組織 が作 り 上 げた 組織文化が支 え て い た 。
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「 私 達 は こ こ で 20 年 や っ て い る も の です か ら 、 少 しず つ 作 っ て き た も の は 、 み んな が 自 分 の 思 っ た こ と と か 疑

問 に思 っ た こ と と か を言 っ て も い い と い う 、 そ し てそ れ は 受 け止 め ら れ る よ と い う 、 そ れ が き っ と 誠実 に 言 っ て 、

何 ら か の 形 でア ク シ ョ ン が返 っ て く る な り 何 な り を 、 誠 実 に や っ て い く 組 織 に し て い る うち に 、 み ん な が き ち ん と

自 分の 思 っ た こ と を 伝 え よ う 、 疑 問 に 思 っ た こ と は きち ん と 伝 え よ う と いう 文 化 が 出 来 た こ と が 一 つ 大 き い の か

な と い う こ と と 、 私 達 も 実 は 医 療 安 全 委 員 会 、 私 達 は リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト と い う 委 員 会な の で す け れ ども 、 や は

り そ こ は 私 達 の と こ ろ で も 重 要 な 役割 を 果 た し て いて 、 た っ た 27 人 の 診 療 所 の く せ に 、 年 間 で 上 が っ て く る イ

ン シ デ ン ト の 件数 は も の すごい数 が 上 が る 診療 所 な の です よ ね 。 ど ん どん や ろ う 、 と 。 思 っ た よ り 少 し 上 手 く い

か な か っ た こ と と か を ど ん ど ん 言 っ て 、 誰 も 責 め な い か ら 改 善 し て い こ う と い う ふう に は 、 こ れ も も う 1 5 年 、 20

年 来 ず っ と やっ て い る の です よ 。 そ う す る こ と で 、 誰 も 責 め ら れ ず に物 事 が よ く な っ て い く経験を 、 う ち の 診療

所 はみ ん な が知 っ て い る の です 。

だか ら 、 思 っ た こ と を 言 っ て コ ミ ュニケー シ ョ ン を す れ ば 良 く な っ て い く とい う 経験が 、 染み 付 い て い る よ う な 組

織 で は あ り ますね。 だ か ら み ん な 喋 り 合っ て 、 下 の ドクタ ー達 も そ の 中 に あ る 委 員 会 の 一 員 と し て 入 っ て い く の

で 、 み ん な が そ う や っ て 喋 っ て い る 中 に ど ん ど ん文 化 に染 ま っ て い く 感 じ に な っ て い ま す 。 」 （ 北 海 道 ・ 周 辺 ・

診療所 4/23 )

「 朝 の 朝 礼 と振 り 返 り と い う の はす ご く 大 事 に し て い て 、 振 り 返 り の 時に み ん な か ら そ の 日 の 患 者 さ ん の 状 況を

聞 く よ う に し て い る の ですね。 私 の 知 ら な い とこ ろ でス タ ッ フ が 患 者 さ ん と ふ れ あ って得た情報です と か 、 感 じた



こ と と か をみんなでシェアす る よ う にす る と 、 そ こ でも し か した ら ス タ ッ フ の 主体性が生まれて い る か も し れ な い 。

や ら さ れ て い る 感 で は な く 自 分 がち ゃん と 患 者 さ ん と 一 対 ー で 向 き 合 っ て い る 。 そ う い う よう な 内 容 の こ と を朝 、

0 0 ク リ ニ ッ ク の 1 00 の 基本 と い う そ う い う も の を 作 っ て い て 、 1 日 一 つ ずつ 1 00 の 基 本 を 朝 の 朝 礼 で 読 ん で

い く の です ね 。 そ の 中 に ク リ ニッ ク の 理 念 に 基づ い た み な さ ん に 行 動 し て い た だ き た い 1 00 個 の も の が書 い て

い る の で 、 そ う い った 中 に 自 分 を 覚 え て も ら う よ う にお仕事を しま しょう 、 み た い な 事 と か が 書 い て あ っ た り と か 、

い ろ い ろ 書 い て あ る の です け れ ど も 、 も し か し た ら そ う い う 1 00 の 基 本 を 、 日 々 理念 を 言 っ て い る の で 、 そ れ に

基 づ い た 行 動を し よ う と い う 事 がベース に 伝わ っ て い た ら い い なと 思 い ます けれ ど も 。 こ う い う 事 は 少 し だけ 努

力 して い ます 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 · 診療所 5/ 1 5 )

5 .7  経 営 的 問 題 と 悩 み

C OVID-1 9 が も た ら し た 影響 と し て 患 者 減 （ と く に 定 期 的 な 外 来 患 者 、 小 児 科 な ど） が あ り 、

医 療 機 関 は 経 営 的 間 題 も 抱 え る こ と に な り 、 C OVID-19 に 対 応 す る こ と を 忌 避 す る 傾 向 も 生 ん

で い る 。 こ う し た 事 態 に 対 し 、 厚 生 労 働 省 は 診 療 報 酬 の 改 定 な ど で 対 応 し よ う と し て い る が 、

C OVID-19 の 患 者 を 受 け 入 れ る こ と が 医 療 機 関 に と っ て 経 営 的 に 損失 と な っ て い る と い う 深 刻 な

事態 は 、 そ の 後 1 年 近 く 解消 さ れ ず 、 大 き な 懸念 と な っ た 。

こ の ま ま 通 常 の 入 院 患 者 の 受 け入れを止 め て い る と 病 院 もつ ぶれ る の で は 、 と い う の を 一 生懸命考え る よ う に

な っ た 。 病 院 自 体 は 、 6 月 以 降 は電話再診 1ま止め る よ う に と 上 か ら 言 わ れ 、 対 面 再 診 に 変 わ っ た 。 6 月 か ら

は 新規の 入 院 は 毎 日 来 る 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 複 合 6 / 1 7 )

う ち の ク リ ニッ ク も 、 今 4 割 減 。 患 者 さ ん が 4 割 減っ て 、 外 来 は 4 割減です。 近所でも看護師 さ ん と事 務 員 さ

ん を 全 員 解 雇 し た と こ ろ が 出 て い ま す 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診療所 6/6 )

「 少 し風邪症状があっ た ら 休む よ う に し ま しょ う み た い な 空 気 が 出 て い ま す け れ ども 、 や は り 1 人 医師 診 療 所 は

そ れ は キ ツ イ で す よ ね 。 • • • コ ロ ナと わ か っ て し ま え ば 、 全 然 そ ん な こ とも迷い な く でき る け れ ど も 、 例 え ば少 し

咳 が 出 る と か で 全 然 元 気 だっ た ら 、 念 の 為 休 む と か 簡単 に 出 来 な い で す よ ね 。 • • • 患 者 さ ん に 迷 惑 を か け る と

い う 思 い が 一 番 強 い し 、 や 1 ま り 風評被害 で は な い です けれ ども 、 評 判 が と て も 怖 い し 。 頭 で は わ かっ て い る け

れ ど 、 実 際 に 行 動 に移 す の は 本 当 にハ ー ドルが高 い な と 思 っ て し ま い ます」 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診 療 所 5/ 1 2 )

6 . 地 域 内 の他機関 と の 関 わ り

6.1  保健所

対応 に お い て は 、 地 域 内 の 他 の 機 関 と の 関 わ り 合 い も 出 て く る 。 も っ と も 重要 な の は 保健所 で

あ る 。 保健所 の 職 員 へ の イ ン タ ビ ュ ー は 行 っ て い な い が、 3 ~ 5 月 頃 に は 、 マ ン パ ワ ー の 不 足 や

機 器 の 不 十 分 さ 、 感染 の 急 激 な 拡 大 な ど に よ っ て 、 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医 同 様 に （ あ る い は そ れ 以

上 に ） 疲 弊 し て い る 様子 と 、 そ う し た な か で 円 滑 に 対応 を 行 っ て い く こ と の 難 し さ が垣 間 見 え る 。

そ れ 以 降 の 事情 は 地域 に よ り 大 き く ば ら つ き が あ る よ う で あ る 。 医 療 機 関 か ら 様子 を 見 て 声 掛 け

を す る こ と が有効 か も し れ な い 。

(a) 当 初 の 混乱

「保健所に電話 し た の です が 、 保健所と し て は 、 私 と して は こう い っ た 肺 炎 像 が あ っ て 、 1 0 日 間 の 潜伏期 があっ
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て 、 読影でも COVID と 書 か れ て い る の で 、 こ れ は PCR の 検 査 を し て も ら わ な い と 、 う ち と し て は 困 る と い う の

と 、 後 は 入院適用 に な っ て い る の で 、 入 院 先 を 探 し て欲 し い と い う 、 P C R の 検 査 と 入 院 を 探 し て 欲 し い と い う 2

つ を お 願い し た の です が 、 向 こ う 保健 所 の 担 当 の 先 生 が 、 本 当 に そ れ は COVID な の です か と 、 COVID っ て 、

除 外 診 断 です か ら 、 先 生 、 そ れ はち ゃ ん と 本 当 に イ ン フ ル エ ン ザで は な い の で す か と か 、 本 当 に 何 を 根 拠 に

先 生 は COVID と 言 っ て い る の です か 、 そんなに軽 々 し く 言 わ な い で 下 さ い と い う 様 な 感 じ だ っ た の です 。

す ご く 疲 れ て い て 、 電 話 口 でもすごく 、 直 通雷話 、 医 療機 関 用 に 電 話 番 号 が 与 え ら れ て い て 、 そ の 電 話 番

号 は完 全 に 先 生 、 保健所の 担 当 の 先 生 、 0 0 区 の 先 生 に 直 接 繋 が る み た い で 、 1 ま い 保健所ですみたいな感

じ で は 全 然 なく て 、 は い 、 1ま い み た い な 感 じ で 、 す ご く 疲 れ て い た 感 じ で 、 でも私 は PCR 検 査 を お願 い し た い

の で 、 検体を取 り に 来 て くれない か と お願い し た の です が 、 そ う い う こ と は 、 本 当 に そ の 検査 が必要な の か は 、

0 0 （ 県 ） が 決 め る か ら 、 そ ん な 簡単 に 出 せ る も の では な い み た い な こ と で や り 取 り が あ っ て 、 で は 、 検 査 を

す る しな い は 別 に 良 い の で 、 入 院 先 を 探 し て 欲 し い と い う ふ う に なっ て る の です と 言 っ て 、 そ れ で 1 件探 し て く

れ た の で 、 0 0病 院 に 霞 話 を か け て く れ た の です 。

鼈 話を か け て く れ た ら 、 急 に具 合 が 、 77 歳 でハ イ リ ス ク だ っ た の で 、 急 に具 合 が 悪 く な っ て 、 挿 管 と か が 必

要 に な っ た ら 、 今 は体 制 と し て 、 無理だか ら と い う ふう に 断 ら れた ら しい の です 。 1 件断 ら れ て 、 私 達 、 や は り

保健所 の 担 当 者も 、 何 と 言 う の で し ょ う か 、 病 院 を 当 っ た こ と は な い の で 、 転 院 先 を 探 す様 な こ と は 今 ま で し た

こ と が な い の で 、 地域連携室 の 担 当 の 人 でも 突 き 返 さ れ るみ た い な 感 じ な の です 。 そ れ で 、 先 生 達 は い つ も 、

向 こ う も慣 れ な く て 、 疲 れ て い て 、 イ ラ イ ラ し た り も し て い る の です が 、 何 か 最 初 に 断 ら れ て 、 自 分 達で探 し て

下 さ い と 言 わ れ て 、 他 の 病 院を探すと 、 保健所を 通 し て く れ と言 う の です 、 病 院 で は 。

で も 、 確 か に そ う い う ル ー ル に な っ て い る の です 。 基 本 的 に そ う い う 疑 い 、 肺 炎 、 入 院症例 は 、 0 0 区 の 保

健所を 通 し て 、 保 健 所 か ら 要 請 が あ っ て 、 入 院 受 け 入 れ にな る ルー ル に な っ て い る の で す が 、 病 院 側 は 間 違 っ

て い な い の です が 、 で は 、 私 が 保 健所 の 担 当 の 先 生 に 、 お 願 い を 、 こ こ の 病 院 、 0 0 病 院 に私 の 方 か ら 電

話 を し た の で す が 、 COVI D 疑 い の 患 者 さ ん で あ れ ば 、 0 0 区 の 保健 所 か ら 電話 す る こ と に な っ て い る の で 、

0 0 区 の 保健 所 の 先 生 か ら 電話 下 さ い と な っ て 電話を切 ら れた と 、 それを保健所の 人 に言 っ た ら 、 保健所 か ら 、

い や 、 そ ん な こ と 言 わ れ て も と い う 、 す ご く 言 わ れ て 、 でも 、 し ぷ し ぶ 電 話 し て く れ た の です 。 し ぶ し ぶ 0 0 病

院 の と こ ろ に電話 し て く れ た ら 、 や 1 ま り そ れ も 断 ら れ た み た い で ・ ・ ・ 」 （ 首 都 圏 · 都市 ・ 複 合 3/24)

「 疑 似 症 の PCR 取 っ て 、 保健所と連絡を取 っ て 、 保健 所 と の 連絡がまたすごく面倒 臭 く て • • • 何 時 頃 に 取 り に 来

る と か 、 誰 を 出 す と か 、 何 時 く ら い に結 果 が 返 っ て 来 る と か 、 書類 が 足 り ま せ ん と か 、 陽性確 定 し た の で 届 け

出 を 書 い て 下 さ い と か 」 。

書類も 多 い し 、 時 間 の 拘 束も 、 時 間 の 拘 束 と い う の で し ょ う か 、 宅 急 便 の 受 取 み た い に 、 こ ち ら で 決 め ら れ な い 。

「 保 健 所 に [PCR 検 査 の ］ 業 者 が ［ 検 体 を ］ 取 り に 来 る の が 3 時 く ら い ら し く て 、 そ れ ま で に 保健 所 に 届 く 様

に 出 さ な い と い け な い の で す 。 で は 、 保健所に大体何時く ら い に 取 り に 来 ま す か み た い な 、 今 、 行 政 検 査 と 後 、

保険を使 っ た 外 注 の 業 者 の 検 査 が あ る の ですが 、 一 応 、 よ く 分 か ら な い の です が 、 保 健 所 に 聞 い て 、 保健所

が 出 来 な い と 言 っ た ら 、 外 注 に 出 す と いう 話 に 今 な っ て い る の です 、 ど う も 。 うち は 0 0 と い う 会 社 に 外 注 1ま やっ

て い る の です が ｀ そ こ は 一 応 、 出 来 る は 出 来 る の です が 、 ち ょ っ と バ ッ フ ァ 液 が 保 健 所 の も の と 違 っ た り し て 、

まずどち ら に 出 す か 確 認 しな い と い け な い の です 。 保健所に確認して保健所がう ち は 一 杯だか ら 、 取 れな い と 、

だ か ら 外 注 に 出 して 下 さ い と言 わ れ れ ば 、 外 注 に 出 す と い う 話 にな っ て い る ら しい 。 .. 昨 日 出 し た 検 体 が 、 今

日 、 結 果 が 返 っ て き て 、 私 が 電 話 を 受 け た の で す が 、 電 話を 受 け た の が 7 時 く ら い で す 、 夕 方 の 。 」 結 果 が

来 る まで帰れ な い 。 （首都圏 ・ 都市 ・ 診療 所 4/3 )

（ b ) 辿 批 · 状 況 改 四＊
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「 医者 で 1 人 、 ひ た す ら 、 0 0 県 内 で発 症 し た 人 の 症例 を 解 析 し て 、 後 、 記 者 会 見 を 全 部 聞 き な が ら 、 情報

を 拾 っ て 解 析 し て い る 人 がい る の です 。 そ の 人 が 、 と に か く 今 の と こ ろ 、 流 入 者 だ か ら 、 と に か く 流 入 を ス トッ



プする こ とをまずやっ た 方 が 良 い よ ね と . . . 。 そう い っ た 感 じ の こ と を 言 っ て い て 。 そ れ で 、 保健 所 長 が 、 去 年 ま

でうち の 病 院 の 小 児 外 科 の 部 長 だ っ た 先 生 な の で 、 保健所長に連絡を し て 、 保健所長もそう や っ て 動 い て も ら っ

て と い う の で 、 何 か 、 分 か ら な い です が 、 上 手 く 行 っ て い る の か は 知 り ませ ん が 、 一 応 ｀ 運 が 良 い だ け で す が 、

関 東 の 中 で は 一 番 少 な い 状 況 に は な っ て い る 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 4/25 )

そ の 後 、 「 0 0 先 生 と何か診療所で 出 来 る こ と はな い だ ろ う か と話をずっと し て い て 、 • • 1 回保健所に話を聞き

に 行 っ て み る か と い う こ と に な っ てですね 、 保健 所 の ド ク タ ーの 先 生 に話 を 聞 き に 行 っ て 、 自 分 達 で 出 来 る よう

な こ と と か 、 ど ん な こ と が今 人 手 が 困 って い る か と か を 聞 き に 行 き ま し た 。 そ う す る と 、 今 、 保健所 が 正 式 に 登

録 し て い る 発 熱者外 来 の 人 手 が な いか ら 、 そ こ の 応 援 ドク タ ー と して ア ル バ イ ト と して 行 っ て も ら え な い だ ろ う か

と い う と こ ろ と 、 後 は 、 実際にうち の 病 院で も本 格 的 に 発 熱者 外 来 を�保健所 が 今 は 電話センタ ー か ら う ち の

病 院 を 紹 介 す る と い う こ と は な い の で す けれ ど も�う ち でも やっ て い る よ と い う こ と を 本 格 的 に紹介させてくれな

い か と い う こ と と 、 後 は 、 軽症者を今 は保健所が電話でフ ォ ロ ー と か を し て い る か ら 、 そ う いう軽症者 と か を 受

け入れる体制 が 出 来 な い か と い う と こ ろ を 、 ア ド バ イ ス い た だ い て 」 （ 首都圏 ・ 都市 ・ 複合 4/ 1 4 )

市 の 医 師 会 で GW 頃 に PC R セ ン タ ー を 設置 し た と こ ろ も （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診 療 所 6/6 ) 。 開 業 医 が手 挙 げ方

式で PCR 検査を し て い る と こ ろ も （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療 所 4/23 )

(c) 「 第 三 設」 で の 地域究

第 — ‘i皮 の 紆験 を ふ ま え 、 多 少 余 ネ谷 が で き た と こ ろ や 、 呻 液 で の PCR 検 介 な ど を 焉 人 し た と こ

ろ も あ っ た が、 地 域 こ と の 多 様付 も あ り 、 ま た 患者 の 側 の 変 化 も あ っ た 。

保健 所 は 大 変 だ と 思 う 。 国 が 方針 出 して 、 で は な く 各保健所で各 々 考 え て や っ て い る 感 じ 、 地 域 に よ っ て や っ

て い る こ と が 全 然違 う 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 7/ 1 7 )

あ る 2 ケ ー ス で 本 当 に 嫌 な 思 い を した 。 関 東 か ら 0 0 に 来 て 熱発 。 PC R の 検 査 を し た い と 言 っ て い る が 、 結

果 が 1 逓 間 か か る と 言 う と 、 そ こ ま で 0 0 に い ら れ な い か ら 帰 る 、 と 。 1 例 目 は研 修で 0 0 に 来 て い た 。 熱 が

出 て 、 そ の 時 は 大 し た 症 状 で は な か っ た の で対 症 療 法 で様子を 見 ま し ょ う と い う こ と に し た 。 そ の 日 の 晩 、 電

話 が か か っ て き て 、 会 社 か ら 検 査 を 受 け る よ う に 言 わ れた 、 と 。 保健所 に お 願 い して段取 り を つ け た の で す け

れ ど 、 や は り 調 整 だ け で 3 、 4 日 か か る と 言 わ れ て 、 そ の こ と を 伝 え た ら 、 千 葉 に 戻 っ て 来 て か ら 受 け ろ と 会

社 に 言 わ れ た と 。 新幹線で帰 る 、 と い う か ら 、 そ れ は よ く な い 、 と い う 話 を し て 、 で は 上 司 に 言 い ま す と 言 っ て 、

も し 上 司 と話 がつ か な か っ た ら 私 か ら 上 司 に 連 絡 し ま す の で 、 と いう 話 を し た の で す け れ ども 、 そ の 後 連 絡な し 、

帰 っ た 。

も う 1 つ は 東 京 か ら 応 援できて い る 風俗かキャバクラ の 従 業 員 。 一 週 間 も い ら れ な い の で 、 と 、 連絡がつ か

な く な っ た 。 高速バスで帰ったようだ。 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療所 7/29 )

6 .2  医師会

}J| l え て 、 地 域 と し て の 対応 を 取 る う え で は 医 師 会 の 重 要I化 が何 人 か か ら 指摘 さ れ た 。 医 I,illl 会 は

梢 報 収 梨 ・ 調 整 槻 1月 と し て の 役割 を 朱 た し て い る 。 た だ し 1lt代 的 な 偏 り も あ り 、 医 師 会 の 対jf1 i (Jり

集 ま り は リ ス ク に も な り う る 。

「 ［ 重 要な の は ］ 医 師 会 が本 当 に機能す る か し な い かな の です よ 。 一 番 小 さ い 単 位 が我 ら 0 0 区 医 師 会 と い う

の があ る の で す け れ ど も 、 • • • そ こ はき ち ん と 集 ま っ て い る の で すね。 月 に 1 回 か 2 回 く ら い集 ま っ て い る の で

す けれども 、 そ こ で や 1ま り 情 報 共 有 をす る と い う 流れ が 出 来 て い る の と 、 あ と は 区 の 中 の 班み た い な も の が あ

る の です よ 、 小 さ い 数 軒 の 塊 が あ る の です 1ナ れ ど も 、 そ こ で ロ ー カ ル で す け れ ど も 、 LINE グ ル ー プをみんな

作 る よ う にな っ て い る の です 。 そ こ でt青報共 有 を し て 、 どう して い る 、 風 邪 の 患 者 も 診 て い る 、 みた い な 惑 じ と か 、
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あ と マ ス ク は どこ で 売 っ て い る か 、 みたいな話と か も 含 め て 、 今 や っ て い る と ころですね。 • • •

結 構 そ こ で市 の ダ イ レ ク ト の 一 番 の情 報 が 集ま っ て い た り と か す る の だ け れ ども 、 そ こ に 家 庭 医 の 若 い 先 生

がア ク セ ス し て い な く て 、 そ れ で 何 か Facebook で 行 政 は どう な っ て い る の だみ た い な こ と を 言 っ て し ま っ て い た

り す る の で 、 そ れ は あ な た が 知 ら な い だ け じ ゃ ない か 、 み た い な 話 は 結構 あ る の です よ ね 」 （ 首 都 圏 ・ 都 市 ・

診療所 4/1 4 )

「 医 師 会 の い ろ い ろ な各 会 員 が集 ま る よ う な 行 事 は 、 基 本 的 に 全 部 な く な っ て い て 、 理 事 会 は 月 1 回 あ る の で

すけれども 、
一 応 そ れ は 行わ れ て い ま す ね 。 比較的狭い部屋に理事 が 十 数 人 集 まっ て 喋 る み た い な 感 じ です 。

私 は 緊 急事態宣言 が 明 け る ま で は 、 全 部 自 主 的 に休 ん で い ま し た 。 一 応 明 け て か ら 行き ま し た け れ ど も 、 普

通に行われています よ ね 。 」 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診 療 所 6/1 9 )

「 他 の と こ ろ に 行っ て は 三 密 を 避 け る よ う に と い う こ と はすごく 言 っ て い る の で 、 そ の 立場でそこ ［ 対 面 で の 医 師

会 の 集 ま り ］ に参加 し て 、 市 の 医師 会 の 医 師 が 5 人 感 染 と か 出 た り した ら 、 話 に な ら な い の で 、 私 は そ うい う

立 場 な の で行きま せ ん 、 と い う こ と で 、 た だ 、 ウ ェブ 会 議 は ぜ ひ 今 後 も 必 要 な の で ｀ 準 備 し て く だ さ い と い う こ

と を お 願 い し て 、 • • • す ごく ア ナ ロ グな 先 生 が 多 い の で 、 お 互 い に こ う や っ て 繋 げ ば い い ん だ ね と い う テ ス ト を 先

月 や り ま した 。 非 常 事 態 宣 言 が 一 回 解 除さ れた の です けれ ども 、 ま た も う 一 回 な る よ う な こ と が あ れ ば 、 今 度

は それを使って会議をする と い う よ う に は お話 し さ せて い た だ い て い ま す ね 。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診 療 所 5/1 5 )

6 .3  自 治体

と く に 小規模 な 自 治体 に お い て 診療 を 行 っ て い る 診療 所 の 医 師 が 、 自 治体 と し て の 方 針 に 関 わ

る こ と も あ っ た 。
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[2 月 下 旬 ｀ 市 内 でク ラ ス タ ー が 発 生 し ］ 「 市 の 対 策 委 員 会 と か に呼 ば れて 、 どう し よ う か 、 と い う よう な 意 見 を

医 師 会 と 市 民 病 院 と か と 聞 か れた り しま した 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/ 1 5 )

「 0 0 先 生 が 0 0 市 に 来 た 時 に 、 一 緒 に 0 0 市 長 に 会 い に行っ て 、 3 月 の 半 ばく ら いだった と 思 う の です け れ

ど も 、 • • • 町 の 人 達 に 呼 び か け を し た 方 がい い の で は な い か と ・ ・ ・ 。 こ の 地域 と し て 進ん で い か な け れ ば い 1ナな

い フ ェ ー ズ に 完 全 に 入 っ て い る し 、 行 政 は 感 染 症 に 対 し て は 完 全 に素 人 な の で 、 や は り 医 療 者 が議論を 引 っ

張 ら な い と 無 理 だな と い う こ と を そ の 時 にす ご く 思 い ま し た • • • 。 市 の 対 策 本 部 に う ち の 新 し く 来 た 若 手 を 送 り 込

ん だ り 、 医 師 会 の 医 師 会 長 とも や り 取 り を した り と か 、 と い う こ と を し て 、 い つ で も い ろ い ろ な こ と が 動 け る よ う に 、

と い う よ う に 1ま やっ て い た 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/3)

5 月 半 ば過 ぎ に 、 休 館 し て い た 市 の 施設 を 6 月 か ら 再 開 す る の に 向 けて の ア ドバ イ ス 。 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診 療

所 6/ 1 7 )

0 0 市 は 、 ステップ 1 ~ 4 と し て 、 市 の 活 動 を ど の 程度緩和す る か な ど判 断 し て い た が 、 感 染 の 再増 加 を ふ

ま え 、 感 染 率 と かでフェー ズ を 判 断 し 、 こ の ぐ ら い 閉 めま し ょ う 、 と い う 助 言 を し た 。 市 がや っ て い る 高 齢 者 向

け 入 浴 サー ビ ス や 、 体 育 館 で や る 卓 球 な ど 。 三 密 を 避 け つ つ 再 開 し た が 、 ま た 閉 め る の か 、 な ど議論。 5 月

の ロ ッ ク ダ ウ ン は簡単だった。 閉 め て 、 過ぎれ ば 再 開 。 し か し with コ ロ ナで 、 閉 め れ ば生活できな い 、 し か し

感 染 を 防 ぐ 、 と い う の を ど う 両 立 す る か が ふ つ う の 感 染 対 策 と は 違 う 。 例 え ば 5 月 の 連 休 、 0 0 市 の 水族館
一 度 完 全 に 閉 め た 。 そ こ か ら再 開 す る と き に 、 入 場す る と き 2m メ ー ト ル 空 け て 並 ぷ と か 、 1 時間 の 入 場 制 限

な ど 。 そ の 後 、 1 か 月 感 染 者 が 出 な か っ た の で、 ま た 緩 和 。 感 染 者 が増 え て き た の で今 日 一 つ フ ェー ズ を あ

げた。 し か し 今 日 2 人 、 診 療 所 の ス タ ッフ 、 タ ク シ ー の運転手。 き っ と 来 週 持 たな い の で 、 明 日 朝 ま た 相 談 し て 、
一 つ あ げ る こ と に な る 。 第 一 波 が あ っ た か ら 、 そ の 経験 をち ょ っ と 活 か しな が ら 、 第 二 波 の 対 策 を し て い る 。 こ

こ で 出 た か ら 、 流行っ た か ら 、 な ど 。 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 7/29 )



6 .4 そ の他

保 育 園 医 や 、 廂 業 医 、 施 設 灰 な ど と し て の 地 域 と の 関 わ り （ 対 応 の 指 導 ） 、 市 の 観 光 協 会 な と
‘

と の 活動 も 行 わ れ て い る 。

「 第 一 波 と い う も の が 少 し 落ち 着 い てき た と こ ろ で 、 や っ と 訪 問 サ ー ビ ス であ る と か 、 介 護 の 人 たち と か 、 ケア

マ ネ ー ジ ャ ー さんたち と か 訪 問 看護師さん が何を考え て い る か と い う こ とを掴むチャンス が 出 来 る よ う に な り ま し

た 。 私 の 巷 の と こ ろ で も 、 例 え ば 0 0 か ら 退 院 し た 人 は 、 2 週 間 経た な い と 訪 問 看 護 が 行 き ま せ ん 、 み た い

な こ と が 、 本 当 か い 、 み た い な こ と が あ っ た り し た の です ね 。 最初 は こん 畜 生 と い う 怒 り の 感情 し か な か っ た の

で す け れ ど も 。

こ の 間 先 日 zoom で私 の と こ ろ の 、 0 0 市0 0 区周 辺 の 訪 問 看護師さんであ る と か 、 薬 剤 師 さ ん で あ る と か 、

ケ ア マ ネ さ ん で あ る と か 、 ヘ ル パ ー さ ん で あ る と か と い う 方 と zoom 会 議 で や っ て み た の です け れ ども 、 ま あ 怖

が っ て し ま っ て 怖 がっ て し ま っ て 、 大 変 だ っ た の です ね 。 も う す ご い で す よ 、 み な さ ん の プ ロ テ ク ト の 格 好 で 来

て く だ さ い と 言 っ た ら 、 雨 合 羽 にフェイスシー ル ドを つ け て 、 ダンボ ー ルでぐるぐる巻き に して い て 、 宇 宙服みた

いな 人 がた く さ ん 出 て き て し ま っ て 、 本 当 に 怖 い の だ ろ う な と い う こ と が わ か っ て 、 た だ 、 や は り そ れ く ら い情報

が 少 な い の だ ろ うな と い う こ と を 同 時 に 思 っ て い て 。

そ の 人 たち に 対 し て や は り 正 し く 一 緒 に チ ーム と し て 、 物 資 の こ と も 含 め て です け れ ど も 、 何か 出 来 る こ と は

な い か と いう こ と で 、 来 週 か 再 来 週 にまた zoom 会 議 を や っ て 、 正 し い 感 染 防御 の や り 方 と か と い う こ と を 聞 く 、

と い う こ とを や っ て い ま す 。 ただ 一 方 で 、 私 たち が 知 ら な か っ た こ と が何 か と い う と 、 結構 第 2 波 と い う と こ ろ で

心 配 にな っ て く る の が 、 今 回 や は り 第 一 波 の 時 は介護サ ー ビ ス 、 訪 問 サー ビ ス と か が 全 部 ロ ッ ク ダ ウ ン し た の

で す よ ね 。 デ イ サ ー ビ ス な ど は 誰 も 行 っ て い な い の です よ ね 。 訪 看 も ケア マ ネ さ ん も 全 然 行 っ て い な い の で す

よ ね 。 ロ ッ ク ダ ウ ン し たの で 、 在 宅 の 患 者さん か ら 本 当 にうち の 方 も 出 て い な い の ですよ 。 在 宅 の 患 者さ ん がなっ

て し ま った と い う こ と がな い の で す 。

た だ 、 今 本 当 にま た 再 開 し て い る と い う と こ ろ です か ら 、 次 に 第 二 波 と い う も の が 必 ず や っ て く る の だ ろ う な 、

と 。 一 番心配な の は 、 みんな何かそれで今 、 在 宅 の 患 者 さ ん が 熱発 し て し ま っ た ら ど う し よ う 、 と い っ て い る の

だ け れ ど も 、 実際に 想 像 力 を働 か せ てみ る と 、 実 は い き な り 在 宅 の 患者 さ ん が 熱 発 し て コ ロ ナ に な る の で は な

く て 、 主 介 護 者 が最 初 に なる こ と がそ う だ ろ う 、 と い う こ と が想 像 に 足る 訳 で 。 ど う い う こ と か と い う と 、 主介 護

者 が コ ロ ナ にな っ て し ま っ た 場 合 、 で は ［ 患 者 ］ 本 人 は ど う す る の 、 と い う 話 に な る の で す よ ね 。 本 人 が濃 厚

接 触 者 に な る 訳です。 で は 濃 厚 接触 者 を シ ョ ー ト ス テ イ 入 れ て く れ る の か 、 と い っ た ら現 実 問 題 あ る わ け で す

よ ね 。 今 そ う い う と こ ろ とい う 問 題な ども 、 や は り そう い う 人たち と 話 し て い る と 当 然 出 てく る わ け で 、 何 と いう の か 、

一 つ は そ う い う情報 をきち っ と 家 庭 医 1 ま 集 め な け れ ば い け な い し 、 家 庭 医 と して そ う い う 想 像 力 を働 か せ る こ と

が 如 何 に でき る か と い う こ と が 、 こ う い う 有 事 の 時 の 能 力 と して 問 われて い る の で は な い か と 。

今 は本 当 にみ ん な在 宅 の 先 生 たち と い う の は 、 本 人 がな っ て し ま っ た ら ど う し よ う の 話 ば か り で、 家 で PCR

を や る の は ど うす れ ば い い の だ と か そ う い う 話 ば か り し て い る の で す け れ ど も 、 実 はそ う で は な く て 、 本 人 が 濃

厚 接 触 に なっ て し ま っ た ら どう す れ ばい い の か と い う 方 が ま ず は 現 実 的 に は す ごく あ り 得る 話で 、 今 、 私 も 医

師 会 を 通 じて 0 0 県 にず っ と お 願い を し て い る と こ ろ で 、 一 応 0 0 県 で は 5 ヶ 所 、 濃厚接触になっ た 人 で 、 本

人 が PCR は 陰性だと い う 人 を集 め る シ ョ ー ト ステ イ 先 と い う も の を 今 、 5 ヶ所指定 し て も ら っ て い る と いう こ と が 、

こ こ 2 週 間 く ら い の 話 で は あ り ます 。 • • •

何 と 言 った ら い い の か 、 や は り こ こ か ら 先 長 い 付き 合 い にな っ て く る の で 、 い か に 想 像 力 を働 か せて 、 プライ

マ リ ・ ケ ア と か 家 庭 医 の 立 場 で 今 後 何 が 起 き る の だ ろ う と い う 、 想 像 力 を 働 か せ て 想 像 し てそれをきち ん と 問

題を解決するた め の 人 の と こ ろ へ 届 け て い く と い う 作 業 がす ご く 大 事 だと 。 それでそ の 時 に 、 も ち ろ ん 自 分 1 人

で考 え る だ け で はな く て 、 自 分 自 身 も 気 づ か な い こ と が 一 杯 あ る の で 、 周 り の 人 た ち で す よ ね 、 他職種 の 人 た

ち です よ ね 。 だ か ら や は り 十 分 ヒ ア リ ン グ を し て 、 支 え 合 っ て い く と い う こ と が大 事 か な と い う ふ う に 思 っ て い ま
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す 。 」 （ 首都圏 ・ 都市 ・ 診療所 6/6 )

保 育 園 、 全 然 一 貫 し た 対 応 ができな い 状 況 だ け ど 先 生 た ち も 一 生 懸 命 。 ご飯食 べ る と き に 園 児 どう しを離した

方 が い い か 、 パーテー シ ョ ン 作 っ たん だ け ど どう か 、 と 聞 い て く る 。 現場 の 痛 々 し さ を 感 じ る 。 ま ず は 職 員 の 先

生 たち の 健 康 管 理 、 お 迎 え の と き の 接 触 に気を付 け る よ う に と 言 う 。 素 人 な り に 一 生 懸 命 。 そ の 姿 勢 は よ く わ

か る 。 う まい 解 が見 つ か れ 1ま い い け ど 。 東 京 で は 保 育 園 ク ラ ス タ ーも 出 て い る 。 こち ら でも い ずれ 出 て し ま う 、

出 た 時 に どうする か 。 （ 首都 墜 ． 都市 ・ 診療所 8/8 )

0 0 市 の 観 光 協 会 と 「 0 0 （ 宿 泊 業 者 等 の 感 染 対 策 ） 」 を つ く る の を や っ て い る 。 ステップ 1 , 2 ,  3 。 ステッ

プ 1 は 責 任 者 が講 義 を 受 け る 。 感 染 の 原 理原 則 と か 、 都 会 が 流 行 期 に 入 っ た の で 、 泊 り に来 て 熱 が 上 が っ

た 人 に ど う 安 全 に 対 応 す る か を講義。 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 7/20)

人 口 数 千 で も 、 情報リテラシ ーの 低 い 人 に ば情報が届 い て い ない 。 若 い 人 、 地域と の つ なが り の 弱 い 人 な ど 。

（ 北 海 道 ・ 周 辺 ・ 診療所 4/1 7 )

7 . プ ラ イ ベー ト ヘ の 影響

ま た COVID- 1 9 へ の 対 応 は 、 家 放 生 活 に も 影碧 を り え た 。 家 族 の 感 染 を 防 ぐ た め の 」．： 夫 や 、 プ

ラ イ ベ ー ト で の 外 出 を 制 阪 す る な どが 見 ら れ た 。

「 私 も 夫 婦共 働 き と い う 程 で は な い の です げれ ども 、 妻 が パ ー ト で 特 養 の 介 護 の 仕 事を し て い る の ですね。 で

す か ら 私 は 医 師 で あ る と い う こ と で 、 お 互 い に 感 染 す る と 、 か な り マ ズ イ 状 況 と い う こ と で 、 実 は 家 庭 の 中 で は

それな り に か な り 緊 張 感 があ っ て ｀ • • そ も そ も そ う い う 村八 分 的な 状 況 と い う か 、 や は り 田 舎 で あ る がゆ え に 、

感 染 した ら 個 人 が特 定 さ れ て 即 バ レ にな る の で 、 ど こ で う つ つ て き た の か ま で 特 定 さ れ て し ま う よ うな 場 所 な の

で 、 そ れ だ け は 絶 対 に マ ズ イ ね 、 と い う こ と で 比 較 的 夫 婦 で 、 出 か け る こ と に 関 し て も 、 す べて リ ス ク と い う こ

とを 2 人 で 相 談 し て 出 か げ る と い う よ う な 生 活 にな っ て い ます ね。 」 （ 北海道 ・ 周 辺 ・ 診 療 所 4/2 3 )

家 族 の 中 で 自 分 は 「 ば い 菌 扱 い 。 今 家 に帰 っ て く る と 、 玄 関 でスッポンポン に な っ て 、 “ ア キラ 1 00 % " ’ ' を や

り な が ら 風 呂 ま で 走 っ て い く • • • とい う ルー ル に な っ て い て 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診 療 所 4/ 1 4)

「 自 分 か ら 家 族 に 感 染す る の では な い か と か は 、 一 時 非 常 に悩んで 、 今 はも は や 運 命 共 同 体 と 思 っ て い ま す

け れ ど も ・ ・ ・ 。 仕 事 に 行 く 時 の 服 で リ ビ ン グ と か に 行 っ て い た の を全 部 な し に し て い ま す ね 。 一 旦 自 分 の 部 屋 と

い う か 、 家 族 の い な い と こ ろ で着 替 え る し 、 出 勤 前 も 前 日 の ズボン と か を 行 く 直前 に し か 履 か な い と か 。 完 全

に持ち 込 ま な い と い う の は ほ ぼ無理だな と 思 っ て い て 、 出 来 る 限 り の そ う い う 分 離 は した い な と 思 っ て い ま す 1ナ

れ どね 。 」 （ 関 西 ・ 都 市 ・ 診療所 5/1 2 )

「 意 識 し てい る こ と と い う の は 、 勿 論 自 分 が罹 ら な い と い う と こ ろ が 、 と に か く 一 番 じ ゃ な い かな と は 思 っ て い て 、

そこですね。 自 分が罹ら な い と い う の は 、 家 の 中 に持ち 込 ま な い と い う の が一 つ あ る の と 、 後 は 、 や は り 院 内

で 広 ま っ た ら ど う し よ う と い う と こ ろ ぱ 常 に あ る の で 、 難 し い の です よ ね 。 保健所で話を 聞 き に 行 く の も 、 自 分 が

話 を 聞 き に 行 く と い う こ と は 積極 的 に 閑 与 し に い く で は な い で す か 。 そ れ 自 体 は 、 例 え ば奥 さん と か は よ く 思 っ

て いない訳です よ 。 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 複合 4/1 4 )

「 自 宅 で 気 を 付 けて い る こ と は 、 帰 っ た ら す ぐ に シ ャ ワ ー を 浴 び る 。 家 に持 ち 込 ま な い 、 と い う こ と です 。 後 は

家 族 み ん な 必 ず 外 に 行 く 時 は マ ス ク を す る よ う に し て い る の と 、 帰 っ た ら 手 洗 い を ち ゃ ん と し よ う ね 、 と い う こ と

も前 か ら あ っ た の で す けれども 、 徹底 的 に や ろ う と い う 話 に な っ て い ま す 。 でもそれ く ら い かも しれ ま せ ん 。 あ と 、

買 い物 に は 例 え ば余 分 に行 かな い 、 と い う か 、 さ っ と 買 っ て 帰 る と か 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/ 1 5 )

＂ 仝 裸 に 股 間 を お 盆 で 1隠 し た だ け の 状態 て の コ ン ト て 知 ら れ る お 笑 い 〗、 人。
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そ の 結 果 と し て 、 家 族 仲 が 良 く な る と い う 効 果 が牛 じ た 場 合 も あ っ た 。

「 こ れま で仕 事 で 土 日 不 在 だっ た こ とも 、 私も結構 多 か っ た の です が 、 こ の 状 況 に な っ て 完 全 に 土 日 がフ リ ー

で す 。 そ れ が 圧倒 的 に 家 族 に と っ て 良 さ そ う で す 。 だ か ら 、 あ る 意 味 、 こ の ま ま で 良 い の で は な い か と い う 気

も しな い でも な い です が 、 そ う い っ た 意 味 で は 家 族 で い ろ い ろ 、 特 に 土 日 に 関 して は リ フ レッ シ ュ 出 来 る 機 会 は

増 え て い ます し 、 子供達もそう いう意味で は 、 土 日 に い る の で 、 何 と 言 い ま す か 、 前 よ り 関 係 性 は 良 い様 な 気

が し ま す 。 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 4/25 )

「 うち の 子 供 は 、 寮 に 入 っ て い る の で 、 学校 があ る と い う 時 は ず っ と い な い の です よ ね 。 • • そ れ が こ の 4 月 か

ら は ほ と ん ど 半分 家 にい る 、 と い う 、 す ご く 子 供 と こ ん な に 長 く い る 時 間 が今 ま で あ っ た だ ろ う か 、 と い う く ら い

の 感 じ が し て い ま す 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療 所 6/1 9 )

8 . プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医 と し て

今 111j の 事 態 は 乱恥相対 象 者 に と っ て 、 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア I矢 の あ り 方 に つ い て 改 め て 名 え る 機 公 と

も な っ て い る 。

8 . 1  発信

「情報を 自 分 で求 め て いな く て も 、 今 は 入 っ て き て し ま う の だ と 思 う の で す ね 。 テ レ ビ を 見 て も それ し か や っ て い

な い の で 、 そ れ ぞれ の 立 場 に あっ た 情 報 の 解 釈 の 仕 方 を 患 者 さ ん な ん か に は 少 し ずつ 説 明 し て い く と い う こ と

がすごく大事だと思 う 。 • • • 1 個 1 個 の 情報 の 解 釈 と か 強 弱 と い う 、 大 事 か 大 事 じ ゃ な い か と い う の を 示 し て あ げ

る の もす ご く 大 事な こ と で 、 そ の 前 段 階 で 、 こ の メッ セ ージ が間 かれた ら こ の 立場 の 人 は どう 思 う だ ろ う 、 と い う

の を 常 に 考 え て お か な い と 、 情報の 重 み と いう の は 何 か わ か ら な い 、 自 分 と し て は こ の 情 報 で こ の く ら い の 重

み な の だ け れ ども 、 多 分 、 患 者 さ ん が聞 い た ら こ の 情 報 は す ご い の だろ う な と い う と こ ろ を 想 像 し て お か な い と 、

い けな い の だ な と 。 • • • 相 手 に合 わ せ て 言 葉 を 変 え る 、 と い う の はす ご く 重 要 。 」 ．

普 段 か ら 「 相 手 の 生 活 背 景 と か 社 会 背 景 と か そ の 方 の 性格 か ら 、 何 で し ょ う ね 、 知 的 レ ベ ル と い う も の も あ

る の かも しれ な い で す ［ナれども 、 そ う い う も の も 含 め て 考 え て 、 自 分 が 少 し でも 合 わ せ て あ げ る と い う フ ォ ロ ー

を気遣う こ と が 大事 。 」

「 STAY HOME と い っ た っ て 絶 対 出 来 な い 人 も い る で は な い で す か 。 そ の 人 達 に ど う した ら い い の か 、 と い う

現 実 的 な 落 と し 所 を 一 緒 に 考 え て み る と い う の も も の す ごく 重 要 で す し 、 そ れを 一 緒 に悩 む と い う の は す ご く 重

要 な こ とだと 思 い ます 。 」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診療 所 4/ 1 4)

「 こ ん な 仕 事 を さ せ て も ら っ て い る お か げで 、 今 は 重要 な 人 か ら の 情 報 が 得 やす い 状 況 に あ っ て 、 そ れ を そ う

い う 人 と 繋 が っ て い な い 現場 の 人 達 に届 ける 。 や は り リ ー ダー の 仕 事 と い う の は 、 外 部 、 外 の 世 界 で起き て い

る こ と と 、 現実 の 自 分 の 持 っ て い る リ ア ル な 世 界 と を 繋 げる仕事 だ と 思 っ て は い る の です 。 そ こ を や は り 、 こ こ

の 現 場 に 役 立 つ よ う に 落 と し込んでい く 作 業 は して います。 これがすごく大事だと 思 っ て います」 （ 北 海 道 ・ 周 辺 ・

診療所 4/7 )

「 私 達 は 家 庭 医 な の で 、 患 者 さ ん 達 が どう 生 活 し て い る か に い つも フ ォー カ ス し て い る の で 、 • • • 私 は 多 分そ の

時 に 、 こ れ は 一 般 の 人 は ど う や っ た ら 正 し い 情 報 を 手 に 入 れ ら れ る の だ ろ う か と か 、 彼 ら に どう や っ て 言 え ば

伝 わ る か と か 、 1 人 1 人 の 生 活 の 中 に 落 と し 込 め る よ う な 情 報 が 出 来 る の か と か ・ 9
• 。 こ の地域で医者 を や っ て

い る と い う 意 識 が か な り あ る の で 、 私 達 と し て 1ま 、 こ の 地域で 自 分 達 が 医療 を 提 供 し て い る 人 達 に 対 して 、 情

報 を こ の 地域 な ら で は の と い う か 、 こ こ に 関 係 の あ る こ と を 発 信 す る と い う こ と が 、 す ご く 大 事な の で は な い か

と い う こ とを 、 そ の 時 に 初 め て 思 っ た 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/3)

( 8 1 )  



「 対面 し て 実 際 に 患 者 さ ん と 会 っ て 、 そ こ で 患 者 さ ん 自 身 が 先 生 に 色 々 不 安 を 院 い て も ら った 、 コ ロ ナ に 関 す る

不 安 を 聞 い て も ら っ た と い う こ と で 安 心 し た と か 、 そ う 言 っ て も ら え る こ と に 、 私 自 身 も よ か っ た な 、 と 。 や は り

実 際 に 不 安 を 感 じ て い る様 子 と か 、 雲 囲 気 と か と い う もの を 、 オ ン ラ イ ン 診 療 で は そ こ まで 細 か く 色 々 拾っ て い っ

て 、 こち ら も い い 具 合 の 間 で 、 タ イ ミ ン グ で返 し と か が 出 来 な い だ ろ う な と 思 っ てですね 、 だ か ら や は り そう い う

意 味 で 、 対 面 と い う の は い い と こ ろ も あ る の か な と 。 向 こう も 多 分 、 私 が 質 問 を 投 げ か げ て い る 私 自 身 が ど う

い う 雰 囲 気 で 、 ど う い う 表 情 で 、 どんな 間 で 、 ど ん な 口 調 で返 し て い る 、 どんな 姿 勢 と か です ね 、 そ う い う よ う

な と こ ろ も見 え て い る の で 、 多 分そ う い う と こ ろ と いう の は 、 対 面 だ か ら の 強み が あ る の で は な い か な と い う ふ う

に は 思 い ま した 。 」 （ 九 州 ・ 都市 ・ 複 合 6/6 )

「 私 の 思 っ て いる の は 、 本 当 に 当 た り 前 の 感 染 対 策 を す る こ と がと て も 大 事 で 、 本 当 にベーシ ッ ク に手洗いだっ

た り と か 、 マ ス ク を し た り だ と か 、 換 気 を した り と か 、 だ と 思 う の で す け れ ど も 。 み な さ ん や は り 本 当 に し つ か り

し な けれ ば い け な い と 思 わ れ る の で 、 例 え 1 ま 少 し 話 題 に な っ た 次 亜 塩 素 酸 水 の 噴霧をするだ と か 、 そ う い う シ ャ

ワ ー を通って会 場 に 入 る と か 、 あ と は そ う です ね 、 大 き な 空 気 清浄機を会 場 に 入 れな い と い けな い と か 、 医学

的 にあ ま り エ ビ デ ン ス がな い げ れ ど 、 な ん と な く感 染 対 策 に して そ う と い う ｀ ア ピー ルできそ う な も の と か 、 あ と

ぱ い ろ い ろ な 企 業 さ ん が今 は 物 を 売 り たく て 、 そ う い う と こ ろ に ア ピー ル を して い る の ですね 。 そ う い っ た も の を

購 入 し な け れ ば い け な い の で はな い か 、 と か そ う い う と こ ろ が 一 番 の 相 談 の 内 容 に な る の で 、 や は り 医 療 者 と

一 般 の 方 で は か な り 温 度 差 が あ る と い う か 、 そ う い う と こ ろ ま で 実 は し な く て も い い ん だ よ と い う こ と を お 伝 え す

る こ と がとても大事 な の か な と 思 っ て い ま す 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 6/ 1 9 )

8 . 2  地域 と 付 き 合 う 、 地 域 の 問 題 に 関 わ る
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久 し ぷ り に 会 う 患 者 は 「 お疲れ様で一す 、 み た い な 感 じ の 方 が ほ と ん どですね。 先 生 、 ち ゃ ん と 寝 て い る の で

す か 、 み た い な 感 じ で す の で 、 前年比 50％増 し く ら い な 差 し 入れ量です ね 、 本 当 に 。 ・ ・ ・

何 か 災 害 の 時 と 同 じです よ ね 、 自 分 は何 も 出 来 な い け れ ど も 、 医 療 の 最 前線 に い る 人 た ち に こ れ く ら い し か

出 来 な い け れ ど 、 何 か や ろ う 、 み た い な こ と を お っ し ゃ っ て く ださ る 方 と い う の は 増 え た か な ・ ・ 。 生 活保護の お

ばあち ゃ ん が 1 枚 、 こ れち ょ っ と どこ か で お蕎 麦 を 食 べ た ら お 喬 麦 1 杯で マ ス ク 1 個 プ レ ゼン ト と い う の を商 店

街でやっ て い た そ う な の ですね。 そ の マ ス ク を 1 枚持ってきてくれて 、 私にくれた の で 、 こ れ は ど う し よ う か な と

思 い な が ら 、 そ れ を して 帰 り ま した け れ ど も 、 そ う い う 人ま で 、 自 分 自 身 と して 誰 か に何 か を した い と い う 気 持

ち とい う も の も何 か あ る の か な と 、 そ れ が 自 分 自 身 の 癒 し に も なっ て い る こ と もも し か し た ら あ る の か も し れ な い

し 、 そ こ は 少 し 私 は よ く わ か ら な い の です け れ ど も 、 ただそう い う 行 動 を し て く る 方 が増 えて い るな と い う の は 実

感で感じます」 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診療所 6/6 )

「 コ ロ ナ の 社 会 的 な 影響 と い う か 経 済 的 な 影響 と い う の は結構打撃 と し て 大 き い だ ろう な 、 と 。 ま だ これ か ら 見

え て く る こ と も あ る の か な と い う ふ う に 思 っ て い ま す 。 • • • 一 応 0 0 県 で 、 困 窮 し て い る 学 生 に 対 し て の 助 成 制 度

と い う の を 始 め た ら 、 かな り 問 い 合 わ せ が殺 到 し て い た と いう 話 で 、 学 生 を 養 っ て い る 親御 さ ん た ち の 世 代 が 、

多 分結 構 経 済 的 な 問 題 が 出 て き て い る 、 若 し く は 学 生 自 体も ア ル バ イ ト ができ な い と か 、 学 費 を払 う と 生 活 費

が 残 ら な い と か 、 そ う い う 状 況 が結構起き て い る の だ ろ う な と い う ふ う に は 思 っ て い ま す 。 」 （ 九 州 ・ 都 市 ・ 複

合 6/6 )

DV の 問 題 と か が表 面 化 し て きて い な い か ど う か と い う こ と は 、 み ん な あ っ て 、 こ ん な 田 舎 で あ っ て も や は り 収

入 の 格 差 と いう も の が あ っ て 、 展 家 さん は 日 本 で も ト ッ プク ラ ス に裕 福 で あ る 一 方 、 や 1ま り 貧 し い ご 家 庭 も あ

る 、 と 。 そ の よ う な 中 で休校 に な っ て 見 え な く な っ て い る 家 庭 が あ る の で は な い か と （ 北 海 道 ・ 周 辺 ・ 診 療 所

4/23 )  

「うち が … 、 夜の 街 の 住 人 が住 ん でい る エ リ ア と 、 高学歴なエ リ ア が隣接して い る と いう 面 白 い 場 所 で 、 な の で 、

子 供 の 孤 食 、 1 人 で食 べ る と い う の が 、 シ ン グルマザー で 夜 の 仕事 を し て い て 、 子 供 が 1 人 で 食 べ る 、 と い う



こ と も あ れ ば 、 共 働 き で 1 人 で食 べ る と い う こ と も あ れ ば 、 と い う よ う な と こ ろ な の で 、 先 程 言 っ た コ ミュニティカ

フ ェ で 子 供 食 堂 を や っ て い た の ですね 。 … う ち の ス タ ン ス と し て の健 康 格 差 の SDH の 問 題 に 関 し て 1ま 、 そ う い

う カ フェ と か を 通 じた活動 と い う こ と が一 つ と 、 あ と は 家 庭 医 がす る ク リ ニックな の で 、 地域住 民 に うち の ID を持っ

て も ら いた か っ た と い う の があ る の ですね 。 • • •

や は り 相 談 窓 口 に な れ る と い う 意識を し て い て 、 そ こ で診療 に は な ら な く て も 、 0 0 市 が す ごく い い手 引 き を

出 して い て 、 こ う い う DV の 問 題 の 時 は こ こ に相 談 し た ら い い と か 、 こ う い う 金 銭 問 題 は こ こ で 相 談 した ら い い と

い う 一 覧 を 作 っ て 、 各 診療 所 と か 医 療 機 関 に 配 っ て く れ て い る の も あ る の で 、 そ れ を参 考 に 、 こ こ に連 絡 し て

み る と い い か も しれ ま せ ん 、 み た い な 感 じ で 出 来 る の は S DH を 意 識 した こ と か な と 思 い ま す 。 こ の 先 どう な っ

て い く の か と いう の は 、 私 も 全 然 わ か ら な く て 、 ど う 考 え て も ず っ と 続 い て い き ます し 、 こ の 緊 急 事 態 宣 言 が解

除されても 第 二 波 、 第 三 波 が 来 る で し ょ う か ら 、 正 直 な と こ ろ 、 どうなる の か 。

大 学 生 と か も も う 今 日 見 た ニ ュ ー ス です と 、 1 3 人 に 1 人 く ら い がも う 退 学 し よ う と 思 っ て い る 、 と い う よ う な 、

結 局 バ イ ト が 出 来 な い の で 、 親も収入 が 減 っ て仕送 り 出 来な い の で 、 も う 大 学 を 辞 め る し か ない 、 み た い な 感

じ で 所 謂 、 高 学 歴 と 呼 ばれ る 人 達 もそ う な っ て き て い る 、 と い う ふ う に な る と 、 も う ど う な っ て し ま う の か な 、 と

い う か 、 格 差 が 広 が る けれども上 の 方 の 人達も結構 苦 し く な っ て き た り と か 。

そ う す る と結 局 、 格 差 と いう の は 人 と 人 と の 格 差 の 問 題な の です けれ ど も 、 個 人 の 中 でも格差 と い う も の が

大 き い と 思 っ て い て 、 生 活 の 質 と い う の 1ま 急 に 落 と せ な い な と い う の が あ る の です よ ね 。 な の で 、 今 ま で や っ

て き た こ と を 急 に 落 と す と 、 そ れ が す ごく ス ト レ ス に な っ て し ま っ て 、 い ろ い ろ な こ と の 歯車が狂い 出 す の で はな

い か な と 、 そ う い う意 味 で の 格 差 も 少 し 怖 い な と 思 っ て い て 、 そ う す る と 、 自 殺者 だっ た り 犯罪だっ た り 、 家 庭

内 暴 力 だっ た り ア ル コ ー ル依存症だっ た り 、 と い う こ と が 学 歴 と か 収 入 に か か わ ら ず増 え てく る リ ス ク があ る な 、

と 思 っ て い て 」 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 4/23 )

8.3 プ ラ イ マ リ ・ ケ ア 医の役割

「 家 庭 医 ［ の 役 割 ］ は や は り 大 き くな る の で は な い か と 思 っ て い て 、 今 回 危機 管 理 、 危機が起き た の です よ ね 、

危 機 管 理 に よ る ・ ・ ・ 一 定 の 統率 の 下 に きち んと 動 く シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を や っ てい る と い う 人 たち は 、 実 は 災 害 の 人

たち し か い な か っ た の です よ ね 。 な の で 、 ダ イ ヤ モ ン ドプリ ンセ ス も 何 故 か D-MAT が 派 遣 さ れた わ け です よ 。

• • • な の で 、 今 回 あ る 程 度 救 急 災 害 と い う 人 た ち も そ う い う部 分 で 重 要 な 役割 を 示 す と い う の は 、 一 つ わ か っ た

けれども 、 そ れ 以 外 でこ う い う 感 染 が起 き た 時 に 危 機 管 理 を し て い く の に 、 誰 が ど う や っ て い く の か と い う と こ ろ

で 、 救 急 の 先 生た ち は 到 底 わ か ら な い 、 災 害 の 先 生 は 到 底 わ か ら な い 、 と い う こ と がた く さ ん 出 て き て し ま っ

た の です よ ね 。 例 え ば 一 つ の 学校 を 再 開す る と い う こ と が あ る で は な い で す か 、 学 校 を 再 開 す る 時 に ど う い う

こ と を視 点 と し て や ら な けれ ば い け な い か と い う 時 に 、 ど う な った か と い う と 、 あ れ は 専 門 家 会議 に 委 ね ら れ て

し ま っ た の で す よ ね 。

専 門 家 会 議 の 先 生 た ち と い う の は 公 衆 衛 生 の 人 た ち な の で 、 そ う 言 っ て も 細 か い こ と は わ か ら な い の だ よ な 、

学校 医 はや っ た こ と がな い し 、 み た い な と こ ろ が あ っ た わ け です よ 。 個 人 的 に も 何 人 も 、 実 は 専 門 家 会 議 の 先

生 たち か ら 、 私たち に 相 談 が結 構 来 ま し た 。 • • • CDC み た い な も の が あ る 訳で は な い 、 と い う 中 で 、 な ん と か

危機管理を し て ア ド バ イ スを 求 め て や っ て い く と い う と こ ろ で 、 か な り 彼 らも 公 衆 衛 生 の 人 たち は 、 す ご く 期 待 は

さ れ た の だ け れ ども 、 そ こ がな か な か 大 変 だ っ た と 。 ク ラ ス タ ー分 析 は 出 来 る けれ ど も 、 実 際 に 生 活 者 の 視 点

で 落 と し 込 む と い う 時 に 誰 の 意 見 を 聞 け ば い い の だ と い う こ と が あ っ た の です 。 形 の 中 で は そ れ は 日 本 医 師 会

に な る わ け で す よ ね 。 医 師 会 の 先 生たち の 意 見 を 聞 く 、 と い う こ と に な る の だ け れ ど も 、 実 は や は り 医 師 会 の

先 生 た ち も上 層 の 先 生たち と い う の は 、 も う 今 は ほ と んど臨床 を や っ て い な い の で 、 わ か ら な い の です よ ね 。

な の で 、 や は り 今 回 の こ と の 中 で 、 • • • み ん な や は り 現場 の 肌 感 の 臨 床 と か 、 プライ マ リ ・ ケア の 先 生たち は

ど う い う ふ う に こ の 政 策 に 開 し て 思 っ て い る か と い う 意 見 を 聞 き た い 、 と 相 当 来ま し た 。 医 師 会 の 先 生 か ら も 来
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ま し た 。 な の で 、 例 え ばも う 少 し 大 き い 枠 組 み の 中 で は 、 や は り 我 々 家 庭 医 と い う も の が 、 そ う い う こ と に 対 し

て きち ん とオピニオ ン と か 相 談 に 乗 れ る と い う 中 に 食 い 込ん で い く 必 要 が す ごく あ る の だな と い う こ と は す ご く 感

じ ま し た 。 逆 に ロ ー カ ルな と こ ろ でい う と 、 私 は 自 分 自 身 が 今 、 0 0 市 医 師 会 の 理事 な の です け れ ど も 、 や は

り 今 回 の PCR セ ン タ ー を 作 る に し て も 何 に し て も 、 こ れ は 医 師 会 の 立 場 で な け れ ば 出 来 な い の です 。 行 政 が

動 い て く れ な い の です 。

ただ逆に 、 私 1 ま 医 師 会 の 末席 の 理事 な の で す け れ ど も 、 や り た い と 言 っ た ら で 1ま や り ま し ょう や り ま しょ う 、 と

な り ます 。 在 宅 の 患 者 さ ん の 先 程 言 っ た ど う す る の 、 み た い な 、 濃 厚 接 触 に な っ た ら どう す る の と 、 私 た ち が

例 え ば こ こ で zoom で 、 在 宅 の 患 者 さ ん は ヤ バ イ よ ね と 言 っ て も 日 本 は 全 然 変 わ ら な い 、 ロ ーカ ル で も 変 わ ら

な い と 思 う の だ け れ ど も 、 医師会 にいれ ば少なく と も ロ ーカ ル に は 変 え る こ と が 出 来 る の です よ ね 。 な の で 、 や

は り 二 つ 思 っ た の は 、 まだも う 少 し 大 き な 日 本 の単位の 中 で 、 我 々 家 庭 医 と い う プラ イ マ リ ・ ケアを担う 人 材 が 、

も っ と も っ と き ち ん と 声を 出 し て い く 必 要 が あ る と 、 私も 一 生 懸 命 頑 張 ら な け れ ば い け な い な と い う こ と が一 つ ・ ・

後 、 先 生 方 み ん な に お 願 い し た い の が 、 地域の 医 師 会 に コ ミッ ト し て 、 自 分 たち がせ っ か く 家 庭 医 の 視 点 で

問 題 点 がわ か っ て い る の だ っ た ら 、 そ れ を 変 え る た め の 努 力 と い う か 、 問 題 を 解 決 す る た め の 努 力 の 出 発 点

と い う の は 、 こ う い う 有 事 の 時 は 医 師会 し か な い の で 、 そ こ に い か にコ ミ ッ ト し て い く か と い う重 要 性 と いう の は 、

す ご く あ る な と い う こ と を 今 実 感 し て い ま す 。 … 特 に 大 事 な の は 、 感 染 防御 とい う 意 味 で は 、 本 当 は 全 部 ロ ッ

ク ダ ウ ン す る に 越 した こ と は な い の です よ ね 。 で も こ こ は 仕方 な い か ら 、 こ の く ら い は翌 め な い と い 1ナ な い よ ね 、

と い う 、 な ん と いう の か 少 し 言周 整 が必要な訳です よ ね 。 だ け ど そ の 調 整 の 度 合 い 、 ネ ジ の 緩め 度 合 い と い う の

が 、 みんなすごく 難 し く て わ か ら な い の です よ 。

そ う い う こ と をア ド バ イ ス で き る 立 場 と し て の 家 庭 医 と か 、 プラ イ マ リ ・ ケア の 力 と い う も の が 大 き く て 、 放 っ て

お く と みん な が み ん な学校でフェイ ス シ ー ル ドを し て し ま う わ け です よ 。 み ん な ご 飯 を 食 べ る 時 に 、 お 面 みた い

な も の を つ け た り と か い っ ぱい し て い る で は な い で すか 。 多 分 、 何の考慮もな け れ ば あ あ な っ て しま う の です よ

ね 。 だ け れ ど も 、 本 当 に そ こ ま で し な く て も い い よ 、 そ こ ま で し な く て も こ う や っ て や れ ば何 と か な る の で は な い

か 、 と い う こ と が 言 え る 立 場 と い う の は 、 決 し て 感 染 症 の 専 門 の 先生 で は な く て 、 公 衆衛 生 の 専 門 家 でも な く て 、

い つ も 学 校 医 で学校 を ウ ロ ウ ロ し て い る 私 た ち の 立 場 の 方 が 、 余 程 実 は 知 っ て い る の か も しれ な い な と い う よ

う に は 思 い ま した ね 。 」 （ 首都 圏 ・ 都市 ・ 診療 所 6/6 )

m ま と め と 今後 に つ い て

以 1、 2020 介 8 ) ] ま で の イ ン タ ビ ュ ー （ 逐 ，・出 録 は A4 で 350 枚 ほ ど） の 内 容 を 、 項 I I こ と に 賂

即 し た 。 今 日 の 報 店 か ら は 、 ↑ 川 界 を 紺 う 1 切姐 と し て の C OVID-19 に 対 し 、 そ の 感 染 の 拡 人 に あ

わ せ て 各 1欠療 機 閲 • 1仄 療 者 の ふ る ま い 力 や糾織的 な 体制 を 変 化 さ せ て い っ た こ と が不 さ れ て お り 、

そ こ に は 緩 や か な パ タ ー ン も 見 い だ す こ と がで き る 。 し か し 糸 Il I か く 見 れ ば、 各 仮 療機 関 や ［クs |
、
:iii の

ii生か れ た 地域 的 コ ン テ ク ス ト 、 糾 織 文 化 、 施 設 の 物 ）、1|I [Iり 環 椅 、 そ し て 予 想 も し な か っ た 感 染 の 流

釘 状 況 等 の 辿 い に 応 し て 、 現場 ご と に 糸Ill や か な 翡 賂 が試 み ら れ て い る こ と も わ か る 。 こ う し た 具

体的 な ，式釘鈷， ，門 の 様 j'は 、 今後 の 灰 1}｝l も 含 め 、 き ち ん と 晶 録 し て お く イIIMiI'［ の あ る も の だ と 考 え る 。

ま た 、 本 恨 ？； 1 ' 1 1本 、 か な り 長 い も の と な っ て い る が、 そ れ で も や は り イ ン タ ビ ュ ー で晶 ら れ た

な か で 取 り I ·. げ ら れ て し ヽ な し ＼ ，＇且 も し ＼ く つ か あ る （、 そ れ は 例 え ば、 、（合殷 羹 に I½］ わ る 治 験 の こ と や 、

悩，’， )人 丈 習 な ど で 地 域 の な か に 1入． jTI を 込 る こ と の リ ス ク ( I矢 予 ．I[ の 感 染 、 1応‘i匁卜 か ら の 愁 染 ） の
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問 題 な ど で あ る 。 こ れ ら に つ い て は 、 ま た 機会 を み て 整 蝿 し た い
は

0
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N 補遺 発 生 か ら 2020 年 8 月 ま で の 流 れ

最 後 に 補足 と し て こ れ ま で の 流 れ と 、 そ れ に 関 わ る 語 り を ，記 載す る 。

1 月 ～ 2 月 上旬

武 戌 の ロ ソ ク ダ ウ ン や 、 春 i.！り な ど。 他 人 事 、 な い し 外か ら 人 っ て く る 感 染 ii,1
ー
： と い う イ メ ー ジ で 、

DP に 象 徴 さ れ る よ う に 水 際 対 紋 か 強 調 さ れ た 。 日 本 初 の 感染 者 も ＇）贔 1-KI 者 。 II 本 で 中 国 人 月 別 、

欧 米 等 て ア ジ ア 人 差 測 も 起 き た 。

輸 入 感 染 症 に 近 い イ メー ジですね。 麻 疹 と か 、 例 え ばで言う と 、 麻疹とかデングとか 、 それに近いイメー ジ」 （ 首

都 囲 ・ 都市 ・ 複 合 3/24)

「 普 通 の 風 邪 の よ う な コ ロ ナ だ っ た ら い い で す け れ ど も 、 ど ん ど ん 広 が っ て い る と あ っ た の で 、 MERS と か

SARS の 再 来 に な ら な ければいいなと思っていました」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 5/1 5 )

2 月 中 旬

水 際 対 策 の 限 界 、 失 敗 (YouTube 事件 ） 。 各 地 で 愁 染 者 が 出 始 め る 。 北 洵 道 で は り『 ま つ り で ク

ラ ス タ ー 発 外ミ 。 「 実 は も う 1 1 ［ 間 に 感 染 者 が沢 山 い る の て は 」 と 恐怖 感持 つ 人 も い た 。 イ ヘ ン ト

は 中 止 す べ き 、 と い う 雰 1且 気 が増 す が、 予 定通 り の 日 常 も 行 わ れ て い る 。 全 国 的 に は 、 ま だ 頑

張 れ は抑 え 込 め る （抑 え 込 み た い ） 、 と い う 息 い か あ っ た 。 政府 は ク ラ ス タ ー 対 策 を 打 ち 出 す 。

マ ス ク を め ぐ り 論争 や 買 い 占 め な ど起 き は じ め る 。

3 月

「 コ ロ ナ と 聞 い て 、 患 者 さ んたち か ら も 先 生 は マ ス ク を し て い な い の です か と 言 わ れ る よ う に な っ て き て 、 外 来

は マ ス ク を す る よ う に なっ た の です … う ち マ ス ク が 余 っ て い る の です け れ ど も 先 生 ど う で す か 、 と 暗 に 勧 め ら れ

た り と か 、 これはダメだと思って 、 逆 に 変 に着 け て 行 っ た ら 着 けて行ったで 、 先 生 は い つ も し て いな い の に して

いる 、 体 闘 悪 い の 、 と言われたり 、 難 し い な と 思 い ま し た けれども （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療所 5/ 1 2 )

イ タ リ ア 北 部 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 市 等 で の 流 行 や 深 刻 な 状 況が報道 さ れ 、 国 内 で も 危 機 が辿 っ て い

る 感此 を 強 め る 。 政 附 は 小 巾 闊 校 を 休校 に す る 。 し だ い に 感 染拡人 を 否 定 で き な い 状 況 に な り

つ つ あ る が 、 ま だ担1 え 込 め る か も と い う 期 待 で 、 あ る い は ま だ ）こ 丈 夫 だ と 思 っ て 秤段 辿 り の ふ

る ま い を す る 人 々 を 臭 う • JI舟iic す る ） し も 人 き く な っ て い く 。 外 出 を 『か え る 動 き 、 リ モ ー ト ワ ー

1 」 1入 ‘ヽ｛ 教 育 へ の 影岬 に つ い て は 、 「 I欠す 教 育 ］ 51 在 3 り の 請 論又 な ど を 参I I{｛。
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ク や ネ ッ l、 通 販 利 ）廿 力 咽 ｝J I I 。 自 分 も 感 染 す る （ し て い る ） の で は 、 と い う 恐怖 を も つ 人 も 増 え

る 。 政 府 は ロ ソ ク ダ ウ ン を た め ら い 、 ク ラ ス タ ー 対 策 を 糸1t 持。 メ デ イ ア で は 日 本 が比 校 的 抑 え

込 め て い る の は な ぜ か に つ い て の 議論 も 巻 き 起 こ る 。 3 月 木、 オ リ ン ピ ノ ク の 延 期 決 定 。 志村

け ん死 去 。

- 「 コ ロ ナ ウ イ ルス に 関 し て は 、 や は り 潜伏 期 間 が 2 週 間 で長 い と い う と こ ろ が か な リ ネ ッ ク に な っ て 来 る と 言 い

ますか 、 し か も軽症者 が か か っ て 、 無症候性の感染者が 流 行 を 広 げていると い う と こ ろ がとても難 し い 、 ただ

のインフ ルエンザ の 対 策 と は 全 く 違うところがあるので 、 そ う い う 意ざ味で感染症 の 対 策 と し て も かな り 難しいなと

思 っていますし 、 そ う い う ところがあるので、 まだ分かっていな い と こ ろ があるので、 一 般の人達がいうこともあ

ながち 間 違 い で 1 まな い と 言 い ま す か 、 後 か らみた ら 、 私 は 最 初 、 学校休校 は や り 過ぎだと 思 っ て は い た の で

すが 、 イ タ リ ア の 様 子 と か 、 ヨ ー ロ ッパの様子を見ていると、 休 キ交 と い う 判 断 は 間 違いではなかったのだと 思 い

ますし 、 私の感染症を今まで勉強 してきた感覚とも異なってい る と 言いますか 、 一般 の 人 達 の 予 想 の 方 が 、 こ

れ はすごく 良いと言 い ま す か 、 それは最初私 の 中 で は 、 や り 過 ぎ丁 だ し 、 それだと 1 人もいない県でそれをやっ

てどうするのと私 は 最 初 思 っていたのですが 、 まだ分 か ら ない で す が 、 それが本 当 に 良 か ったか悪かった か 、

まだ分か らないです が、 そこ の佃とも言えないもやもや感はあ り ま す ね 。 」 （ 首都圏 ・ 都市 ・ 複合 3/24)

4 月 ～ 5 月 半 ば

l II 、 政府 に よ る マ ス ク 配布 '3 が発表 さ れ、 3 月 末 の 和 牛 商 品 券 '4 な ど と 合 わせ、 政府対応への批

判 強 ま る 。 PCR 検奔 を 抑 制 す る 方針へ の 批 判 も 出 る 。 感 染ご 者 数 は 増 加 、 東 京 等 で 緊急事態 宣 言

が発令 さ れ 、 平 ば に は 全 県 に 拡大 。 市 民 生 活 も 「 非 日 常 」 に な り 、 高 揚 と 恐怖 、 気 持 ち 悪 さ な

ど を 感 じ る 人 が増 え る 。 む し ろ 日 常 を 維 持 し て い る ほ う が、奇異 の 目 で 見 ら れ る よ う に な り 、 「 自

粛警察 15」 も 顕著 に な る 。 20 日 、 特 定 定 額給付 金 ' 6 発表。 吋手 後 的 に 見 る と 、 多 く の 県 で は 4 月 下 旬

~ GW ぐ ら い が 「 第 ・ 一 波」 の ピ ー ク で あ っ た 。 こ の 後 、 物 資小足 も 徐 々 に 解消 さ れ て い く 。

ー 第 一 波 の 時 は敵 が よ く わ か らなかったので何を ど う して い い か わ か ら な か っ た 。 standard precauti on を 愚 直 に

や り 続 ける の でい い はずだ、 と半分思 い 込まなけれ ば い けなか っ た。 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療所 8/1 7 )
ー 緊 急事態宣言で 「 取 り 敢えず不安な 人 が 多 く な り ま した。 コ ロ ナ オミ 安 の 人 、 コ ロ ナ 鬱 の 人 が 多 く て 、 結構お話

を聞いて診察す る こ とが増えたと思 いますね。 風邪症状外 来 も 、 庄以ノなや は り 不 安でいますね。 」 （ 中 部 ・ 周 辺 ・

診療所 5/1 5 )

「 今 は どち ら かと 言 え ば 、 問題なの は 、 患者さんも救急外来 に 来 る 人 も 、 主 訴 は ほ ぼ不 安 、 不 安 、 不 安 、 不

安 と い う 惑 じ で 、 本 物 ［ の コ ロ ナ患者］ は殆どいない のです。 謡l べ た ら 、 そ の 中 にもいるのかも知れないので

す が 、 いても軽症 で 、 それほどすごく 、 コ ロ ナ 自 体で医学的に大 変 と い う よ り ｛よ 社会がコ ロ ナ と い う 不 安 に 全 然 、

1 3 布 製 の マ ス ク を 1 1 1 4i} ：り た り 2 枚 配布 す る も の。 安倍 首 相 の 発案 と さ れ 、 マ ス メ テ ィ ア や ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア な
と で は 経 済 政 策 「 ア ヘ ノ ミ ク ス 」 に か け て 「 ア ベ ノ マ ス ク 」 と 呼 ばれ た： 。

1 .I 新杓1l コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染拡 大 に よ る 緊急舒済対策 と し て 「オll 牛 の l溝 入」 に 使 い 道 を 限 定 し た ク ー ポ ン 券 「和牛
麻 品 券」 か盛 り 込 ま れ た が、 批 判 を 受 け て 撤 II ll さ れ た 。
” 感染 を 恐 れ る 巾 民 が、 外 出 や 似， 業 、 県境 を 越 え る 移動 な どの 白 粛 裟％翡 に 応 じ な い （ こ よ に よ っ て 感染 を 拡人 を
助 艮 し て い る よ う に 見 え る ） 個 人 や 即附令 に 対 し て 、 過 剰 と も 息 え る イ：I： ）j て 汁急喚起 し た り 、 そ の 行動 を や め さ
せ よ う と す る さ ま を 指 し て 使 わ れ た 汀 策 。
＂ 新咽 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染ii,1. 闊萎＇こ［経 済 対 策 と し て 、 家 叶への支楼 を 1i う た め に 実施 さ れ る こ と に な っ た 支援制疫。
句li| j応 を 対 象 に 11!. 10 )J I り が 文給 さ れ る こ と に な っ た 。 文給手紐 き は 1] 治体 ご と て 行 わ れ、 受給時期 に は 大 き な
ば ら つ さ があ っ た "
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付 い て い けていなくて 、 社会 の システム が 崩 壊 し か け て い る の で は な い か な と い う こ と の 方 が 、 多 分 問 題なの

かなという 印 象 は あ り ま す 。 」 （首都圏 ・ 都市 ・ 病院 4/25 )

「 先 週 が 多 分 、 ピーク で し た 。 入院もかな り 来 て い ま し た し 、 外 来もめち ゃ くち ゃ 多 か った で す 。 木 曜 日 と か午

前 中 だ けで 1 8 人 く ら い 発 熱者 来 て 、 ・ ・ ・ 2 列 ［ 対 応 す る 医 師 を 2 人 に し て 並 行 し て 診 察す る こ と ］ に増 やすと

か 出 来 ませ ん の で 、 P P E 着て 入 っ て い ます し 、 診 察 用 の コ ンテナは一つ し か な いです し 、 だ か ら 1 人で 1 8 人

診るみたいな。 」 （ 首都圏 ・ 都市 ・ 病院 4/25 ) 5 月 に 入 っ て か ら は患者が減り 、 その あ た り で加 算 がつ い た の で 、

それまで診ていなかった他の病院でもベッドをつ くって診るよ うになった。 （ 首都圏 ・ 都 市 ・ 病 院 6/1 1 )

「 0 0 市 で 1 ま PCR の た め に送 る 発熱者帰国 者接触者外 来 、 か つ 地域 の 最 後 の 砦 、 み た い な 病 院 が 、 0 0

病院だったのです けれども 、 そこもほ とんど私たち の 総合診療 、 家 庭 医 療 の プロ グラ ムの 人たち が 、 ほ ぽそ こ

に全力 投入されていたの ですね。 で す か ら 毎 日 状 況 は 聞 い て い た の です けれども 、 一番最高 の 時 に 、 ECMO

が 3 台 、 挿 管 し て い る 人 工呼吸器が 1 5 台 回っ て い る と いう」 （首都 圏 · 都市 ・ 診療 所 6/6 )

感 染 の 地域差 は 大 き い 。 GW 中 に 緊 急 事 態 宜 言 の 期 間 が延 長 さ れ る が、 地 域 に よ っ て は 感染 が

広 が っ て い な い 、 な い し 新規感染者数が減少 し て い く と こ ろ も 。 経 済 を 重 祝 し 、 宜 宮 の 解 除 を

指 向 す る 動 き （ 「大 阪 モ デ ル 」 ＂ な ど） と の せ め ぎ 合 い に 。 専 門 家 会議が矢 而 に 。

「 思 っ た 以 上 に地域差 が出 る 疾 患 」 「地域地域と か 、 状 況に合わせて対応 を 変 え て い かないと 、 多 分 、 国 が言っ

たことと か 、 県 が言 っ た こ と と い う の をそ の まま やって 、 全部が全部上手く行く と い う わ け で 1まな い の だろうな」 （ 関

東 ・ 都市 ・ 病院 4/25)

「 い ろ い ろな地域 の 先 生 の 話を聞いてい る と 、 タイムマシ ーンみたいなのです。 です の で 、 私が話して い る の は 、

0 0 先生 の 言 う 、 1 ヶ 月 く ら い前の話だよねみたいな 、 そういう何 かタイ ム マ シ ーンみた いな 感覚がす ご く あ っ て 、

同 じ 日 本 に住んでい る の です が 、 そういう差がすごく生まれる疾患なのだな と い う こ と を 改 めて感じているという

と こ ろ です 」 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 4/25 )

5 月 半 は ～ 6 月 半 ば

5 月 半 ば に 多 く の 県 で 宣 言 解 除。 ス テ イ ホ ー ム で ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン が重視 さ れ る 状況 に あ っ た た め か 、 ソ ー シ ャ ル メ デ イ ア 上 で検察庁 法 改 正 案 に 抗議す る 動 き

が盛 り 上 が る 。 下旬 、 全 県 で 宣言解除。 社 会 的 に も ほ っ と し た 雰 囲気が広 が り 、 医療 機 関 に も

市民 の 間 に も 少 し ずつ 安心感広 が る 。 医 療 者 の あ い だ で も 、 対応へ の 慣 れ と 自 信 が う か が え た 。

- 4 月 に比べ忙 し さ は 落ち着いてきた。 慣れてきた。 着替えも早くなった。 順応 してきた （首都圏 ・ 都市 ・ 複合

5/1 9 )  

「 1 月 と 今 で は違いますよね。 要する に イ ルネス ・ ス ク リ プト と い う も の を 教 科 書 で書 い て い る よう な イ メージ で

は な く て 、 今 の 時 点 で教 科 書 は 存 在 し な い け れ ど 、 でも診察 の 時にこう い う風なゾー ン に 当 て は まっ た ら PCR

に回そうかなとか 、 怪 し い な 、 みたいなことを持っ て い る 」 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療所 5/ 1 2 )
ー 第 一 波 の と き は 朝 礼 は 人数を絞って 2 分ぐ ら いでやっていたが、 2 ヶ 月 後 は ［発生者がいない時期だった の で ］

時間 は絞る が人数は絞らずに。 （ 中 国 ・ 都市 ・ 診療 所 8/ 1 7 )

日 常 回 帰 への プ ロ セ ス は 、 慎 重 に や る 人 と そ う で な い 人 と で 多 � 学校等 も

段 階 を 追 っ て 再 開 。 5 月 末 、 世 界 で ELM (Black Lives Matter) の 動 き が広 が る 。 6 月 も 感染 の

減 少傾 向 が続 き 、 安心 し て よ い の か も 、 と い う 空気 が覆 う 。 と 同 時 に 、 経 済重視 派 が勢 い を 強

め 、 専 門 家 会 議 の 対応 へ の 批 判 の 声 が大 き く な っ た 。

＂ 大 阪府が独 自 に 設 定 し た 指標 ・ 基準 を も と に 感染拡大状況 を 判 断 し 、 1行 民 に 内 粛 を 促 し た り 解 除 し た り す る ）i策。
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ー 連休 明 け 、 非 常 事 態 が 解 除 さ れ つ つ あ る と き に べy ド が 空 き つ つ あ っ た 。 そ こ で 段 階 的 に 解 除 し て い く や り 方

を考 え る 。 クラ ス タ ー も 出 た が 、 これを超 え れ ば 、 と い う 感 じ で 、 乗 り 切 れ る と い う 安 心 感 が。 院 内 感 染も起こ

さ な か っ た の で 、 「頑 張 っ た ね 」 と 。 同 時 に 、 日 常 の こ とがだんだん 出 て く る 。 コ ロ ナ の せ い に し て 書 い て い な か っ

た原稿など。 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病院 6/ 1 1 )
― 市 中 発 生 状 況 に 合 わ せ て 、 専属病 棟も解体 、 個 室 を 6 つ 残 し て 一 般病 棟 に 戻 し た 。 陰 圧 テ ン ト も 外 す 。 し か

し 絶 対 に第 二 波 、 三 波 は 来 る と い う前提で。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 6/ 1 1 )

緊 急 事 態 宣 言 空 け の 頃 、 い い 兆 し が あ っ た 。 「 次 、 冬 怖 い ね 」 と 言 っ て い た 。 逆 に 言 え ば 冬 ま で に 準 備 、 と

い う 惑 じ。 （首都圏 ・ 都市 ・ 診療所 8/8)

6 月 下旬 ～ 7 月 半 ば

冒 lJ か ら 末 ）i口 で l り ひ数値的 に は増 ）j II 傾 向 に な っ た が 、 感 染 対 策 か 経 済優 先 か 意 見 が 多 様 化 し て

お り 、 1' lj |iji が 1、 さ れ る の が遅 れ る 。 7 ) j 如 、 東 以 で ］00 人 ／ I I 超 す 。 政 附 は内 門 家 会 議 を 解 散

し 分科公 に 、 感 染 抑闘 策 を 収 ら ず 、 事尖1、 「 ウ ィ ス コ ロ ナ 」 路 線 を 取 る 。

感 染 者 は 東 以 な ど を 小 心 に 崩 加 す る 。 「 第 波 」 と は 異 な る 様 相 で 、 マ ス メ デ ィ ア を 辿 じ て 感

染 源 と し て の 「 イ友 の 街」 と い う 表 現 が広 ま る 。

ー 東京で 1 00 人 出 た 当 初 は 、 「 夜 の 街 」 関 連 が す ご か っ た 。 （ 首 都 圏 ・ 都 市 ・ 診 療 所 8/8 )

当 時 [6/ 1 9 ] は 落ち 着 い て い た が 、 そ の 後 か ら コ ロ ナ を 疑 う 患 者 さ ん が ど ん ど ん 増 え て き た 。 6 月 末 か ら 増 え

て い る 。 展源 地 が 0 0 のホス トクラブ。 そ こ の 若 い 男 性 が た く さ ん 受 診 す る 。 陽性者も 出 て い る 。 緊 張感をもっ

て や っ て い る 。 そ の 後 、 「 夜 の 街 」 中 心 か ら 、 他 の 世 代 に 広 が っ て い る 。 まだうち の 発 熱 で は 若 い 世 代 が ほ と

ん ど。 高齢者 は ま だ い な い 。 在 宅 の 患者でもまだい な い 。 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療 所 7/29 )

「 ス タ ー ト が 読め な い 」 ケース も 増 え て き て い る 。 「前 が 追 え な い も の 」 。 今 週 に 入 っ て 出 て き て い る 陽 性 の 方 は 、

読 め な い 。 高齢者施設で 出 たの も今 週 。 今 ま で と は 様 相 が 違 う 。 （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 7/ 1 7 )
- 7 月 頃 か ら PCR センタ ー が あ ふれ 出 し た 。 一 旦 、 発熱者外 来 の 時 間 を短 く し て い た の だ け れど 、 一 週間 で 戻 す 。

一 日 に診 る 患 者 も 増 え て い っ た （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 診療所 8/8)
- 「 う一ん … 。 やっ ぱ り 、 わ か ら ん 。 前 の ほ う が 分 か っ て い る 気 にな っ て い た 。 結 局 、 分 か ら ん 感 じ 。 ［ 陽 性 ］ ぽい 、

が病歴だよ り にな る の で 。 味 覚 異 常 と か 息 切 れ と か 出 て い れ ばポイ か な と 思 う が 。 前 は 分 か っ た 気 に な っ て い

た 。 当 時 は 4 日 目 の 熱 と か 国 も言 っ て い て 、 経過を よ り 長 く 見 て い た 。 い ま は 1 , 2 日 の 熱で 来 る 。 ホス ト と か

だと 自 院でねばっ て経過を 見 る よ り ガンガン保健 所 に 言 う 」 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診 療 所 7/29 )
ー フ ェ ー ズ が 変 わ っ て き た の は 6 月 終 わ り 7 月 初 め 。 も う 1 つ 段階 を あ げ る か どう か 。 県 と し て は あ げ た く な い 。

基 準 は 満 た し て い る だ ろ う が 。 病院だ け勝手 に 上 げる こ ともできない （ 関 東 ・ 都 市 ・ 病 院 7/ 1 7 ) 。
ー 今 回 が第 二 波 と す る と 、 明 ら か に 東 京 か ら 大 都 会 、 そ し て 地 方 へ 広 が っ て い る 。 な の で 、 東 京 をモニタ リ ン グ

し て い れ ば何段階か後 に 地 方 が あ る 。 地 方 は 東 京 に 比 べ 圧倒 的 に 医 療 資 源 が 少 な く 、 高 齢 者 が 多 く 、 感 染

が 広 が っ た ら 不 利 。 そ う い う 意 味 での 不 安 は 大 き い 。 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 7/20)
— ど こ の病院も先 月 、 病棟を 一 度 畳 ん で し ま っ た 。 それをもう 一 度コ ロ ナ専 用 に す る と 赤 字 が 見 え て い る の で 、 ど

こ も 腰 が重 く 、 ま だ ほ と ん どどこも専 用 病 棟 開 い て い な い 。 個 室 対 応 。 ま だ 数 が 少 な い 。 ほ と ん どが宿泊施設

に 行 っ て い る 。 基礎疾 患 があ る 人 も 1 0 日 経つ と い ま は 退 院 さ せ て い る （ 以前 は 2 国 陰性 に な る ま で退院できず）

の で 、 回 転 は よ い 。 それも尊 用 病 棟 を 開 く の に踏み切 れない理 由 の 一つ 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 病 院 7/ 1 7 )

7 月 半 は ～

地域 に よ る 感 染 、1人 況 の 入‘疇 が人 き く 、 批 人 し て い る 地 域 か ら 人 が 米 る こ と へ の 警 戒 が 高 ま る 。 ア

ラ ー ト や l ' l j翡 裳 19|＼ を 出 す 見 も あ る が、 そ れ ほ と 強 く な く 、 対 応 は 蜆場 仔 せ と な り 、 祝状詔識や
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対 応 は 多 様 化 す る 。 1 |.i l心 や メ デ ィ ア に 恨 れ がI「 ま れ 、 経 済 派 、 安 心 派 の 「 内 l "J ‘琢 」 に よ る I I. ，汎

が 「 流 に な っ て い く 。 感 染 は 東 以 、 大 阪 、 名 占 ）ボ 、 沖 縄 で 特 に 増 加 す る が 、 感 染 拡 人 の I ド で I I

常1 |＿ i店 が奇1iオ か さ れ る 。 卜 句 、 東 ;; ( だ け 除外 し て GoTo キ ャ ン ペ ー ン 'S が 1}}l 始 に 、， 8 ） l り[l 、 沖 縄 の

米
‘
lト ク ラ ス タ ー うも 化 。 そ の 後 、 7 ) ］ の よ う な 増 ｝JI I 傾 向 は 紋 い て い な い も の の 、 感 染 名 の 人 き な

減 少 は な く 、 各 県 で 少 し ず つ i 柏● 者 が増 え 、 1欠 燎 1本制 が辿辿 し つ つ あ る 。 し だ い に ニ ュ ー ス で

COVID - 1 9 の 晶 題 か取 り I · げ ら れ る 割 合 が 1く が っ て い く 。

ー 僕 の 周 り で は 、 ほ ん と に ふ つ う に コ ロ ナ。 診療 所 の 近 く でも 小 学 校 で 1 人 。 ス タ ッ フ の 子 ど も の と こ ろ 。 夜 に

LINE が 来 て ｀ 休 校 。 で も 1 日 だ け だ っ た 。 そ の 学 年 だ け は 1 週 間 休 校 、 他 は 消 毒 。 小 、 中 学校 で ぽっ ぽつ

出 て い て い ろ い ろ な と こ ろ で休 校 、 休 校 ｀ み た い な こ と を 最 近 よ く 間 く 。 ほ ん と に 身 近 に い る 、 スーパーも心配。

（ 首 都 匿 · 都市 ・ 複 合 7/20 )

［恐怖 感 は ］ 第 一 波 の 時 の 方が 高 か っ た 。 得体 の し れ な い も の だ っ た の が 、 情報 が 出 てき て 、 輪 郭 が 出 て き て

い る 。 若 い世 代 1ま 、 よ く な い 感 じ で ［ 恐怖 感 が ］ 下 が っ て い る 。 結構 い ろ ん な と こ ろ に 行 っ て い る 。 普 段 定 期

的 に来 て い る 中 高齢 の 人 は漠然とした 恐怖感を抱 い て い る 人 は減ってい る 印 象 。 （ 関 西 ・ 都市 ・ 診療所 7/29 )

ー コ ン ス タ ン ト に 患 者 が 出 て い る 。 7 月 は爆 発 的 に 増 え た 。 い ま は 、 増 え て は い る け ど 、 増 え 方 が爆 発 的 で は な

い 。 し か し こ れ 以 上 増 え て し ま う と さ ばききれな い 。 （ 首都 圏 ・ 都 市 ・ 診療所 8/8 )

ー 接する よ う に な っ て か ら は む しろ 、 惑 覚 と し て つ かめ て き た 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 複 合 6/ 1 7 ) 僕 自 身 も 、 人 数 で

どう と ば思 わ な い 。 重 症 者 が 少な い こ と が 大 事 。 ［ 怖 さ は ］ 4 月 の ほう が 多 か っ た 。 い ま の ほ う が慣 れ て い る 。

情 報 が増 え て い る の で 安 心 感 は あ る 。 最 初 の こ ろ は 何 も な い 、 「 石 器 時 代 」 み た い な 、 な に も 武 器 が な い 。

い ま は 剣 と 楯 。 （ 首 都 圏 ・ 都市 ・ 複 合 7/20 )

ー こ の 、 慣 れ て い る が 感 染 者 が 一 番 多 い と い う 状 況 を 僕 ら が ど う 捉 え た ら い い の か （ 首 都 圏 · 都 市 ・ 診 療 所

8/8)  

自 分 自 身 は だい ぶアダプト し た 感 じ 。 疲 労 、 麻 痺 の 感 じ は あ ま り な い 。 もち ろ ん ［ コ ロ ナ が ］ 始 ま る 前 と は 違

う こ と を し て い る の で 、 い っ た ん 止 め て い る も の は い ろ い ろ あ る の で 変 わ っ た は 変 わ っ た の だ け ど。 パタ ーン に

合 わ せ て い く 。 割 り 切 っ て （ 関 東 ・ 都市 ・ 病 院 7/1 7 )

ー 感 染 経 路 な ど 、 か な り 細 か く みれ る よ う に な っ て き た 。 あ ま り 厳 し す ぎ ず 、 ゆ る す ぎず ｀ と い う 線 を 上 手 に 引

げ る よ う にな っ て き た 。 病 棟 の 面 会 の 制 限な ど を 毎 週 ／ 隔 週 で細 か く 吟 味 し て い る 。 （ 北 海道 ・ 周 辺 ・ 診療所

8/ 1 7 )  

「 麻 痺 な の か 、 疲 れ た の か 、 同 じテ ン シ ョ ン で 同 じ こ と ［ 警 戒 ］ を や っ て い る 感 じ は な い 。 医 療 者 と し て 同 じ こ

と を や ろ う と し て も 、 患 者 さ ん が 乗っ て こ な い 。 」 （ 関 東 ・ 都 市 ・ 病 院 7/1 7 )

ー 休 憩 室 ｀ 脱 衣 室 で ス タ ッ フ が マ ス ク を 外 し がち にな る 。 仕事 中 は い い が 、 休 憩 中 はオフ にな っ て し ま う 。 院 長

名 で呼 び か け た が 、 意 識 と し て 気 を つ け る の は 難 し い 。 入 り 口 に 手 指 消 毒 と マ ス ク を 置 く 。 一 日 終 わ っ た ら マ

ス ク の 回 収 箱 に 入 れ る 。 そ の 間 は ず っ と つ け て お く も の だと い う の をデ フ ォ ル ト に し た 。 （ 中 国 ・ 都 市 ・ 診療所

8/ 1 7 )  

- 7/20 に 久 しぷ り に市 内 に陽性者。 3 月 以 来 。 そ こ か ら は 立 て 続 け に 6 人 。 ほ ぽ毎 日 。 近 づ い て き たな 、 と い う 感 じ 。

感 染 者 の 推移 は そ ん な 感 じ 。 1 0 代 、 20 代 が 多 い が 、 1 人 ｀ 70 代 も い る 。 一 週 間 ぐ ら い 熱 が 続 い て 、 調 べ た

ら PCR 陽性。 腎 不 全 があ り 、 今 朝 急 に 悪 く な っ て 酸素 5 リ ッ ト ル 。 市 内 に ECMO がない の で 、 隣 の 0 0 市 民

病院 に搬送。 （ 中 部 ・ 周 辺 ・ 診療所 7/29 )

1ト コ ロ ナ 禍 で 1か 淵 し て し 、 る 舒 済 の 叶I’I化の た め 、 ）j衣 れ や 飲 立 な ど に 対 し て ク ー ポ ン 券 を 発 1 1 し た り 、 'l:II'） I を 1 J う

紆 祈 政 始 e
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